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界
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ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
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が
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日
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デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ッ

ク
ラ
ン
ド
郡
ヒ
ル
バ
ー
ン

の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
マ
ウ
ン

ト
・
フ
ジ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
」

本
店
で
19
日
、
創
業
50
周

年
を
祝
う
パ
ー
テ
ィ
ー
が

招
待
客
３
５
０
人
を
招
い

て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

戦
後
日
本
を
代
表
す
る

建
築
家
の
吉
村
順
三
が
１

９
５
６
年
に
設
計
し
て
建

て
た
山
頂
の
ホ
テ
ル
を
78

年
に
譲
り
受
け
て
改
修
し
、

85
年
に
現
在
の
威
風
堂
々

の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ

ン
し
て
営
業
を
続
け
て
い

る
。創

業
者
は
、
１
９
６
４

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
レ
ス
リ
ン
グ
・
グ
レ
コ

ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
の
日

本
代
表
選
手
で
４
位
に
入

賞

し

た

藤

田

徳

明

さ

ん

（
故
人
）
。
ロ
ッ
キ
ー
青
木

さ
ん
（
故
人
）
の
ベ
ニ
ハ

ナ
で
「
ヒ
バ
チ
・
ス
テ
ー

キ
」
と
呼
ば
れ
る
鉄
板
焼

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
を
米
国

で
修
業
し
て
独
立
開
業
、

妻
の
一
枝
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
店
を
繁
盛
さ
せ
て

最
盛
期
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
９
店

舗
の
ヒ
バ
チ
ス
テ
ー
キ
ハ

ウ
ス
を
展
開
し
て
成
功
を

収
め
た
人
物
だ
。

現
在
は
２
０
０
５
年
に

来
米
し
た
多
田
貴
将
さ
ん

が
藤
田
氏
の
長
女
の
ナ
ン

シ
ー
さ
ん
と
結
婚
し
て
あ

と
を
継
ぎ
、
夫
婦
２
人
が

力
を
合
わ
せ
て
両
親
が
築

き
上
げ
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ー
の
遺
産
を
守
り
新
た

な
50
年
を
見
据
え
て
い
る
。

同
レ
ス
ト
ラ
ン
は
建
築

物
と
し
て
の
価
値
も
素
晴

ら
し
く
、
１
９
５
７
年
８

月
に
発
行
さ
れ
た
ラ
イ
フ

誌
に
５
ペ
ー
ジ
に
渡
り
、

吉
村
順
三
の
建
築
の
美
学

と
し
て
こ
の
建
物
を
特
集

し
て
い
る
。
現
在
、
米
国

に
残
る
吉
村
の
設
計
に
よ

る
建
築
物
は
、
こ
の
ほ
か

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
建

物
、
ホ
テ
ル
・
キ
タ
ノ
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
松

風
荘
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊

外
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の

別
邸
な
ど
が
有
名
だ
。
米

国
で
育
ま
れ
た
和
洋
折
衷

の
ミ
ッ
ド
・
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
・
デ
ザ
イ
ン
が
見
事
に

再
現
さ
れ
て
い
る
建
物
で

も
あ
り
、
日
本
文
化
を
発

信
す
る
場
と
し
て
も
次
世

代
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
が

期
待
で
き
そ
う
だ
。

（
企
画
記
事
14
、
15
、
28
面

に
）
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吉
村
順
三
作
の
日
本
家
屋

レ
ス
ト
ラ
ン
で
愛
さ
れ
る

レストラン入口のシンボルとなっている鳥居の前で多田夫妻

「NYの富士山」50周年祝う

https://nipponexpressusa.com/
http://www.mtfujirestaurants.com/
https://www.amnet.jp/
https://youtu.be/IiYDH4km_zc
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創
立
44
年
の
世
界
誠
道
空
手

道
（
中
村
忠
会
長
）
の
本
部
道

場
が
今
年
移
転
す
る
。
移
転
先

は
、
西
30
丁
目
２
５
２
番
地
で
、

グ
ラ
ン
ド
フ
ロ
ア
、
中
２
階
、

地
下
室
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
広
さ
と

建
物
を
確
保
し
た
。
場
所
は
ベ

ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ジ
ソ

ン
・
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
か
ら

至
近
距
離
に
あ
る
便
利
な
場

所
。
こ
れ
ま
で
総
本
部
の
あ
っ

た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
23
丁
目
の
道

場
は
昨
年
末
で
引
き
払
っ
た
が

移
転
先
の
内
部
改
装
の
た
め
、

現
在
は
一
時
仮
事
務
所
と
練
習

道
場
と
し
て
西
27
丁
目
１
１
３

番
地
（
６
番
街
と
７
番
街
の
間
）

に
仮
移
転
中
だ
。
12
日
午
前
10

時
か
ら
新
総
本
部
で
３
０
０
人

近
い
門
下
生
が
気
合
い
を
入
れ

た
朝
稽
古
に
汗
を
流
し
た
。

新
年
に
あ
た
り
中
村
会
長
の

講
話
、
範
士
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ

ー
テ
ィ
ン
と
毎
年
、
年
次
大
会

決
勝
で
名
審
判
ぶ
り
を
発
揮
し

て
い
る
二
代
目
の
空
手
家
、
彰

氏
が
ス
ピ
ー
チ
。
新
道
場
の
内

装
工
事
は
５
月
に
は
完
了
予

定
。
同
道
場
の
生
徒
は
、
日
本

国
内
20
支
部
、
全
世
界
１
２
０

支
部
で
誠
道
空
手
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
電
話
番
号
は
従
来

通
り
２
１
２
・
９
２
４
・
０
５

１
１
。

■「田島享央己木彫展　‐花も嵐もお彫刻‐」（日本クラブ主催）

＝現代日本のアート界に於ける異端児であると同時に、これから

の新しいアート界を引っ張って

いくアーティストでもある彫刻

家・田島享央己（たじまたかお

き）氏とその作品を、いち早く

ニューヨークでご紹介。約50点

のユーモラスで可愛らしい木彫

の生き物たちを展観します。期

間：2/5（水）まで　場所：日本

ギャラリー（日本クラブ７階）

■カルチャー講座2020年冬期講座 ＝ フルターム講座26講座、一

日・短期講座24講座、全50講座ご用意しております。お仕事や

学校帰りに通える音楽レッスン♪ピアノ倶楽部、チェロ教室、ク

ラシックギター教室。ジャズヴォーカル。講座のお申込み・お問

合せ： culture@nipponclub.orgまたは、212-581-2223（カルチャ

ー講座まで）

■ 2020年 日本クラブ冬季テニ

ス１月大会 ＝ 2/22（土）・

29日（土）「サロンパス杯」

オープンダブルスＡ大会/同Ｂ

大会 (スポンサー賛助協力：

ソフトバンク)、「資生堂杯」

女子ダブルス大会　会場：

Cary Leeds Tennis Center

（Bronx, NY）　1978年以来毎年開催されている本大会は冬場1月

から3月にかけての週末に、ニューヨークのテニス好きが集まり、

各種目を競います。どなたでも参加可能です。お申込み・お問合

せ： hnaito@nipponclub.org または、212-581-2223（内藤まで）

■新年会のご予約承ります＝日本クラブでは少人数から150名規模

の大パーティーまで着席フルコース、大皿料理、オードブルと

カクテルなどお客さまのご要望に応じたプランで対応させて頂

きます。お問い合わせ・ご予約は、お電話： 212-581-2223（担

当：三田・矢橋） メール：mmita@nipponclub.orgまでご連絡く

ださい。

（※写真はイメージです）

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St.,   New York, NY 10019

Tel: 212-581-2223 info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

2月 日本クラブの行事

移
転
ま
で
は

一
時
仮
道
場

誠道空手
新春稽古
５月に総本部新道場完成へ

マジソンスクエアガーデン近く

https://www.iace-usa.com
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週
末
、
朝
一
番
で

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

に
あ
る
大
型
ス
ポ
ー

ツ
用
品
店
に
足
を
運

ん
だ
。
買
い
物

を
終
え
、
レ
ジ

へ
向
か
っ
た
と

こ
ろ
、
何
だ
か

様
子
が
お
か
し

い
。
私
の
前
の

客
は
一
人
し
か

し
な
い
の
に
、

２
分
経
っ
て
も

３
分
経
っ
て
も

支
払
い
処
理
が
一
向
に
進

ん
で
い
な
い
の
だ
。
私
の

後
に
数
人
の
客
が
並
ん
だ

と
こ
ろ
で
店
員
が
説
明
を

始
め
た
。
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
ダ
ウ
ン
し
て
い
る

の
で
、
精
算
は
昔
な
が
ら

の
や
り
方
で
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
」
よ
う
や
く
順

番
が
来
た
私
の
目
の
前
に

出
さ
れ
た
の
は
、
感
熱
コ

ピ
ー
の
支
払
伝
票
。
店
員

が
私
の
購
入
し
た
商
品
と

金
額
を
書
き
込
み
、
私
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
上

に
乗
せ
て
「
ガ
ッ
チ
ャ
ン
」

し
た
。
（
若
い
人
で
、
こ
れ
が

分
か
る
人
は
ど
れ
だ
け
い
る
だ

ろ
う
か
？
）
さ
て
話
は
変
わ
っ

て
、
先
に
緊
張
の
高
ま
り
を
見

せ
た
米
国
と
イ
ラ
ン
で
あ
る
。

と
り
あ
え
ず
状
況
は
沈
静
化
し

た
も
の
の
、
今
後
の
イ
ラ
ン
の

動
き
に
関
し
て
は
、
世
界
各
地

の
テ
ロ
行
為
の
可
能
性
に
加

え
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
恐
れ
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
家
ぐ
る

み
で
の
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
に
つ
い

て
は
、
同
国
の
み
な
ら
ず
、
ロ

シ
ア
や
中
国
、
北
朝
鮮
等
の
活

動
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る

が
、
今
の
所
、
世
界
経
済
が
麻

痺
し
た
り
、
日
常
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
は
皆

無
に
近
い
。
た
だ
、
大
規
模
な

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
が
起
き
、
例
え

ば
全
米
の
ネ
ッ
ト
が
全
て
機

能
し
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
か
？

備
え
が
出
来
て
い

る
か
、
と
い
う
問
い
に
対
す

る
答
は
ノ
ー
だ
ろ
う
。
現
代

の
生
活
は
ネ
ッ
ト
が
正
常
に

機
能
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

万
が
一
、
そ
れ
が
麻
痺
し
た

際
に
、
そ
れ
を
一
時
的
に
せ

よ
「
昔
な
が
ら
」
の
方
法
で

代
替
す
る
知
識
や
ス
キ
ル
を

持
ち
合
わ
せ
た
人
は
、
年
々

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
筈

だ
。
車
の
運
転
を
覚
え
た
時

か
ら
車
載
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
グ
ー
グ

ル
マ
ッ
プ
し
か
使
っ
た
こ
と

が
な
い
人
が
、
咄
嗟
に
地
図

を
読
め
る
だ
ろ
う
か
？

そ
も

そ
も
地
図
を
車
に
載
せ
て
い

る
の
か
。
あ
ら
ゆ
る
局
面
で

「
プ
ラ
ン
Ｂ
」
を
真
剣

に
考
え
る
時
が
来
て

い
る
。
感
熱
紙
に
ペ

ン
で
商
品
名
を
書
き

込
み
、
ス
マ
ホ
の
電

卓
で
合
計
金
額
を
計
算

し
て
い
る
店
員
を
見
な

が
ら
考
え
た
。
店
を
出

て
、
手
渡
さ
れ
た
支
払

伝
票
を
見
た
ら
、
予
想

通
り
、
記
さ
れ
た
金
額

は
間
違
っ
て
い
た
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

www.egawanakaba.com

江川央の�DIGITAL 最前線

ネットを失った世界は成立するのか？

地下鉄と

デザイン展
MoMAとコラボ5番街53丁目駅

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
地
下
鉄
五
番
街
／
53
丁

目
駅
の
構
内
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
使
わ

れ
て
い
る
サ
イ
ン
と
現
代
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
の
関
係
を
詳
細
す
る
展
示
が
な
さ

れ
て
い
る
。
「
ザ
・
サ
ブ
ウ
ェ
イ
　
モ
ダ

ン
・
ア
イ
コ
ン
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
」
題
し
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
ア
ー

ツ
＆
デ
ザ
イ
ン
と
近
代
美
術
館
（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
）

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
も
の
。

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
壁
に
は
地
下
鉄
で
使

わ
れ
て
い
る
矢
印
や
路
線
表
示
な
ど
各
種
サ

イ
ン
や
看
板
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
、
地
下
鉄
マ

ッ
プ
な
ど
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
が
解

説
付
き
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

創
設
１
２
５
年
を
迎
え
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
は
こ

の
ほ
ど
、
最
も
多
く
貸
し
出
さ

れ
た
本
の
ベ
ス
ト
10
を
発
表
、

１
位
は
エ
ズ
ラ
・
ジ
ャ
ッ
ク
・

キ
ー
ツ
の
絵
本
「
ゆ
き
の
日
」

（
初
版
発
行
１
９
６
２
年
、
以

下
同
じ
）
で
48
万
５
５
８
３
回

の
貸
し
出
し
が
あ
っ
た
。
２
位

は

ド

ク

タ

ー

・

ス

ー

ス

の

「
ザ
・
キ
ャ
ッ
ト
・
イ
ン
・

ザ
・
ハ
ッ
ト
」
（
１
９
５
７
年
）

で
46
万
９
６
５
０
回
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
「
１
９
８
４
」

（
１
９
４
９
年
）
で
44
万
１
７

７
０
回
だ
っ
た
。

以
下
は
、
４
位
モ
ー
リ
ス
・

セ
ン
ダ
ッ
ク
「
か
い
じ
ゅ
う
た

ち
の
い
る
と
こ
ろ
（
（
原
題：

W
here

the
W
ild
T
hings

A
re

）
」
（
１
９
６
３
年
、
貸
し

出
し
回
数
43
万
６
０
１
６
回
。

以
下
同
じ
）
、
５
位
ネ
ル
・
ハ

ー
パ
ー
・
リ
ー
「
ア
ラ
バ
マ
物

語

（

原

題：
T
o
K
ill
a

M
ockingbird

）
」
（
１
９
６
０

年
、
42
万
２
９
１
２
回
）
、
６

位
Ｅ
・
Ｂ
・
ホ
ワ
イ
ト
「
シ
ャ

ー
ロ
ッ
ト
の
お
く
り
も
の
（
原

題：
C
h
arlotte's

W
eb

）
」

（
１
９
５
２
年
、
33
万
７
９
４

８
回
）
、
７
位
レ
イ
・
ブ
ラ
ッ

ド
ベ
リ
「
華
氏
４
５
１
度
」

（
１
９
５
３
年
、
31
万
６
４
０

４
回
）
、
８
位
デ
ー
ル
・
カ
ー

ネ
ギ
ー
「
人
を
動
か
す
」
（
１

９
３
６
年
、
28
万
４
５
２
４

回
）
、
９
位
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ

ン
グ
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と

賢
者
の
石
」
（
１
９
９
８
年
、

23
万
１
０
２
２
回
）
、
10
位
エ

リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
「
は
ら
ぺ
こ

あ
お
む
し
」
１
９
６
９
年
、
18

万
９
５
５
０
回
）
。

児
童
書
・
青
少
年
向
け
が
ベ

ス
ト
10
の
半
数
以
上
を
占
め

た
。
デ
ジ
タ
ル
書
籍
な
ど
も
含

む
が
、
貸
出
記
録
は
過
去
数
十

年
分
し
か
な
い
た
め
、
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
な
ど
ほ
か
の
デ
ー
タ
を

駆
使
し
て
専
門
家
チ
ー
ム
が
割

り
出
し
た
。
１
９
９
８
年
初
版

発
行
の
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー

〜
」
が
入
っ
た
の
は
特
筆
で
き

る
と
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館

は
４
つ
の
中
央
図
書
館
に
加

え
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ブ
ロ
ン

ク
ス
、
ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド

に
大
小
合
わ
せ
て
88
の
分
館
を

持
ち
、
私
立
図
書
館
と
し
て
は

世
界
最
大
の
規
模
を
誇
る
。
別

組
織
に
な
っ
て
い
る
が
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
公
共
図
書
館
と
ク
イ
ー

ン
ズ
公
共
図
書
館
を
合
わ
せ
る

と
分
館
は
２
０
０
を
超
え
る
。

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
１
２
５
周
年

貸
し
出
し
ベ
ス
ト
テ
ン

１
位
は
『
ゆ
き
の
日
』

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
の
２
月
は

映
画
が
豪
華
だ
。
若
手
人
気
俳

優
が
ダ
ブ
ル
主
演
し
た
ラ
ブ
ス

ト
ー
リ
ー
２
作
と
、
大
杉
蓮
最

後
の
主
演
作
、
笑
い
と
涙
の
人

情
ド
ラ
マ
の
全
４
作
が
登
場
す

る
。映

画
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
に
ち
な
ん
で
、
松
尾
由
美
の

人
気
恋
愛
小
説
を
高
橋
一
生
、

川
口
春
奈
の
主
演
で
映
画
化
し

た
「
九
月
の
恋
と
出
会
う
ま
で
」

と
、
中
島
美
嘉
の
ヒ
ッ
ト
曲
か

ら
生
ま
れ
た
恋
物
語
を
、
登
坂

広
臣
、
中
条
あ
や
み
主
演
で
映

画
化
し
た
「
冬
の
華
」
の
２
作

と
人
間
ド
ラ
マ
「
教
誨
師
」
と
、

博
多
名
物
・
明
太
子
を
日
本
で

初
め
て
製
造
販
売
し
た
ふ
く
や

創
業
者
・
川
原
俊
夫
氏
の
人
生

を
モ
デ
ル
に
し
た
ド
ラ
マ
「
め

ん
た
い
ぴ
り
り
」
の
全
４
作
。

ド
ラ
マ
は
、
池
松
壮
亮
が
名

探
偵
・
金
田
一
耕
助
を
演
じ
る

「
横
溝
正
史
短
編
集
」
を
３
夜

連
続
で
放
送
す
る
ほ
か
、
木
村

佳
乃
が
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
妻
を
演

じ
て
好
評
の
コ
メ
デ
ィ
ド
ラ
マ

「
ホ
ー
ム
・
ス
イ
ー
ト
東
京
」

第
３
弾
と
、
前
田
敦
子
主
演
の

Ｒ
Ｐ
Ｇ
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

ゲ
ー
ム
）
子
育
て
ス
ト
ー
リ
ー
、

よ
る
ド
ラ
「
伝
説
の
お
母
さ
ん
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

横溝正史短編集
３夜連続で

© NHK

2月のテレビジャパンの見どころ
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https://www.restaurantnippon.com/
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（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和2年）1月25日（土）

●ニューヨーク京都倶楽部「2020年新年会」＝2月1日（日）１８：０
０〜２１：００　JAA（日系人会） Hall（49 West 45th Street11階）
参加費：$50 、 12歳以下 $25 、幼児(3歳以下）無料。参加費：現金

（当日受付時に）、 チェック　（宛先：New York Kyoto Club)、
Venmo （宛先：＠NewYork-KYOTOCLUB)。申込み：　nyky-
otoclub@gmail.com   (自動応答で返信あり）自動応答が届かなかった
場合ー　info@exroyal.com。名札準備のため申込
時にフルネーム・連絡先を明記。締切は　1月30日

（木）又は 定員になり次第終了。プロの手による美
味しいお寿司や様々な食事と共に一年のお祝いを。
ニューヨーク京都倶楽部は、着物文化を楽しむ企画
を進めており、新年会でも着物での参加は大歓迎。ニューヨーク京都
倶楽部は、京都出身、京都にゆかりのある方に限らず、京都が好き、
京都に興味がある仲間が気楽に集う会。●ニュージャージー日本人学
校 学校説明会＝２/１３（木）10：00−12：00　（※受付開始9：45）
ニュージャージー日本人学校 （117 Franklin Avenue Oakland, NJ
07436）　内容は学校説明と校内見学。参加希望者は、E- mail :

njjs@NewJerseyJapaneseSchool.org、またはTel: 201-405-0888 
●法政大学ニューヨーク校友会　総会＝2/15（土）19：００　レスト
ラン日本（155 East 52nd Street, NYC）会費55ドル（食事、税、チ
ップ、ドリンク1杯め、込み）＊ドリンク2杯目からは各自で現金払い。
法政大学、大学院、付属高校の卒業生やゆかりのある人は是非参加を。
事前申し込みは2/8までにhoseinykoyukai@gmail.comまで。●2020

年 日本クラブ冬季テニス１月大会 ＝ 2/22（土）・29

日（土）「サロンパス杯」 オープンダブルスＡ大会/同

Ｂ大会 (スポンサー賛助協力：ソフトバンク)、「資生堂

杯」 女子ダブルス大会　会場：Cary Leeds Tennis

Center（Bronx, NY）　申込み・問合せ： hnaito@nip-

ponclub.org または、212-581-2223（内藤まで）●一日領事館（領事出張サ
ービス）＝在ニューヨーク日本国総領事館は２月から３月にかけてニュー
ヨーク州バッファロー、ロチェスター、ペンシルベニア州フィラデルフィ
ア、ピッツバーグ、ウエストバージニア州チャールストンとプエルトリコ
準州サンファンにて。 各会場の住所や日程などの詳細はウェブサイト
www.ny.us.emb-japan.go.jp/を参照する。

www.nyseikatsu.comで詳報

Ｎ
Ｙ
州
の
人
口
が
著
し
く
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
、
昨
年
末

に
米
国
勢
調
査
局
が
公
表
し
た

最
新
デ
ー
タ
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。同

州
ア
ル
バ
ニ
ー
を
拠
点
と

す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
エ
ン
パ

イ
ア
・
セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ー
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
の
調
査

に
よ
る
と
、
同
州
の
２
０
１
９

年
中
旬
時
点
の
人
口
は
、
一
昨

年
前
か
ら
０
・
４
％
に
値
す
る

７
万
６
７
９
０
人
減
の
１
９
４

５
万
３
５
６
１
人
だ
っ
た
。
人

口
が
減
少
し
て
い
る
10
州
の
な

か
で
も
、
Ｎ
Ｙ
州
は
、
ウ
エ
ス

ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
、
ア
ラ
ス

カ
、
イ
リ
ノ
イ
州
と
並
び
最
も

減
少
率
が
大
き
い
。
米
国
全
体

の
人
口
は
３
億
２
８
２
３
万
９

５
２
３
人
で
約
１
６
０
万
人
増

だ
っ
た
。

過
去
10
年
間
の
人
口
上
昇
率

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
同
州
は
50

州
中
46
位
の
わ
ず
か
０
・
４
％

増
だ
っ
た
。
他
州
か
ら
の
移
住

率
は
最
下
位
の
ア
ラ
ス
カ
州
に

次
ぐ
49
位
、
外
国
か
ら
の
移
住

者
数
も
、
昨
年
は
４
万
５
７
５

３
人
と
２
０
１
０
年
以
降
で
は

最
低
、
過
去
58
年
間
で
は
２
番

目
に
低
か
っ
た
。

同
調
査
を
率
い
た
Ｅ
・
Ｊ
・

マ
ク
マ
ホ
ン
氏
は
、
同
州
の
人

口
減
の
主
な
原
因
と
し
て
、
Ｎ

Ｙ
市
の
物
価
高
と
北
部
の
不
況

を
あ
げ
て
い
る
。
同
州
公
立
校

の
入
学
者
数
も
著
し
く
減
少
し

て
お
り
、
生
徒
数
は
過
去
30
年

間
で
最
低
と
な
っ
た
。
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州
知
事

は
、
同
州
の
人
口
減
の
責
任
は

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

と
共
和
党
（
Ｇ
Ｏ
Ｐ
）
政
策
に

あ
る
と
し
、
同
州
知
事
顧
問
の

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ゾ
パ
ル
デ
ィ

氏
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち

の
州
・
地
方
税
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

上
限
を
上
げ
た
の
は
、
共
和
党

の
右
翼
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
た
ち
で

あ
り
Ｎ
Ｙ
州
で
は
な
い
」
と
話

し
て
い
る
。

■在NY日本国総領事館=旅券申請や在外選挙
登録(212)371-8222■邦人安否確認システム
(866)903-2674■NY日本商工会議所＝対米
進出日系企業団体(212)246-8001■日本クラ
ブ＝親睦団体(212)581-2223■NY日系人

会＝親睦と無料相談(212)840-6942■ジャパ
ン・ソサエティー＝日米間の文化交流事業
(212)832-1155■日米ソーシャル・サービス
(JASSI)=無料生活相談(212)442-1541■日米
カウンセリングセンター＝専門家による心の
相談室(212)720-4560■教育文化交流センタ
ー教育相談室＝邦人子弟教育相談(914)305-
2411■NYアジア女性センター＝DV日本語

ホットライン(888)888-7702■APICHA＝
HIVエイズ相談(866)274-2429■乳がん相談
：BCネットワーク無料ホットラインinfo@
bcnetwork.org■AARS＝アルコール・ドラ
ッグ問題相談と治療(212)720-4531■NY日
本人学校(203)629-9039■NJ日本人学校
(201)405-0888■NY補習授業校(914)636-
3770■NJ補習授業校(201)585-0555。

公共サービス電話番号

高
市
早
苗
総
務
相
は
１
月
７

日
、
海
外
に
住
む
有
権
者
の

「
投
票
環
境
向
上
を
図
る
の
は

非
常
に
重
要
だ
」
と
記
者
会
見

で
述
べ
、
在
外
投
票
へ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
導
入
を
着
実

に
進
め
る
考
え
を
明
ら
か
に
し

た
。
総
務
省
は
ネ
ッ
ト
投
票
実

施
の
前
段
階
と
し
て
、
ま
ず
在

外
投
票
の
実
証
実
験
実
施
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

在
外
投
票
は
２
０
０
０
年
に

導
入
さ
れ
、
国
政
選
挙
の
投
票

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

低
い
投
票
率
が
懸
案
と
な
っ
て

い
る
。
18
歳
以
上
の
在
外
邦
人

有
権
者
は
約
１
０
０
万
人
い
る

が
、
登
録
し
て
い
る
の
は
約
10

万
人
と
10
分
の
１
程
度
。
名
簿

登
録
者
を
母
数
と
す
る
投
票
率

は
毎
回
20
％
前
後
に
と
ど
ま
る

た
め
、
事
実
上
の
投
票
率
は

２
％
程
度
と
な
る
。

在
外
投
票
は
在
外
公
館
や
郵

送
で
で
き
る
も
の
の
、
投
票
用

紙
を
日
本
に
送
る
た
め
投
票
期

間
が
短
く
な
る
こ
と
に
加
え
、

公
館
か
ら
離
れ
た
所
に
住
む
有

権
者
に
は
負
担
が
大
き
い
。
郵

便
投
票
の
煩
雑
さ
も
難
点
で
、

在
外
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
自

体
が
少
な
い
ま
ま
だ
。
２
０
１

９
年
か
ら
転
勤
や
留
学
で
出
国

す
る
前
に
市
区
町
村
の
窓
口
で

登
録
申
請
が
２
０
１
９
年
か
ら

転
勤
や
留
学
で
出
国
す
る
前
に

市
区
町
村
の
窓
口
で
登
録
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
一

部
改
善
は
図
ら
れ
て
い
る
が
、

思
う
よ
う
に
は
登
録
は
増
え
て

い
な
い
。

２
０
１
８
年
、
総
務
省
の
有

識
者
研
究
会
は
海
外
居
住
者
の

低
投
票
率
解
消
に
向
け
ネ
ッ
ト

投
票
導
入
を
提
言
し
た
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
本

人
確
認
を
す
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
か
ら
ど
こ
で
も
す
ぐ
に
投

票
が
で
き
、
投
票
期
間
も
長
く

で
き
る
。
同
時
に
、
開
票
時
に

投
票
者
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
投
票
デ
ー
タ
の
暗
号
化
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う

も
の
だ
が
、
海
外
へ
の
転
出
届

を
出
す
と
カ
ー
ド
が
失
効
し
て

し
ま
う
。
こ
の
た
め
総
務
省
は

海
外
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
継
続
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
に

取
り
組
む
。
な
お
、
現
状
で
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
持
っ
て
い
な

い
在
外
邦
人
は
日
本
の
自
治
体

で
一
度
住
民
登
録
を
し
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
入
手
す
る

必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
在
外
投
票
は
、
日

本
で
住
民
票
を
抜
い
て
き
た
海

外
在
住
者
者
に
の
み
資
格
を
与

え
て
い
る
た
め
、
住
民
登
録
を

し
て
い
な
い
海
外
在
住
邦
人
が

い
か
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得

で
き
る
よ
う
に
す
る
か
が
今
後

カ
ギ
と
な
る
。
つ
ま
り
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
持
っ
て
い
る
国
内
在

住
者
が
だ
け
が
継
続
し
て
使
え

る
だ
け
の
法
改
正
で
は
、
も
と

も
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
日

本
で
で
き
る
前
か
ら
海
外
に
い

た
者
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し

ま
う
。
そ
れ
で
は
本
末
転
だ
。

き
た
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改

正
が
海
外
在
住
者
の
現
状
ま
で

在
外
選
挙
か
ら
実
施

カ
リ
ブ
海
、
米
自
治
領
プ
エ

ル
ト
リ
コ
で
７
日
に
Ｍ
６
・
４

の
地
震
が
発
生
、
少
な
く
と
も

１
人
が
死
亡
し
た
。
そ
の
後
も

断
続
的
に
地
震
が
あ
り
、
民
家

が
倒
壊
す
る
な
ど
し
て
５
０
０

０
人
以
上
が
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態

と
な
っ
て
い
る
。

プ
エ
ル
ト
リ
コ
系
住
民
が
多

い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
民
間
で

の
募
金
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
復
旧
支
援
の
た
め
１

１
５
人
の
州
兵
を
、
デ
ブ
ラ
シ

オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
建
築
検
査
官
、

構
造
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
緊
急
管
理

者
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
専
門

家
ら
計
28
人
を
派
遣
し
た
。

プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
バ
ス
ケ
ス

知
事
は
連
邦
政
府
に
支
援
を
要

請
。
し
か
し
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

15
日
、
２
０
１
７
年
の
ハ
リ
ケ

ー
ン
「
イ
ル
マ
」
と
「
マ
リ
ア
」

の
時
に
設
定
さ
れ
た
連
邦
復
興

支
援
金
利
用
に
つ
い
て
、
プ
エ

ル
ト
リ
コ
政
府
に
は
「
腐
敗
」

が
見
ら
れ
る
と
し
て
、
新
た
な

条
件
を
付
け
る
な
ど
支
援
を
た

め
ら
っ
た
。
こ
れ
に
フ
ロ
リ
ダ

州
な
ど
の
共
和
党
議
員
が
反

発
、
16
日
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
大
規
模
災
害

宣
言
を
出
し
た
。
宣
言
に
よ
り

復
興
支
援
金
が
す
ぐ
に
執
行
さ

れ
る
予
定
。

プ
エ
ル
ト
リ
コ
支
援

地
震
被
害
で
Ｎ
Ｙ
市

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

特
典
を
更
新

Ｎ
Ｙ
市
は
Ｉ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
カ
ー

ド
開
始
５
周
年
を
記
念
し
、
カ

ー
ド
に
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を

加
え
新
し
く
す
る
と
と
も
に
、

カ
ー
ド
所
有
者
へ
の
特
典
を
更

新
す
る
。

ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市

長
は
「
移
民
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
人
、
そ
し

て
目
の
不
自
由
な
人
な
ど
、
全

て
の
人
に
利
用
し
や
す
く
し
て

い
く
。」
と
語
り
、
新
し
い
カ
ー

ド
は
エ
ン
ボ
ス
加
工
で
点
字
が

施
さ
れ
る
と
公
表
し
た
。
滞
在

ス
テ
イ
タ
ス
に
限
ら
ず
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
在
住
者
な
ら
誰

で
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
カ
ー
ド
所
有
者
に
は

コ
ス
ト
コ
に
新
し
く
会
員
登
録

す
る
と
利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン

な
ど
を
提
供
す
る
ほ
か
、
ジ
ュ

リ
ア
ー
ド
音
楽
院
な
ど
の
文
化

的
施
設
で
１
年
間
会
費
が
無
料

に
な
る
ほ
か
、
ク
イ
ー
ン
ズ
・

ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
で
は

毎
週
水
曜
日
、
入
場
料
が
無
料

に
な
る
な
ど
の
特
典
が
追
加
さ

れ
た
。
カ
ー
ド
の
特
典
や
更

新
・
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
1.nyc.gov/idnyc

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
猛
威

市
内
で
２
０
０
０
人
入
院

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
当
局
は
例
年

に
比
べ
今
季
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
事
例
が
増
加
し
て
い
る
と

発
表
し
た
。

州
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ト
ラ
ッ
カ
ー
は
１
月
４

日
時
点
で
１
万
を
超
え
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
事
例
を
確
認
し
て

お
り
、
２
０
１
７
年
の
約
３
０

０
０
事
例
か
ら
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
１
月
の
第
１
週
目
は

そ
の
前
週
に
比
べ
34
％
増
加
の

２
０
０
０
人
近
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
民
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

入
院
し
て
い
る
。
当
局
は
医
療

機
関
に
今
季
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
有
効
と
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
推
進
す
る
よ
う
推
奨

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
当
局
は
昨
年
12
月

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し

て
い
る
と
公
表
し
た
。
現
在
、

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い

医
療
従
事
者
は
患
者
の
い
る
場

所
で
の
医
療
用
マ
ス
ク
着
用
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
州
の
人
口
激
減

物
価
高
と
北
部
不
況
原
因

ネ
ッ
ト
投
票
導
入
へ

植
山
慎
太
郎
写
真

カ
レ
ン
ダ
ー
当
選
者

在外選挙で投票する有権者たち（昨年７月５日、ＮＹ日本総領事館で）

植
山
慎
太
郎
・
Ｎ
Ｙ
写
真
カ

レ
ン
ダ
ー
当
選
者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）
や
す
だ
・
ゆ
き
こ
、

今
井
博
恵
、
素
子
の
り
す
、
大
島

由
紀
子
、
稲
葉
良
光
、T

om
m

y
T

ong

、
滝
裕
子
、
ト
シ
カ
ズ
・

フ

ジ

ノ

、

藤

野

マ

ア

リ

、

M
arcella

L
ee

。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
活
プ
レ
ス
社
に
て
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

を
考
慮
し
た
も
の
に
な
る
の

か
注
目
さ
れ
る
。
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で

き
る
ネ
ッ
ト
投
票
は
投
票
率

の
が
低
い
若
者
や
外
出
が
困

難
な
高
齢
者
ら
の
投
票
行
動

を
後
押
し
す
る
と
期
待
さ
れ

る
。
総
務
省
は
早
け
れ
ば
今

年
か
来
年
に
在
外
投
票
で
試

し
、
国
内
で
も
２
０
２
２
年

の
参
院
選
か
ら
の
導
入
を
見

込
ん
で
い
る
。

http://www.iiicareer.com/
https://ibec-usa.com/
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２
０
１
７
年
以
降
各
国
の
ア

メ
リ
カ
大
使
館
や
領
事
館
で
ビ

ザ
面
接
の
審
査
が
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し

ま
し
た
。
特
に
厳
し
い
の
は

Ｅ-

２
ビ
ザ
や
Ｉ
ビ
ザ
の
延

長
・
更
新
で
す
。
こ
の
二
つ
の

ビ
ザ
は
、
面
接
が
通
れ
ば
５
年

間
有
効
の
ビ
ザ
が
発
行
さ
れ
る

の
で
、
延
長
・
更
新
を
し
て
ア

メ
リ
カ
に
10
年
、
15
年
滞
在
と

い
う
人
た
ち
も
多
い
で
す
。
そ

れ
で
、
ビ
ザ
の
延
長
、
更
新
申

請
を
し
て
面
接
時
に
「
な
ぜ
長

期
間
ア
メ
リ
カ
に
い
る
の
か
？

も
う
日
本
に
戻
っ
て
こ
な
い
つ

も
り
で
は
な
い
か
？
」
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
大
使
館
や
領

事
館
の
審
査
官
に
言
わ
れ
ま

す
。
面
接
時
に
追
加
書
類
を
要

求
さ
れ
る
場
合
は
ま
だ
良
い
で

す
が
、
そ
の
場
で
却
下
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
多
発
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
こ
の
二
つ
の
ビ
ザ
は
、

ア
メ
リ
カ
国
内
で
延
長
、
更
新

申
請
が
で
き
ず
に
必
ず
ア
メ
リ

カ
大
使
館
や
領
事
館
で
申
請
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
追

加
書
類
要
求
で
も
２
、
３
週
間
、

下
手
を
す
る
と
半
年
以
上
日
本

に
滞
在
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ
へ
の
入
国
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
却
下
さ
れ
た
場

合
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
（
ビ
ザ
無
し
）

入
国
も
で
き
ず
、
ア
メ
リ
カ
に

残
し
て
き
た
荷
物
も
そ
の
ま
ま

で
引
き
上
げ
る
こ
と
も
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ザ
で
ア
メ
リ

カ
大
使
館
や
領
事
館
が
審
査
す

る
の
は
次
の
よ
う
な
点
で
す
。

Ｅ-

２
ビ
ザ
で
す
が
、
こ
れ

は
資
本
家
ビ
ザ
で
、
ア
メ
リ
カ

で
ど
れ
ほ
ど
事
業
が
拡
大
し
て

い
る
の
か
、
つ
ま
り
会
社
の
収

入
が
上
が
っ
た
の
か
を
見
ら
れ

ま
す
。
個
人
で
起
業
し
て
、
５

年
た
っ
て
も
業
績
が
伸
び
ず
、

社
員
も
Ｅ-

２
ビ
ザ
申
請
者
で

あ
る
本
人
と
後
１
人
し
か
い
な

い
と
し
た
ら
、
ま
ず
Ｅ-

２
ビ

ザ
は
延
長
を
許
可
さ
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
人
を
雇
用

し
て
い
れ
ば
小
規
模
で
も
大
丈

夫
と
か
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

は
噂
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
人
を
雇
用
し
て
い
た
と
し
て

も
業
績
が
全
く
伸
び
な
か
っ
た

ら
却
下
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

提
出
書
類
と
し
て
会
社
の
５
年

間
の
連
邦
税
申
告
書
は
必
須
で

す
が
、
最
近
は
Ｅ-

２
ビ
ザ
申

請
者
自
身
の
連
邦
個
人
税
申
告

書
（F

orm
I-140

）
も
要
求

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

Ｉ
ビ
ザ
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

ビ
ザ
で
す
。
５
年
前
か
ら
現
在

ま
で
掲
載
し
た
記
事
の
コ
ピ
ー

な
ど
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

Ｅ-

２
ビ
ザ
と
同
様
に
連
邦
個

人
税
申
告
書
や
日
本
で
の
確
定

申
告
書
の
コ
ピ
ー
を
要
求
さ
れ

た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
ビ
ザ
申
請
で
聞
か

れ
る
こ
と
が
多
い
の
が

「
ア

メ
リ
カ
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し

て
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
？
」

で
す
。
「
貴
方
の
職
業
は
何
で

す
か
？
」
の
次
に
、
突
然
主
語

も
述
語
も
な
く
「
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
？
」
と
だ
け
聞
か
れ
た
り
し

ま
す
。
中
に
は
、
提
出
し
た
書

類
を
見
て
、
何
を
し
て
い
る

か
？

を
聞
く
事
も
な
く
、
「
ふ

ー
ん
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ね
」
と

決
め
つ
け
る
よ
う
な
言
い
方
を

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
Ｉ

ビ
ザ
保
持
者
の
方
々
は
一
雇
用

者
で
は
な
く
数
社
で
働
く
こ
と

も
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

そ
れ
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
働
い

て
い
る
と
思
い
が
ち
で
す
。
た

だ
し
、
実
際
は
違
う
の
で
す
。

Ｉ
ビ
ザ
の
場
合
は
日
本
の
雇
用

者
か
ら
派
遣
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ

で
就
労
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

こ
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
大
使
館
や
領
事
館

で
の
面
接
前
に
は
、
提
出
書
類

と
と
も
に
Ｄ
Ｓ-

１
６
０
の
吟

味
、
そ
し
て
予
定
質
問
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
専
門
家
に
確
認

し
て
か
ら
面
接
に
望
む
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

ア
メ
リ
カ
大
使
館
や
領
事
館
で
の
Ｅ-

２

ビ
ザ
や
Ｉ
ビ
ザ
面
接
の
最
近
の
傾
向

加
藤
恵
子

査
証
更
新
手
続
き

要
注
意
点
は

ご当地商品対米PR
２
０
０
８
年
の
設
立
以
来
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
日
本
文
化
を

発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
き
た
Ｎ

Ｙ
州
認
可
の
非
営
利
団
体
Ｊ
コ

ラ
ボ
が
、
地
方
自
治
体
の
海
外

発
信
を
支
援
す
る
新
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
創
設
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
Ｊ
コ
ラ
ボ
が
昨
年
６

月
に
始
め
た
47
都
道
府
県
の
ご

当
地
商
品
や
伝
統
工
芸
品
を
Ｊ

コ

ラ

ボ

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

h
ttp

s://w
w

w
.j-

collabo.org/47-j-b

）
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

で
展
示
し
、
さ
ら
に
は
販
売
す

る
と
い
う
「47 J+

B

」
企
画

の
一
環
。
現
在
約
２
０
０
の
ご

当
地
商
品
が
参
加
し
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
の
一

方
で
、
海
外
で
自
治
体
の
観
光

名
所
や
伝
統
産
業
な
ど
を
発
信

す
る
常
設
の
店
舗
を
持
つ
こ
と

は
費
用
面
で
難
し
い
現
状
を
打

破
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
を
拠
点
と
す
る
Ｊ
コ
ラ
ボ

の47 J+
B

特
設
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
内
に
、
自
治
体
が
年
間
１
０

０
０
ド
ル
で
常
設
ブ
ー
ス
を
持

ち
、
そ
の
ブ
ー
ス
を
自
由
に
使

え
る
と
い
う
プ
ラ
ン
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
年
に
３
週
間
、

よ
り
広
い
ブ
ー
ス
で
の
特
別
展

の
開
催
や
、
そ
の
自
治
体
に
所

縁
が
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の

紹
介
な
ど
の
特
典
も
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
は
偏
っ
た
都

市
が
注
目
さ
れ
が
ち
と
い
う
現

状
を
打
破
し
、
ま
だ
海
外
で
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
自
治
体

の
魅
力
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

世
界
へ
向
け
て
発
信
す
る
と
い

う
、
地
方
再
生
の
た
め
の
試
み

と
な
っ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ

は

、

4
7

jp
lu

sb
arch

iv
e

＠gm
ail.com

須
能
さ
ん
。

47
都
道
府
県
コ
ー
ナ
ー

Ｊ
コ
ラ
ボ
が
設
置
し
て
新
企
画

ユ
ニ
ク
ロ
柳
井
氏
寄
付

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
に
25
億
円

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ

の
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
で

ア
パ
レ
ル
企
業
ユ
ニ
ク
ロ
の
創

業
者
の
柳
井
正
氏
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
に
総
額
２
５
０
０
万
ド
ル
の

寄
付
金
を
贈
呈
し
た
。
寄
付
金

は
「
柳
井
正
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ャ
パ

ン
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
財
源
に
充

て
ら
れ
、
日
本
文
学
の
寄
付
講

座
が
開
設
さ
れ
る
ほ
か
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
公
開
講
演
、
教
員

研
究
、
文
化
公
演
、
地
域
活
動

に
も
寄
付
金
が
活
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
大
学
院
生
の
奨
学
金
制

度
や
学
部
生
を
対
象
と
す
る
表

彰
制
度
の
財
源
に
も
充
て
ら
れ

る
。
同
寄
付
金
は
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
人

文
科
学
部
へ
の
個
人
か
ら
の
寄

付
と
し
て
は
過
去
最
高
額
。

柳
井
氏
は
２
０
１
４
年
に
も

２
５
０
万
ド
ル
を
寄
付
、
そ
れ

に
よ
り
日
本
屈
指
の
名
門
大
学

で
あ
る
早
稲
田
大
学
と
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
が
連
携
し
「
柳
井
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」
が
発
足
。
両
校
に
よ

る
学
術
・
文
化
事
業
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
学
生
と
教
授
の

交
流
を
推
進
し
て
き
た
。
Ｕ
Ｃ

Ｌ
Ａ
の
ジ
ー
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
総

長
は
、
「
柳
井
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
は
、
本
校
に
長
く
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ

う
」
と
話
し
て
い
る
。

１日領事館のお知らせ

NY日本総領事館

パスポート交付など

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
バ
ッ
フ

ァ
ロ
ー
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
ウ

エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
チ
ャ
ー

ル
ス
ト
ン
と
プ
エ
ル
ト
リ
コ
準

州
サ
ン
フ
ァ
ン
に
て
春
の
「
一

日
領
事
館
」
（
領
事
出
張
サ
ー

ビ
ス
）
を
実
施
す
る
。

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
や
各

種
証
明
の
仮
申
請
等
は
、
各
開

催
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
申
請

す
る
。
ま
た
、
在
留
届
、
帰

国
・
転
出
等
の
届
出
は
オ
ン
ラ

イ
ン
か
ら
所
定
の
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
２

１
２
・
７
５
５
・
２
８
５
１
ま

で
送
付
す
る
。

各
会
場
の
住
所
や
日
程
な
ど

の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.n

y
.u

s
.e

m
b

-
japan.go.jp/

を
参
照
す
る
。

http://kkobo.com/
http://www.dipaolafinancial.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://www.terailaw.com
http://www.abps-us.org/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
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新
潟
県
が
Ｐ
Ｒ

酒
と
食
を
Ｎ
Ｙ
で

新
潟
県
主
催
の
「
日
本
酒
セ

ミ
ナ
ー
＆
フ
ー
ド
・
ペ
ア
リ
ン

グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
２
月

10
日
（
月
）
、
ブ
ー
レ
イ
・
テ

ス
ト
キ
ッ
チ
ン
（
西
21
丁
目
31

番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
輸
出

実
績
が
豊
富
な
酒
蔵
が
中
心
と

な
り
、
非
日
系
レ
ス
ト
ラ
ン
や

バ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
販
路
開

拓
・
拡
大
に
挑
戦
す
る
。

当
日
は
第
１
部
が
酒
サ
ム
ラ

イ
の
テ
ィ
モ
シ
ー
・
サ
リ
バ
ン

を
講
師
に
迎
え
、
「
日
本
の
酒

ナ
パ
バ
レ
ー
と
呼
ば
れ
る
新
潟

の
酒
を
ど
う
や
っ
て
飲
料
メ
ニ

ュ
ー
に
組
み
込
み
、
収
益
を
上

げ
て
い
く
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
性
と
日
本
酒
の
関
係
に
つ

い
て
語
る
。
第
２
部
は
「
バ
ー

チ
ャ
ル
酒
蔵
ツ
ア
ー
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
で
、
各
酒
蔵
の
ブ

ー
ス
を
回
り
な
が
ら
西
洋
料
理

と
日
本
酒
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
楽

し
む
。
出
展
予
定
の
酒
蔵
は
朝

日
酒
造
、
吉
乃
川
、
菊
水
酒
造
、

八
海
醸
造
、
石
本
酒
造
、
新
潟

第
一
酒
造
の
全
６
社
か
ら
19
銘

柄
を
紹
介
す
る
。

参
加
費
無
料
だ
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
非
日
系
レ
ス
ト
ラ
ン

や
バ
ー
、
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
業
界
関
係
者
60
人
の
招
待

客
の
み
参
加
で
き
る
。
問
い
合

わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
７
２

９
・
９
３
９
２
、
Ｅ
メ
ー
ル

n
iigata@

bioartsn
y

c.com

（
太
田
さ
ん
）
ま
で
。

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ

ト
ロ
）
は
21
日
と
22
日
の
２
日

間
、
西
18
丁
目
に
あ
る
ア
ル
ト

マ
ン
ビ
ル
に
て
テ
キ
ス
タ
イ
ル

専
門
見
本
市
「
ジ
ャ
パ
ン
・
テ

キ
ス
タ
イ
ル
・
サ
ロ
ン
・
イ

ン
・
Ｎ
Ｙ
Ｃ
・
２
０
２
０
」
を

開
催
、
米
国
市
場
開
拓
を
目
指

し
た
企
業
が
日
本
発
の
サ
ス
テ

イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
製
品
と
２

０
２
１
年
春
夏
ト
レ
ン
ド
を
発

信
し
た
。

３
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回

は
国
内
の
中
小
企
業
16
社
が
出

展
、
日
本
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の

強
み
で
あ
る
高
機
能
・
高
性
能

繊
維
や
伝
統
の
匠
の
技
に
よ
る

生
地
な
ど
、
多
様
な
商
品
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
で

日
本
産
繊
維
製

品
を
現
地
バ
イ
ヤ
ー
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
広
報
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
現
地
バ
イ
ヤ
ー
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
切
り
口
と
す
る
「
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ー
ナ

ー
」
を
新
設
し
、
環
境
に
優
し

い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
や

デ
ニ
ム
、
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
を

組
み
合
わ
せ
た
素
材
等
を
展
示

し
た
。
ま
た
、
一
般
社
団
法
人

日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー

ク
推
進
機
構
に
よ
る
日
本
独
自

の
ト
レ
ン
ド
「
Ｊ
Ｆ
Ｗ
・
テ
キ

ス
タ
イ
ル
・
ビ
ュ
ー
」
に
基
づ

く

21
年
春
夏
向
け
テ
キ
ス
タ

イ
ル
を
編
集
展
示
し
、
日
本
の

テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
魅
力
を
紹
介

し
た
。

参
加
企
業
は
、
伴
戸
商
店
（
京

都
）
、
デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ
ス
風

（
京
都
）
、
同
興
商
事
（
京
都
）
、

フ
ジ
サ
キ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
（
東

京
）
、
畑
岡
＆
足
羽
カ
ン
パ
ニ

ー
（
福
井
）
、
北
高
（
大
阪
）
、

岩
井
レ
ー
ス
（
東
京
）
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ブ
ル
ー
（
岡
山
）
、
カ

ゲ
ヤ
マ
（
兵
庫
）
、
名
古
屋
紡

績
（
愛
知
）
、
パ
ノ
コ
・
ト
レ

ー
デ
ィ
ン
グ
（
東
京
）
、
シ
ョ

ー
ワ
（
岡
山
）
、
東
播
染
工

（
兵
庫
）
、
東
海
サ
ー
モ
（
岐
阜
）
、

宇
仁
繊
維
（
大
阪
）
、
吉
田
染

工
（
和
歌
山
）
の
計
16
社
。

テ
キ
ス
タ
イ
ル
見
本
市

日
本
の
中
小
企
業
16
社
が
参
加

日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
て
ア
メ

リ
カ
子
会
社
や
支
店
で
働
く
日

本
人
駐
在
員
は
、
日
本
と
米
国

の
両
国
の
社
会
保
険
料
の
二
重

払
い
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
２
０
０
４
年
に
日
米
間
で

締
結
さ
れ
た
「
日
米
社
会
保
障

協
定
」
の
適
用
を
受
け
、
日
米

両
国
の
社
会
保
障
制
度
へ
の
年

金
保
険
料
の
二
重
負
担
の
問

題
、
お
よ
び
、
保
険
料
の
掛
け

捨
て
の
問
題
が
解
消
さ
れ
た
た

め
で
す
。
派
遣
駐
在
員
は
、
同

時
に
両
国
の
社
会
保
障
制
度
に

加
入
せ
ず
、
一
方
の
国
の
制
度

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。協

定
に
よ
る
と
、
原
則
と
し

て
５
年
以
下
派
遣
予
定
の
場

合
、
日
本
の
社
会
保
障
制
度
に

加
入
し
続
け
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ

Ｓ
税
お
よ
び
メ
デ
ィ
ケ
ア
税
は

免
除
さ
れ
ま
す
。
米
国
滞
在
期

間
が
５
年
超
と
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、
原
則
、
米
国
の
社
会
保

障
制
度
に
加
入
し
ま
す
。

協
定
を
適
用
し
た
際
に
受
け

る
恩
典
、
例
え
ば
「
ネ
ッ
ト
保

証
」
の
給
与
支
給
制
度
を
採
用

し
て
い
る
日
系
企
業
の
場
合
に

雇
用
主
が
負
担
す
る
税
金
の
削

減
効
果
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
両
国
の
保
険
加
入
期
間

の
相
互
通
算
措
置
も
協
定
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
日
米
両
国
の
年
金
制
度
へ

の
加
入
期
間
を
通
算
し
て
、
合

計
年
数
が
最
低
必
要
と
さ
れ
る

期
間
以
上
で
あ
れ
ば
、
両
国
の

制
度
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期

間
に
応
じ
た
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

日
米
社
会
保
障
協
定 749

今、アメリカで大きな話題になっているPlant-based Meat。
Plant（植物）をベースに製造される肉の代替品（Meat Alternative)
です。　バーガーキングでも、Impossible Foods社が 製造する代替
肉で作ったハンバーガーを導入し、若者たちに評判になっています。

試しに食べて見たら、確かに、見た目も味もほとんど違和感はありません。
若い人たちとの会話で、自分の健康のためというより、将来の食料不足や環境問題を考えて

Plant-based Meatに興味をもつ人が多いのが印象的です。牛や羊を育てる牧畜業は、食料の生
産という観点では効率が悪い。また放牧のため森林が減り、加えて動物の生理作用で、二酸化
炭素やメタンが大量に放出され、地球温暖化の原因となると言うわけです。

"Impossible" や "Beyond" と称する人気のPlant-based Meatにも、安全上の疑問はあります。
代替肉の主要原料は豆やナッツなどの植物から抽出したタンパク質というものの、本当に何が
入っているのか・・・食肉生産者の立場から、ニューヨーク・タイムズに全面広告が掲載され
ました。現実には、昨年来、多くのファースト・フード・チェーンが植物由来の代替肉をメニ
ューに取り入れました。若者たちの支持を得るPlant-based Meatは、安全性を確立することで、
人間の未来を変える可能性があります。             (旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Plant-based Meat
植物由来の代替肉

【172】

米語
Watch

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

大好評
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

w
w

w
.n

y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市

長
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ベ
ー
グ

ル
・
デ
ー
の
15
日
、
自
身
の
ベ

ー
グ
ル
の
好
み
に
つ
い
て
「
ホ

ー
ル
ウ
ィ
ー
ト
。
ト
ー
ス
ト
。

追
加
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
」

と
ツ
イ
ー
ト
し
た
と
こ

ろ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ベ
ー
グ
ル
の
愛
好
者
た

ち
か
ら
「
ト
ー
ス
ト
す

る
な
ど
あ
り
え
な
い
」

と
い
う
批
判
の
声
が
殺

到
し
、
同
市
長
は
同
ツ

イ
ー
ト
を
削
除
す
る
結

果
と
な
っ
た
。

同
市
長
は
２
０
１
４

年
に
も
、
ピ
ザ
を
ナ
イ

フ
と
フ
ォ
ー
ク
で
食
し

「
手
で
食
べ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
式
と
異
な
る
。
市

長
と
し
て
恥
じ
る
べ
き
」
と
批

判
を
浴
び
た
。
16
日
付
の
Ｎ
Ｙ

ポ
ス
ト
紙
の
記
事
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
伝
統
的
な
食
文
化
に

つ
い
て
伝
え
て
い
る
。

ピ
ザ
に
関
し
て
は
、
純
粋
主

義
者
に
よ
る
と
、
生
地
は
薄
め

で
余
計
な
ト
ッ
ピ
ン
グ
は
無

用
、
厚
め
の
ク
ラ
ス
ト
を
二
つ

に
折
っ
て
口
に
入
れ
、
フ
ォ
ー

ク
と
ナ
イ
フ
は
ご
法
度

で
あ
る
。
屋
台
で
人
気

の
ハ
ラ
ル
・
フ
ー
ド

は
、
羊
肉
の
代
用
は
チ

キ
ン
の
み
で
、
ソ
ー
ス

は
辛
め
の
レ
ッ
ド
・
ソ

ー
ス
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
入

り
の
ホ
ワ
イ
ト
・
ソ
ー

ス
を
両
方
頼
み
、
決
し

て
か
け
す
ぎ
な
い
こ

と
。
総
菜
も
売
る
食
材

店
を
「
デ
リ
」
そ
れ
と

も
「
ボ
デ
ガ
」
と
呼
ぶ

の
か
に
も
賛
否
両
論
。

「
デ
リ
」
は
「
ア
ッ
プ

ス
ケ
ー
ル
（
高
級
志
向
）
」
を

自
負
す
る
一
方
、
総
菜
は
す
べ

て
一
か
ら
手
作
り
し
た
も
の
が

一
度
に
揃
う
の
が
「
ボ
デ
ガ
」

だ
と
い
う
。

市長のツイートで炎上

ニューヨーカーの食べ方ルール

https://www.greencardmaker.com/
http://hinomaru-limo.com
http://saitama-shintoshin.or.jp
https://hls-global.com
http://www.rostamilaw.com
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LIVING in USA
米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察するNYライフスタイル

外は冬、電気毛布でベッドは常夏

「
イ
ン
テ
リ
ア
の
セ
ン
ス
が
あ
る

友
達
が
周
り
に
い
れ
ば
助
か
る
の

に
」
と
日
頃
か
ら
思
っ
て
い
た
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
プ
ロ
の
知
識
を
教

え
て
く
れ
た
り
、
技
術
的
な
質
問

に
も
答
え
て
く
れ
た
り
、
探
し
て

い
る
も
の
が
見
つ
か
り
そ
う
な
サ

イ
ト
や
会
社
を
紹
介
し
た
り
し
て

く
れ
る
、
そ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
だ
け
で
も
大
幅
な
時
間
の
節
約

が
で
き
る
。

１
９
９
０
年
代
に
購
入
し
た
家

の
玄
関
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

ル
ー
ム
と
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
リ
ビ
ン

グ
の
デ
ザ
イ
ン
が
古
臭
く
見
え
る

の
で
、
現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
新

築
の
よ
う
に
み
え
る
方
法
は
な
い

も
の
か
思
案
し
て
い
た
。

そ
こ
で
知
人
の
紹
介
で
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
一
緒
に
部
屋
を
一
つ
ず
つ

チ
ェ
ッ
ク
し
、
何
か
所
か
の
修
理

と
簡
単
な
飾
り
付
け
を
す
る
こ
と

で
劇
的
に
違
っ
て
見
え
る

デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
て
も

ら
っ
た
。
フ
ロ
ア
ラ
ン
プ
、

テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
プ
、
足
載

せ
の
低
い
椅
子
、
回
転
椅

子
、
植
物
ス
タ
ン
ド
、
サ

イ
ド
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
選

ぶ
の
に
も
一
緒
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
っ
た
。
３
時

間
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
後
、
家
具
の
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
ス
ト
ア
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
を
Ｅ
メ

ー
ル
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
。

一
緒
に
選
択
し
た
家
具
を

自
分
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
オ

ー
ダ
ー
し
た
。

最
初
は
イ
ン
テ
リ
ア
デ

ザ
イ
ナ
ー
を
雇
う
こ
と
を
た
め
ら

っ
て
い
た
が
、
意
外
と
相
談
し
や

す
く
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
親

身
に
な
っ
て
聞
い
て
く
れ
た
。
自

分
の
好
み
に
片
寄
り
過
ぎ
な
い
自

然
で
美
し
い
レ
イ
ア
ウ
ト
が
で
き
、

第
三
者
の
目
を
入
れ
る
こ
と
も
大

切
だ
と
満
足
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
　
電
話
・
９
１
７
・
７
２
０
・
３
７
１
７
、

Ｅ
メ
ー
ル

akino@
interiordesigncrafted.com

坂
岡
秋
野
さ
ん
。

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト: w

w
w

.interiordesigncrafted.com

（
写
真
提
供
・
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
・
ク
ラ
フ
テ
ッ
ド
／
Ｉ
Ｄ
Ｃ
）

改装前の玄関周り

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
聞
く

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
ナ

ッ
ソ
ー
郡
北
西
に
位
置
す
る
人
口
１
万

５
９
０
０
人
の
町
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か

ら
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
は
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
が
34
丁
目
の
ペ
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
出
て
お
り
、
ポ
ー
ト

ワ
シ
ン
ト
ン
が
終
点
駅
。
所
用
時
間
は

約
40
分
。
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国

際
空
港
、
ラ
ガ
ー
デ
イ
ア
空
港
が
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
と
の
間
に
あ
る
た
め
、
航
空
、

運
輸
、
流
通
、
光
学
、
ハ
イ
テ
ク
関
連

企
業
に
勤
め
る
日
本
人
駐
在
員
家
庭
が

比
較
的
多
く
住
む
。

町
の
沿
革
は
１
６
７
４
年
に
開
か

れ
、
牧
畜
と
カ
キ
の
養
殖
が
盛
ん
だ
っ

た
。
20
世
紀
に
入
る
と
、
砂
、
砂
利
の

生
産
が
主
な
産
業
と
な
り
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
高
層
ビ
ル
の
90
％
は
ポ
ー
ト
ワ
シ

ン
ト
ン
産
の
砂
で
で
き
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。
現
在
そ
の
元
採
掘
場
所
地
域
は

サ
ン
ズ
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
高
級
住
宅
地

に
な
っ
て
お
り
、
富
裕
層
が
多
く
住
ん

で
い
る
。
固
定
資
産
税
が
高
い
が
そ
の

税
金
は
教
育
予
算
に
使
わ
れ
て
い
る
た

め
、
教
育
レ
ベ
ル
が
高
い
。
ク
イ
ー
ン

ズ
区
以
東
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
中

で
は
最
も
日
本
人
が
多
く
住
む
町
と
な

っ
て
お
り
、
私
立
日
本
人
学
校
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト

ン
校
が
あ
る
。
日
本
食
料
品
店
や
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
、
学
習
塾
も
あ
り
、
海

の
近
く
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
日
本
人
に
も

人
気
が
あ
る
。
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
も
あ

り
、
四
季
を
通
じ
て
風
光
明
媚
な
土
地

だ
。

風
光
明
美
な
町

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

寒い夜に冷たいベッ
ドに入るのはいやなも
の。寝る前に保温して
おけば、快眠熟睡。受
験勉強の強い味方。深
夜帰宅の疲れもとれる。
冬に使ったら手放せな
い。電気毛布は寒冷地
の必需品。デパートや
オンラインで100ドル以
下で各種売られている。

Dreamcatcher Luxury
Electric 
Heated Throw $66.99
LiveBetter with

寒冷地の必需品、受験勉強の友

https://america-keitai.com/
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独自のコンテンツも充実

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからもご覧下さい！

デジタル版バックイシューも10年分保存！

www.nyseikatsu.com

http://www.sumitomo-ny.com
https://interiordesigncrafted.com/
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タ
イ
ム
ズ
・
ス
ク
エ
ア
や
近

代
美
術
館
（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
）
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を
含
む
各
観
光

名
所
周
辺
で
現
在
、
電
柱
ら
道

標
柱
に
上
っ
て
い
る
コ
ア
ラ
の

ぬ
い
ぐ
る
み
の
姿
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
。

豪
州
メ
ル
ボ
ル
ン
を
拠
点
と

す
る
広
告
代
理
店
カ
ミ
ン
ズ
＆

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
社
の
Ｎ
Ｙ
支
社

は
、
約
１
５
６
０
万
エ
ー
カ
ー

を
壊
滅
さ
せ
た
豪
州
森
林
火
災

被
害
の
支
援
し
よ
う
と
、
こ
の

ほ
ど
同
活
動
を
始
動
し
た
。
ぬ

い
ぐ
る
み
に
は
黄
色
の
札
が
付

い
て
お
り
「
10
億
匹
以
上
の
野

生
の
特
有
動
物
が
、
豪
州
の
森

林
火
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
」
と

現
状
を
伝
え
て
い
る
。
同
札
に

印
刷
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携

帯
端
末
で
読
み
取
る
と
、
自
動

的
に
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「

K
oalas

of
N
Y
C

G
ofu
n
dm
e

」
の
ペ
ー
ジ
に

移
動
す
る
。

同
活
動
に
は
こ
れ
ま
で
約
１

万
２
０
０
０
ド
ル
が
集
ま
り
、

コ
ア
ラ
な
ど
被
害
に
遭
っ
た
野

生
動
物
の
救
助
や
保
護
を
行
う

豪
州
最
大
の
野
生
動
物
保
護
団

体
Ｗ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
に
全
額
が
寄
付

さ
れ
る
。
同
社
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
と
地
球
の
反
対
側
で
起

き
て
い
る
現
状
を
親
し
み
や
す

い
方
法
で
つ
な
げ
た
い
」
と
伝

え
て
い
る
。
同
社
は
、
同
森
林

火
災
が
鎮
火
す
る
ま
で
活
動
を

続
け
た
い
と
話
し
て
い
る
。

豪州火災
救って!!

コアラが訴え

ク
イ
ー
ン
ズ
の
ウ
ッ
ド
ヘ
イ

ヴ
ン
で
２
世
紀
近
く
営
業
し
、

家
賃
高
騰
で
閉
店
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
酒
場
「
ニ
ア
ズ
・
タ
ヴ

ァ
ー
ン
＆
グ
リ
ル
」
に
対
し
、

Ｎ
Ｙ
市
当
局
は
14
日
、
経
営
継

続
の
た
め
に
９
万
ド
ル
を
助
成

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

同
店
は
１
８
２
９
年
に
店
名

ザ
・
オ
ー
ル
ド
・
ブ
ル
ー
・
パ

ン
プ
・
ハ
ウ
ス
と
し
て
開
店

し
、
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
や
ボ
ー
リ

ン
グ
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、

映
画
「
グ
ッ
ド
フ
ェ
ロ
ー
ズ
」

（
１
９
９
０
年
）
の
場
面
に
登

場
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
消
防
局

（
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
）
の
副
隊
長
で
も

あ
る
オ
ー
ナ
ー
の
ロ
イ
セ
ン

ト
・
ゴ
ー
ド

ン
氏
に
よ
る

と
、
同
バ
ー

が
入
る
78
丁

目
の
ビ
ル
が

２
０
１
８
年

に
売
却
さ
れ

た
後
、
家
賃

は
３
倍
の
月

額
５
０
０
０

ド
ル
に
上
が

っ
た
と
い
う
。

Ｎ
Ｙ
市
中
小
企
業
局
の
同
助

成
金
制
度
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ラ
ブ
・
ユ

ア
・
ロ
ー
カ
ル
」
は
17
年
に
制

定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
約
45
の
個

人
事
業
主
が
受
理
し
て
い
る
。

受
領
者
に
は
専
門
家
が
、
上
昇

す
る
不
動
産
コ
ス
ト
に
ど
の
よ

う
に
順
応
し
て
い
く
か
を
合
計

20
時
間
指
導
す
る
。
ゴ
ー
ド
ン

氏
は
、
や
む
を
得
ず
12
日
に
設

定
し
た
ラ
ス
ト
コ
ー
ル
（
最
終

日
）
の
２
日
前
に
ビ
ル
・
デ
ブ

ラ
シ
オ
同
市
長
に
支
援
を
求
め

た
。
同
市
長
と
ボ
ブ
・
ホ
ー
ル

デ
ン
同
市
会
議
員
、
ク
イ
ー
ン

ズ
商
工
会
議
所
が
話
し
合
い
を

行
っ
た
結
果
、
ビ
ル
の
所
有
者

と
ゴ
ー
ド
ン
氏
は
、
今
後
の
家

賃
値
上
げ
額
を
低
く
設
定
し
た

５
年
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
至
っ

た
。

創
業
１
９
０
年

市
が
バ
ー
営
業
支
援

恒
例
の
「
２
０
１
９
年
日
本

の
介
護
事
情
キ
ー
ワ
ー
ド
Ｔ
Ｏ

Ｐ
10
」
を
ご
報
告
し
ま
す
。
西

村
独
自
視
点
で
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
10
位
　
逆
虐
待
】

「
虐
待
」
と
い
え
ば
、
健
常

者
が
弱
者
を
い
じ
め
る
で
は
な

く
、
逆
の
「
介
護
職
員
が
危
害

を
受
け
る
」
と
い
う
こ
と
が
今

年
は
特
に
目
立
ち
ま
し
た
。
職

員
が
利
用
者
に
首
を
絞
め
ら
れ

た
り
、
訪
問
介
護
で
訪
問
し
た

際
に
わ
い
せ
つ
目
的
で
睡
眠
薬

を
飲
ま
さ
れ
た
り
。
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
家
族
や
利
用
者
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
勉
強
や
姿
勢

も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
そ
の
一
対
一
の
ケ
ア
の
安

全
が
確
保
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
経
営
者
の
責
任
も
今
年
は
ま

す
ま
す
注
目
さ
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
台
風
の
襲
来
、
火

災
も
あ
り
ま
し
た
。「
自
分
の
と

こ
は
あ
る
わ
け
な
い
」
と
思
わ

ず
、「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」
を
捨

て
て
取
り
組
む
こ
と
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
ま
ず
は
保
険
に

入
っ
て
お
こ
う
。
そ
れ
と
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
き
る
人
材
や
同
業

者
と
の
話
し
合
い
も
ち
ゃ
ん
と

し
て
お
こ
う
と
。

【
９
位
　
介
護
保
険
法
第
４
条
】

介
護
保
険
法
の
第
４
条
に
は

国
民
の
義
務
「
国
民
は
、
自
ら

介
護
予
防
の
た
め
常
に
健
康
に

努
め
、
要
介
護
と
な
っ
た
場
合

も
進
ん
で
リ
ハ
ビ
リ
し
そ
の
能

力
向
上
に
努
め
る
」
と
バ
シ
ッ

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

な
の
か
、
２
０
２
１
年
度
法
改

正
に
向
け
、
財
務
省
は
厚
労
省

に
し
つ
こ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

報
酬
単
位
の
値
下
げ
（
利
用
者

は
嬉
し
い
が
介
護
経
営
者
は
苦

し
い
）、
そ
れ
と
利
用
負
担
１
割

か
ら
２
〜
３
割
へ
（
利
用
者
も

介
護
経
営
者
も
苦
し
い
）
へ
要

求
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

軽
度
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
産
業

化
の
た
め
競
争
論
理
導
入
の
魂

胆
が
見
え
ま
す
。
ま
あ
、
医
療

も
負
担
は
一
層
上
が
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
消
費
税
は
上
が
り
、

年
金
は
下
が
る
。
も
う
蟻
地
獄

に
足
を
囚
わ
れ
た
気
分
で
、
自

分
の
老
後
を
ど
う
生
き
よ
う
と

想
い
を
馳
せ
た
一
年
で
し
た
。

【
８
位
　
介
護
職
員
特
定
処
遇
改

善
加
算
】

ち
ょ
っ
と
明
る
い
話
題
か
な
。

介
護
職
員
の
給
与
ア
ッ
プ
「
特

定
処
遇
改
善
加
算
」
開
始
。
た

だ
政
策
の
表
紙
「
給
与
８
万
円

ア
ッ
プ
、
年
収
４
４
０
万
円
の

実
現
」
に
経
営
者
は
福
祉
で
は

な
か
な
か
馴
染
み
の
な
い
「
人

事
絶
対
評
価
」
で
職
員
に
甲
乙

を
つ
け
る
「
勇
気
の
経
営
」
が

求
め
ら
れ
る
自
覚
が
必
要
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
か

な
か
難
し
い
で
す
。
そ
ん
な
中
、

琉
球
新
報
が
報
じ
た
「
沖
縄
の

高
校
生
の
関
心
１
位
は
医
療
福

祉
、
観
光
は
２
位
に
（
３
０
３

７
人
調
査
）」
は
嬉
し
い
ニ
ュ
ー

ス
で
し
た
。
そ
の
反
面
、
悲
し

い
ニ
ュ
ー
ス
も
「
損
保
ジ
ャ
パ

ン
、
人
員
削
減
４
０
０
０
人
の

行
先
は
介
護
？
介
護
は
現
代
の

押
し
出
し
部
屋
か
？
」
誤
解
も

甚
だ
し
い
…
…
。

【
７
位
　
認
知
症
バ
リ
ア
フ
リ

ー
】認

知
症
予
防
や
薬
治
療
方
法

の
開
発
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、

「
認
知
症
は
止
め
ら
れ
な
い
」
と

い
う
社
会
醸
成
も
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た

め
の
「
認
知
症
に
な
ら
な
い
社

会
」
で
は
な
く
「
受
け
入
れ
る

社
会
」
に
舵
を
切
っ
た
厚
労
省

に
拍
手
を
送
り
た
い
で
す
。
ま

た
、「
認
知
症
の
方
の
社
会
参
加

活
動
。
認
知
症
高
齢
者
は
守
ら

れ
る
存
在
と
い
う
時
代
か
ら
社

会
参
加
し
て
役
割
を
も
っ
て
社

会
に
貢
献
し
、
尊
重
さ
れ
る
存

在
へ
」
と
い
う
報
道
も
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

96

２
０
１
９
年
の
「
介
護
」
を
振
り
返
る
（
前
編
）

【
６
位
　
人
生
会
議
】

英
訳
は
「A

dvance
C
are

P
lan
n
in
g

」
。
厚
労
省
「
普

及
・
啓
発
」
の
ポ
ス
タ
ー
に
、

「
縁
起
で
も
な
い
」
「
死
を
冒
涜

し
て
い
る
」
等
の
批
判
に
発
送

撤
回
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
普
及
の
意
気
込
み
を
疑
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
「
人
生
会
議
」

は
日
本
人
の
「
死
に
様
」
を
再

考
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
死
に

方
を
家
族
等
で
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
ど
っ
ち
に
し
ろ

問
題
を
招
く
新
し
い
考
え
方
な

の
で
す
。
今
後
の
厚
労
省
の
本

気
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
そ
し
て
、
人
生
会
議
に
直

結
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
す

が
、
不
思
議
な
事
故
が
あ
り
ま

し
た
。
「
介
護
付
き
有
料
老
人

ホ
ー
ム
で
孤
独
死
、
二
週
間
放

置
の
な
ぜ
？
」
。
こ
の
91
歳
男

性
は
、
「
自
分
は
人
様
の
世
話

に
は
な
り
た
く
な
い
」
と
い
う

な
ら
、
そ
の
後
、
結
局
も
っ
と

人
様
に
迷
惑
か
け
て
し
ま
う
こ

と
も
想
定
さ
れ
た
の
か
ど
う
か

聞
い
て
み
た
い
し
、
介
護
プ
ロ

の
意
見
も
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
み

た
い
も
の
で
す
。
自
立
と
依
存

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
直
し
た
い

も
の
で
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
（
介
護
甲
子
園
）

理
事

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

https://www.hondag.com
https://www.suhakobi.com
http://jweeklyusa.com
https://nymtc.com/
http://www.nikkeius.com


（11）　［ローカル面］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和2年）1月25日（土）

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
会

（
吉
岡
ま
こ
会
長
）
は
、
15
日
水
曜

日
夜
、
バ
ー
ゲ
ン
郡
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ク
の
レ
ジ
ー
ナ
ズ
・
ス
テ
ー
キ
ハ

ウ
ス
を
会
場
に
、
２
０
２
０
新
年

名
刺
交
換
・
交
流
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
在

住
者
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
働

く
人
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

の
日
本
人
社
会
を
相
手
に
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
っ
て
い
る
人
ら
約
60
人
が

参
加
し
た
。

吉
岡
会
長
が
冒
頭
の
挨
拶
で
同

会
の
昨
年
の
活
動
報
告
と
今
年
の

予
定
な
ど
を
話
し
た
後
は
、
肥
後

ば
っ
て
ん
ラ
ー
メ
ン
の
中
島
敏
行

社
長
、
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ
ン

弁
護
士
、
ホ
ー
リ
ー
ネ
ー
ム
医
療

セ
ン
タ
ー
の
キ
ュ
ン
ヒ
ー
・
チ
ョ

イ
Ｖ
Ｐ
と
ユ
ー
ロ
ン
・
ヤ
ン
医
師

に
よ
る
鏡
開
き
。

次
に
、
同
会
副
会
長
の
本
木
祐

子
さ
ん
か
ら
「
こ
れ
か
ら
Ｎ
Ｊ
日

本
人
会
は
Ｎ
Ｊ
で
頑
張
る
次
世
代

の
若
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
」
と
紹
介
さ
れ
た
、

も
た
い
ソ
フ
ィ
ア
さ
ん
が
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
演
奏
を
披
露
し
た
。
キ

ュ
ン
ヒ
ー
・
チ
ョ
イ
さ
ん
に
よ
る

挨
拶
と
、
日
系
米
国
人
の
地
位
向

上
に
尽
力
す
る
古
本
武
司
さ
ん
の

「
日
系
米
国
人
の
た
め
に
戦
っ
た
フ

レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
氏
」
に
つ
い

て
の
講
話
、
安
岡
佳
一
さ
ん
に
よ

る
「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
中
の
ア
ジ

ア
人
や
日
系
社
会
の
展
望
」
な
ど

の
講
演
が
行
わ
れ
た
後
は
、
希
望

す
る
参
加
者
に
よ
る
自
身
の
ビ
ジ

ネ
ス
紹
介
タ
イ
ム
な
ど
も
あ
り
、

盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
会

は
、
年
に
一
度
の
新
年
会
以
外
に

も
、
米
国
で
生
活
す
る
上
で
重
要

な
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
、
役
立
つ
イ
ベ
ン
ト
を
展
開

し
て
い
く
予
定
だ
。

鏡
開
き
を
す
る
左
か
ら
ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
、
ば

っ
て
ん
ラ
ー
メ
ン
の
中
島
氏
、
ホ
ー
リ
ー
医
療
セ
ン

タ
ー
の
ヤ
ン
医
師
、
チ
ョ
イ
Ｖ
Ｐ

新
年
名
刺
交
換
会
で
歓
談
す
る
左
か
ら
吉
岡

会
長
、
チ
ョ
イ
Ｖ
Ｐ
、
本
木
副
会
長

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
会

新
年
名
刺
交
換
・
交
流
会
盛
大
に

多
く
の
大
学
生
は
就
職
前
に

「
卒
業
旅
行
」
に
出
る
。
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
を
拠
点
と
す
る
映
画

製
作
者
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
デ

リ
ー
さ
ん
は
キ
ャ
リ
ア
を
念
頭

に
置
い
た
プ
ル
ジ
ェ
ク
ト
を
始

め
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
の

学
士
号
を
撮
っ
て
卒
業
し
た
デ

リ
ー
さ
ん
は
友
人
の
サ
ム
・
レ

イ
ノ
ル
ズ
さ
ん
と
組
ん
で
４
か

月
間
、
15
都
市
を
訪
れ
、
１
８

９
人
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
記
録
撮
影
動

画
を
無
料
映
画
と
し
て
リ
リ
ー

ス
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金

を
基
に
し
た
４
か
月
の
旅
で
、

デ
リ
ー
さ
ん
と
レ
イ
ノ
ル
ズ
さ

ん
は
各
都
市
で
１
週
間
ず
つ
過

ご
し
、
地
元
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
10
人
と
会
い
、
２
、
３
回
の

生
演
奏
な
ど
を
見
て
か
ら
彼
ら

の
人
生
や
芸
術
観
に
つ
い
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
カ
メ
ラ
に
収
め

た
。デ

リ
ー
さ
ん
は
そ
れ
を
短
編

映
画
に
編
集
し
、
少
な
く
と
も

１
年
間
は
毎
週
ビ
デ
オ
に
し
て

リ
リ
ー
ス
し
続
け
る
の
に
十
分

な
資
料
が
あ
る
と
話
し
て
い

る
。
「
こ
れ
が
で
き
た
唯
一
の

理
由
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

あ
っ
た
か
ら
」
と
デ
リ
ー
さ
ん
。

今
後
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
拠

点
を
置
く
独
立
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
に
レ
ン
ズ
を
向
け
て
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
負
担
が
か
か
ら

ず
幅
広
い
聴
衆
の
前
で
演
奏
で

き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
抱
負
を
語
っ
た
。

ローカル

スクランブル

Brooklyn

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
の
レ
ッ
ド

フ
ッ
ク
の
球
場
は
１
９
２
０
年

代
に
鉛
製
錬
所
の
上
に
建
て
ら

れ
、
長
年
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
の

試
合
が
行
わ
れ
て
き
た
。
市
当

局
は
２
０
１
２
年
か
ら
15
年
に

か
け
て
同
球
場
を
閉
鎖
、
昨
年

８
月
か
ら
第
一
段
階
と
し
て
汚

染
土
壌
４
８
０
０
ト
ン
が
運
び

出
さ
れ
た
。
今
後
ま
だ
大
量
の

除
去
作
業
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。１

億
ド
ル
を
必
要
と
す
る
４

段
階
の
計
画
の
一
環
と
し
て
、

市
の
公
園
局
は
昨
年
夏
か
ら
球

場
の
汚
染
土
壌
移
動
に
続
き
、

今
月
か
ら
第
２
段
階
と
し
て
更

に
約
９
０
０
０
ト
ン
を
掘
り
始

め
た
。
除
去
作
業
は
州
環
境
保

護
局
、
連
邦
環
境
保
護
局
、
及

び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
家
の

監
視
で
行
わ
れ
て
い
る
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ネ
イ
ビ

ー
ヤ
ー
ド
に
８
万
４
０
０
０

平
方
フ
ィ
ー
ト
を
占
め
る

「
ニ
ュ
ー
・
ラ
ボ
」
は
都
市
作

り
に
貢
献
す
る
才
能
あ
る
技

術
者
を
集
め
る
た
め
の
「
円

形
都
市C

ircular
C
ity

」
と

呼
ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
今

年
も
開
催
す
る
と
発
表
し
た
。

円
形
都
市
計
画
と
は
経
済

成
長
を
促
進
す
る
た
め
の
専

門
機
関
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
経
済
開
発
公
社
に
資
金

を
提
供
し
、
循
環
型
経
済
へ

の
移
行
を
支
援
す
る
技
術
と

製
品
を
開
発
し
て
い
る
グ
ロ

ー
バ
ル
な
新
興
企
業
を
誘
致

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
循
環
型
経
済
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
や
そ
の
他
の
プ
ロ
セ

ス
を
通
じ
て
、
ル
ー
プ
シ
ス

テ
ム
内
に
リ
ソ
ー
ス
を
保
持

し
、
廃
棄
物
や
汚
染
を
排
除

す
る
。

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取

り
組
み
の
焦
点
は
、
５
区
で

の
建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
改
善
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区

の
政
府
機
関
、
学
術
機
関
や

そ
の
他
の
起
業
家
や
都
市
技

術
分
野
の
投
資
家
や
個
人
が

申
請
書
を
評
価
、
承
認
を
得

た
企
業
と
協
力
を
す
る
。

円
形
都
市
計
画

循
環
型
経
済
へ

15
都
市
で
音
楽
家
を
取
材

映
像
作
家
の
卒
業
旅
行
で

球
場
跡
地
の
汚
染
土
壌

地
域
監
視
で
除
去
作
業

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活デジタル版」
掲載されたお子さまの作品を、

日本のご家族に読んでいただくのに最適です。

プリントも可能です！！

www.nyseikatsu.com

http://www.jwsny.org
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
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■前号までのあらすじ
あれから30年たって、町の景色もすっかりと変わっ
てしまっているけど、ぼくはまだ同じ場所に立って
車のお留守番をしてるんだよ。デジタル君やレシー
ト式メーター君がいまではほとんどだけどね。働け
るうちはみんなの役にたちたいんだ。

短期集中連載えほん「ぼくめいた」 最終回

作・絵　三浦良一

New York Parking Meter Story ©Ryoichi Miura  2020

あれあれ、

なんだか、やさしく　ぼくの頭を撫でる女の人がいるよ。

「まだ頑張って車の留守番してるのね。偉いわね」って。

ぼくには　すぐわかったよ　あのときの女の子だってね。

見上げると、腕にはあの時と同じ時計。そう「ああ、おばあさん時計だ！」

「がんばってるわねえ。アナタたち」とおばあさん時計がウインクしてくれた

よ。                                                                             （おしまい）

What's this?
Suddenly, I felt someone's hand gently petting my head.
"I see that you're still out here, working hard and watching over the cars.
You're doing a great job."
I knew right away that it was the young girl from back then.
When I looked up at her wrist, I saw that she was still wearing her grand-
mother's watch.
"Oh. hello, Grandmother's Watch!"
"I see you're all still here, doing your best."
The grandmother's watch said to me with a wink.                      (END)

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
福
森

道
華
が
２
月
13
日
（
木
）
午
後

８
時
と
10
時
か
ら
の
２
回
、
ジ

ャ
ズ
・
ア
ッ
ト
・
キ
タ
ノ
（
パ

ー
ク
街
66
番
地
、
38
丁
目
の
角
）

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。

今
回
は
誕
生
日
コ
ン
サ
ー
ト

と
銘
打
ち
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
音

楽
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
織
り
交

ぜ
て
演
奏
を
披
露
す
る
。
出
演

は
福
森
の
ほ
か
、
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ウ
ィ
ッ
プ
ル
（
ベ
ー
ス
）

と
ア
ダ
ム
・
ナ
ス
バ
ウ
ム
（
ド

ラ
ム
）
で
の
ト
リ
オ
。

入
場
料
は
カ
バ
ー
チ
ャ
ー
ジ

18
ド
ル
＋
20
ド
ル
の
ミ
ニ
マ
ム

オ
ー
ダ
ー
。
予
約
は
電
話
２
１

２
・
８
８
５
・
７
１
１
９
、
ま

た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
。
詳
細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.k
itan

o.com
/d
in
-

in
g
/jazz-at-k

itan
o

を
参

照
。 楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w

w
.n

y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

福森道華
ジャズ・アット・キタノ

2月13日にライブ

http://jmart-usa.com/en/
https://www.iace-usa.com
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新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
去
る

１
月
13
日
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

の
人
魚
姫
の
像
に
、
赤
い
塗
料

で
「Free

H
ong

K
ong

（
香

港
を
解
放
せ
よ
）
」
と
書
い
た

落
書
き
が
発
見
さ
れ
た
と
の
こ

と
。
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

有
名
な
人
魚
姫
の
像
は
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
港
北
東
部
の
１
６

６
２
年
に
建
設
さ
れ
た
星
型
の

要
塞
カ
ス
テ
レ
ッ
ト
に
隣
接
し

た
場
所
に
あ
り
、
彫
刻
家
エ
ド

ヴ
ァ
ル
ド
・
エ
リ
ク
セ
ン
に
よ

っ
て
１
９
１
３
年
８
月
に
現
在

の
場
所
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
に
も
幾
度
と
な
く
損
傷
の

被
害
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
た

び
に
修
復
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ
ー
ラ
イ
オ
ン

や
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
小
便
小
僧

な
ど
と
と
も
に
「
世
界
三
大
が

っ
か
り
名
所
」
と
揶
揄
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
知

名
度
と
存
在
感
は
抜
群
で
す
。

ち
な
み
に
日
本
に
は
、
１
９
７

０
年
に
大
分
市
の
水
族
館
マ
リ

ー
ン
パ
レ
ス
（
現
「
う
み
た
ま

ご
」
）
に
、
こ
の
像
の
レ
プ
リ

カ
が
デ
ン
マ
ー
ク
国
外
と
し
て

は
世
界
で
初
め
て
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
前
回
述
べ
た

倉
敷
駅
前
の
ほ
か
、
大
阪
港
、

名
古
屋
港
及
び
愛
知
県
安
城
市

の
デ
ン
パ
ー
ク
な
ど
に
レ
プ
リ

カ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市

内
に
は
い
く
つ
か
宮
殿
が
あ
り

ま
す
が
、
ア
メ
リ
エ
ン
ボ
ー
宮

殿
は
、
現
在
も
マ
ル
グ
レ
ー
テ

二
世
女
王
を
は
じ
め
デ
ン
マ
ー

ク
王
室
の
メ
ン
バ
ー
が
暮
ら
す

現
役
の
宮
殿
で
す
。
宮
殿
は
大

き
く
四
つ
の
建
物
に
分
か
れ
て

お
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
８
世
王

宮
殿
が
博
物
館
と
し
て
一
般
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
王
宮
広
場

で
は
、
毎
日
正
午
に
伝
統
的
な

衛
兵
交
替
式
が
行
わ
れ
、
私
も

し
っ
か
り
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
交
替
す
る
衛
兵
た
ち
は
、

ア
メ
リ
エ
ン
ボ
ー
宮
殿
か
ら

１
・
４
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
ロ
ー

ゼ
ン
ボ
ー
離
宮
か
ら
歩
い
て
や

っ
て
来
ま
す
。
衛
兵
は
全
体
で

十
数
人
程
度
で
、
思
っ
て
い
た

よ
り
も
規
模
が
小
さ
か
っ
た
で

す
が
、
王
宮
広
場
は
心
地
よ
い

緊
張
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
大
晦
日
に
は
18
時

に
マ
ル
グ
レ
ー
テ
２
世
女
王
に

よ
る
ス
ピ
ー
チ
が
ア
マ
リ
エ
ン

ボ
ー
宮
殿
か
ら
生
中
継
さ
れ
、

再
び
衛
兵
交
替
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
も
テ
レ
ビ
で
拝
見
し

ま
し
た
が
、
女
王
陛
下
の
ス
ピ

ー
チ
は
国
際
的
な
政
治
情
勢
か

ら
国
内
問
題
ま
で
機
知
に
富
ん

で
お
り
、
国
民
の
誰
も
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

女
王
陛
下
の
ス
ピ
ー
チ
が
終
わ

る
と
、
街
は
段
々
と
賑
や
か
に

な
り
、
22
時
を
過
ぎ
る
頃
に
は

花
火
の
音
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞

こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
デ

ン
マ
ー
ク
は
こ
う
し
て
新
年
を

迎
え
ま
し
た
。

ロ
ー
ゼ
ン
ボ
ー
離
宮
は
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
４
世
王
に
よ
り
１

６
３
４
年
に
完
成
し
た
オ
ラ
ン

ダ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
建

物
で
す
。
城
内
に
は
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
４
世
王
時
代
の
大
理
石

張
り
の
豪
華
な
居
間
を
は
じ

め
、
歴
代
の
王
た
ち
が
所
有
し

た
数
々
の
品
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
最
上
階
の
騎
士
の
間
に
は

戴
冠
式
に
用
い
た
イ
ス
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
下

室
は
王
室
の
宝
物
館
と
し
て
利

用
さ
れ
て
お
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
４
世
王
と
５
世
王
の
戴
冠
式

に
用
い
ら
れ
た
王
冠
は
す
ば
ら

し
い
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
内
に
あ
る
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
ボ
ー
城
は
、
王
室
及

び
政
府
の
迎
賓
館
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
ほ
か
、
国
会
議
事
堂

や
内
閣
府
、
最
高
裁
判
所
な
ど
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
三
権
に
関
す
る

施
設
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

（
文
・
栗
原
祐
司
　
京
都
国
立

博
物
館
副
館
長
）
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坂
本
九
の
「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
。
１
９
６
１
年
に
発
売

さ
れ
世
界
的
大
ヒ
ッ
ト
に
な
っ

た
こ
の
曲
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

も
ほ
ぼ
同
時
期
か
ら
歌
わ
れ
て

き
た
。
ラ
ブ
ソ
ン
グ
「
パ
ラ
ダ

イ
ス
・
キ
リ
ロ
ム
」
と
い
う
歌

に
変
わ
っ
て
。
川
や
滝
が
あ
る

避
暑
地
「
キ
リ
ロ
ム
高
原
」
は
、

70
年
代
の
内
戦
下
で
共
産
主
義

を
唱
え
る
ポ
ル
・
ポ
ト
派
の
支

配
地
域
と
な
り
、
長
い
間
歌
で

し
か
知
ら
な
い
憧
れ
の
地
だ
っ

た
。
今
で
は
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン

か
ら
車
で
約
３
時
間
ほ
ど
、
多

く
の
人
が
川
遊
び
や
サ
イ
ク
リ

ン
グ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
楽

し
ん
で
い
る
。
私
が
初
め
て
訪

れ
た
の
は
、
治
安
が
よ
く
な
っ

た
ば
か
り
の
２
０
０
０
年
だ
っ

た
。
熱
帯
雨
林
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
し
て
は
珍
し
く
松
林
が
続
く

風
景
。
建
物
と
言
え
ば
廃
墟
と

化
し
た
国
王
の
別
荘
し
か
な

く
、
片
道
４
時
間
強
の
日
帰
り

バ
ス
旅
行
だ
っ
た
。

今
夏
、
数
年
ぶ
り
に
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
再
訪
し
て
「
老
後
は
こ

こ
に
戻
り
た
い
。
で
も
こ
の
暑

さ
に
耐
え
ら
え
る
か
…
」
と
話

す
と
、
「
じ
ゃ
、
キ
リ
ロ
ム
へ

行
っ
て
み
な
い
？

日
本
人
が

大
学
と
リ
ゾ
ー
ト
を
作
っ
て
い

る
」
と
友
人
が
車
を
出
し
て
く

れ
た
。
Ｉ
Ｔ
起
業
家
の
猪
塚
武

さ
ん
が
大
事
業
を
展
開
し
て
い

る
と
い
う
。
半
信
半
疑
で
出
か

け
た
。

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
車
で

約
３
時
間
。
道
路
は
ほ
ぼ
整
備

さ
れ
、
か
つ
て
の
よ
う
に
雨
季

は
泥
道
で
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
、
工

事
中
で
一
方
通
行
な
ど
と
い
う

こ
と
が
な
く
、
都
市
部
の
渋
滞

を
避
け
て
北
に
抜
け
る
快
適
な

ド
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
。
国
道
を
北

に
曲
が
っ
て
、
キ
リ
ロ
ム
高
原

へ
と
一
直
線
。
バ
ナ
ナ
畑
と
管

理
小
屋
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
見
え
る

殺
風
景
な
光
景
は
20
年
前
と
変

わ
ら
な
い
。
舗
装
さ
れ
た
山
道

を
あ
が
り
切
り
開
い
た
ば
か
り

の
赤
土
の
大
き
な
道
を
進
む

と
、
一
戸
建
て
が
数
件
見
え
て

き
た
。
リ
ゾ
ー
ト
開
発
地
ら
し

い
。
し
ば
ら
く
行
く
と
、
林
の

中
に
キ
ャ
ン
プ
小
屋
が
数
件
あ

る
。
そ
の
先
に
「
キ
リ
ロ
ム
・

イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
・
オ

ブ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ｋ
Ｉ

Ｔ
）
」
と
の
看
板
が
見
え
る
が
、

建
物
が
聳
え
た
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
先
に
、

独
立
し
た
宿
泊
施
設
や
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が

見
え
て
き
た
。
こ
れ
が
噂
の
リ

ゾ
ー
ト
「
ヴ
ィ
キ
リ
ロ
ム
」
。

平
日
で
客
は
誰
も
い
な
い
様

子
だ
が
従
業
員
は
数
人
い
て
、

タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
用
の
大
き

な
焼
き
窯
が
あ
る
。
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
風
の
人
も
イ
ン
ド
人
。
メ

ニ
ュ
ー
に
は
イ
ン
ド
料
理
や
日

本
料
理
が
並
ぶ
。
食
事
中
、
Ｋ

Ｉ
Ｔ
所
長
の
別
宮
健
三
郎
さ
ん

が
や
っ
て
き
た
。
友
人
が
猪
塚

さ
ん
と
懇
意
で
到
着
を
先
方
に

伝
え
て
い
た
よ
う
だ
。
ラ
ッ
プ

ト
ッ
プ
を
開
け
て
別
宮
さ
ん
が

キ
リ
ロ
ム
開
発
に
つ
い
て
解
説

し
て
く
れ
る
。
１
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
２

０
０
０
個
分
、
山
手
線
圏
内
に

匹
敵
す
る
広
大
な
土
地
を
カ
ン

ボ
ジ
ア
政
府
か
ら
無
償
で
借
り

受
け
、
教
育
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
都
市
計
画
の
事
業
を
推
進

中
と
い
う
。
Ｋ
Ｉ
Ｔ
は
２
０
１

４
年
に
創
設
、
数
学
と
Ｉ
Ｑ
と

英
語
の
試
験
を
経
て
25
倍
の
倍

率
を
勝
ち
抜
い
た
生
徒
が
カ
ン

ボ
ジ
ア
全
土
か
ら
集
ま
っ
て
い

て
、
18
年
か
ら
は
日
本
人
学
生

の
受
け
入
れ
も
始
め
た
。
Ｉ
Ｔ

と
英
語
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

力
を
入
れ
、
午
前
は
勉
強
、
午

後
は
支
援
企
業
と
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。
「
若
者

だ
け
で
な
く
高
齢
者
が
暮
ら
す

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（C

ounting
C
are

R
etirem

ent
C
om
m
unity

)

も
設
置
し
た
都
市
づ
く
り
を
目

指
す
」
と
壮
大
な
構
想
を
語
る
。

「
こ
れ
ぞ
我
が
目
的
」
と
お
返

事
す
る
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
資
金

力
な
の
だ
ろ
う
。

別
宮
さ
ん
の
案
内
で
Ｋ
Ｉ
Ｔ

へ
。
屋
根
し
か
見
え
な
か
っ
た

が
階
段
を
降
り
る
と
、
谷
間
の

よ
う
な
形
で
、
斜
面
を
利
用
し

た
教
室
が
い
く
つ
か
並
ん
で
い

た
。
天
井
扇
風
機
の
も
と
、
学

生
が
学
ん
で
い
る
。
教
師
陣
は

イ
ン
ド
人
。
な
る
ほ
ど
、
だ
か

ら
タ
ン
ド
リ
ー
窯
か
。
き
れ
い

な
英
語
を
話
す
学
生
が
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

説
明
し
て
く
れ
た
。
学
校
の
施

設
は
簡
易
な
印
象
だ
が
、
優
秀

そ
う
な
学
生
が
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ

片
手
に
せ
わ
し
く
行
き
交
い
、

講
義
を
受
け
た
り
議
論
し
た
り

し
て
い
る
さ
ま
は
不
思
議
な
光

景
だ
っ
た
。
２
０
０
人
も
の
学

生
が
暮
ら
す
寮
は
森
林
の
ど
こ

か
に
あ
る
ら
し
い
。

灼
熱
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
だ
が
、

キ
リ
ロ
ム
高
原
は
夜
は
ぐ
っ
と

冷
え
込
む
。
ち
ょ
う
ど
手
に
し

た
無
料
誌
「
プ
ノ
ン
」
に
、
50

年
代
半
ば
に
日
本
か
ら
の
大
規

模
な
移
民
計
画
が
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
た
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
が
日
本
へ
の
戦
後
賠
償
請
求

を
放
棄
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
と

し
て
、
５
万
人
も
の
農
業
移
民

を
送
り
こ
み
「
高
原
都
市
建
設

計
画
」
が
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
。

初
め
て
知
っ
た
が
、
60
年
代
に

電
気
技
師
と
し
て
駐
在
し
て
い

た
北
川
泰
弘
さ
ん
（
故
人
）
は

「
日
本
人
会
の
別
荘
が
あ
っ
て

ね
。
ト
ッ
ケ
イ
（
や
も
り
）
が

大
声
で
鳴
い
て
い
た
ん
だ
」
と

話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
こ
こ
に
だ
け
に
松

林
が
あ
る
の
は
、
山
田
長
政
が

シ
ャ
ム
（
現
在
の
タ
イ
）
活
躍

し
た
頃
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本

人
町
に
も
１
０
０
人
ほ
ど
住
ん

で
い
て
「
サ
ム
ラ
イ
が
松
を
植

え
た
」
と
話
す
人
も
い
た
。
現

首
相
の
独
裁
や
中
国
政
府
の
大

規
模
支
援
な
ど
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
将
来
は
不
透
明
だ
が
、
果
た

し
て
日
本
人
に
縁
あ
る
キ
リ
ロ

ム
高
原
で
リ
タ
イ
ア
生
活
を
送

れ
る
日
が
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
　

（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

T RAVE LT RAVE L

カ
ン
ボ
ジ
ア
　
キ
リ
ロ
ム

日
本
人
に
縁
の
あ
る
高
原
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「
モ
テ
ル
・
オ
ン
・
ザ
・
マ
ウ
ン
テ
ン
」

１
９
５
６
年
に
建
造
。
78
年
に
買
い
取
る

藤
田
氏
が
後
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、
マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
と
し
て

改
築
し
て
開
業
す
る
こ
と
に
な
る
こ
の
飲
食
店
を
兼
ね
た
宿

泊
施
設
は
、
１
９
５
６
年
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
車
で
１
時

間
ほ
ど
走
っ
た
山
の
上
に
、
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
日
本
人

建
築
家
、
吉
村
順
三
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
。
山
頂
の
人
工

池
を
中
心
に
等
高
線
に
沿
っ
て
弧
を
描
く
よ
う
に
配
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
吉
村
の
作
品
は
、
礎
石
に
座
っ
て
空
を
見
上

げ
る
彼
本
人
の
写
真
と
男
女
が
立
っ
て
い
る
バ
ル
コ
ニ
ー
の

写
真
の
み
が
長
ら
く
一
般
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
多
田
さ
ん

が
「
こ
ん
な
本
が
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
持
っ
て
き
た
の
は
、

義
父
の
藤
田
さ
ん
か
ら
譲
り
受
け
た
と
い
う
１
９
５
７
年
８

月
12
日
号
の
ラ
イ
フ
誌
。

そ
こ
に
は
、
宿
泊
施
設
や
当
時
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
様
子
が

写
真
で
克
明
に
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
吉
村
順
三
の
日
本
建
築

の
情
熱
が
５
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
ビ
ア
写
真
で
特
集
さ
れ
て
い
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
棟
は
最
も
眺
望
の
開
け
た
一
角
に
張
り
出
し
、

清
水
寺
の
よ
う
な
懸
造
り
に
な
っ
て
い
て
、
屋
根
の
形
が
入

母
屋
造
に
な
っ
て
お
り
、
き
わ
め
て
「
日
本
的
」
な
意
匠
を

採
用
し
て
い
る
。
吉
村
順
三
の
作
品
に
は
入
母
屋
の
屋
根
は

め
ず
ら
し
く
、
現
存
し
て
い
る
の
は
「
松
風
荘
（
１
９
５
４
）
」

「
新
宮
殿
（
１
９
６
８
）
」
「
神
慈
秀
明
会
神
苑
祭
事
棟
（
１
９

８
６
）
」
の
三
棟
の
み
。
こ
の
入
母
屋
の
屋
根
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
近
代
美
術
館
に
展
示
さ
れ
た
「
松
風
荘
」
に
感
銘
を
受

け
た
建
主
が
、
急
き
ょ
設
計
を
依
頼
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

吉
村
の
設
計
し
た
建
築
物
で
、
米
国
で
残
っ
て
い
る
の
は
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
、
同
ホ
テ
ル
北
野

（
１
９
７
６
年
）
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
か
ら
移
築
さ

れ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
松
風
荘
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外

の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
別
邸
な
ど
で
、
こ
の
ほ
か
彼
が
手
掛
け

た
日
本
航
空
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
（
１
９
５
６
年
）
、
高
島

屋
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
（
１
９
５

８
年
）
は
既
に
取
り
壊
さ
れ
て

い
る
。

ミ
ッ
ド
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ま

た
は
ハ
ー
フ
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

と
呼
ば
れ
る
デ
ザ
イ
ン
は
１
９

５
０
年
代
を
象
徴
す
る
ス
タ
イ

ル
で
、
ラ
イ
フ
誌
は
こ
の
山
荘

を
当
時
の
米
国
で
流
行
し
た
モ

ダ
ン
な
木
彫
の
和
洋
折
衷
の
美

の
代
表
的
存
在
と
し
て
絶
賛
し

て
い
る
。
多
田
さ
ん
は
、
昨
年

５
月
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
で

創
作
料
理
を
楽
し
め
る
「
Ｙ
ｓ

ラ
ウ
ン
ジ
」
１
８
０
席
を
待
ち

合
い
ロ
ビ
ー
だ
っ
た
エ
リ
ア
を

改
装
し
て
、
ヒ
バ
チ
・
ス
テ
ー

キ
部
門
と
は
異
な
る
高
級
路
線

の
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
レ
ス
ト
ラ
ン
を

展
開
し
て
連
日
大
好
評
だ
が
、

そ
の
一
方
で
、
長
年
店
に
通
っ

て
い
る
地
元
の
フ
ァ
ン
や
家
族

か
ら
は
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
さ

は
残
し
て
く
れ
る
よ
ね
」
と
懇

願
に
も
似
た
お
願
い
を
さ
れ
た

と
い
う
。
「
創
業
以
来
の
ヒ
バ

チ
・
ス
テ
ー
キ
は
、
家
族
連
れ

や
誕
生
日
、
友
人
同
士
の
お
祝

い
な
ど
で
楽
し
く
食
事
が
で
き

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の

要
素
も
い
れ
た
親
し
み
や
す
い
鉄
板
料
理
と
し
て
し
っ
か
り

と
残
し
て
い
き
ま
す
。
室
内
の
イ
ン
テ
リ
ア
も
光
り
が
少
し

黄
色
い
採
光
で
大
正
レ
ト
ロ
っ
ぽ
い
雰
囲
気
を
出
し
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
話
す
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
車
で
北
に
40
分
ほ
ど
走
る
と
87
号
線

左
手
の
山
頂
に
大
き
な
日
本
家
屋
が
見
え
る
。
ウ
ッ
ド
ベ
リ

ー
コ
モ
ン
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
へ
行
く
途
中
に
必
ず
見
え
る
山

頂
の
巨
大
な
日
本
家
屋
と
い
え
ば
「
あ
あ
、
あ
れ
か
」
と
心

当
た
り
の
あ
る
日
本
人
は
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。
そ
れ
ほ
ど

目
立
つ
建
物
だ
が
、
ま
さ
か
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
と
知
っ
て
い
る

人
は
案
外
少
な
い
。
地
元
で
は
知
ら
れ
て
い
て
も
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
日
本
人
に
は
ま
だ
知
る
人
ぞ
知
る
存
在
で
一
般
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
。

自
動
車
道
出
口
15
Ａ
を
出
て
進
む
と
巨
大
な
赤
い
鳥
居
に

出
迎
え
ら
れ
る
。
そ
こ
が
山
頂
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
と
続

く
入
口
だ
。
「
よ
く
神
社
と
間
違
え
ら
れ
る
ん
で
す
よ
」
と
多

田
さ
ん
は
笑
う
。
そ
う
間
違
え
て
も
不
思
議
の
な
い
ほ
ど
立

派
な
大
鳥
居
だ
。
多
田
さ
ん
の
次
の
目
標
は
こ
の
レ
ス
ト
ラ

ン
の
敷
地
内
に
焼
き
物
の
窯
を
作
っ
て
、
自
分
で
作
っ
た
皿

で
ヒ
バ
チ
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
る
な
ど
「
い
ろ
い
ろ
な
形
で
日

米
文
化
交
流
が
生
ま
れ
る
場
に
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
し
て
「
お
客
様
か
ら
は
、
宿
泊
施
設
が
あ
れ
ば
最
高
と

の
声
も
あ
る
の
で
、
将
来
は
部
屋
数
は
少
な
く
て
も
構
わ
な

い
の
で
純
和
風
の
お
も
て
な
し
が
で
き
る
旅
館
、
『
マ
ウ
ン

ト
・
フ
ジ
・
旅
館
』
を
ぜ
ひ
作
り
た
い
で
す
ね
」
と
夢
を
膨

ら
ま
せ
る
。
吉
村
順
三
が
作
っ
た
山
頂
の
山
荘
が
、
日
本
食

と
日
米
文
化
交
流
の
場
と
し
て
再
び
よ
み
が
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
浦
良
一
記
者
）
　

藤
田
氏
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ

Ａ
Ａ
）
の
１
９
９
４
年
12
月
２
日
に
開
催
さ
れ

た
年
末
デ
ィ
ナ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
大
坪
賢

次
氏
（
大
坪
不
動
産
社
長
）
と
大
根
田
勝
美
氏

（
マ
チ
ダ
イ
ン
ク
社
長
）
と
共
に
会
の
活
動
の
た

め
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
功
労
賞

（
パ
ー
ス
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
１
９
９
４
）

に
選
ば
れ
て
い
る
。
藤
田
氏
の
功
績
理
由
に
は

「
過
去
３
年
間
、
１
５
０
人
以
上
を
招
待
し
て
大

敬
老
会
を
催
し
た
こ
と
に
対
し
て
」
と
あ
る
。

写
真
は
Ｏ
Ｃ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
同
年
12
月
９
日
号
に

掲
載
さ
れ
た
時
の
も
の
で
、
写
っ
て
い
る
の
は
、

左
か
ら
藤
田
氏
、
稲
垣
Ｊ
Ａ
Ａ
会
長
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
総
領
事
の
瀬
木
大
使
、
大
坪
氏
。

NY日系人会で表彰

レ
ス
リ
ン
グ
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

1957年の
LIFEが特集

日本人建築家・吉村順三が設
計した建物を特集した『ライフ』
誌1957年８月号。マウント・フ
ジの原型を見ることができる。

マウント・フジ・ジャパニーズレストラン50年

http://www.mtfujirestaurants.com/
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創
業
者
の
藤
田
徳
明
さ
ん
は
、
徳
島

県
出
身
で
日
本
体
育
大
学
を
卒
業
後
の

１
９
６
４
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
の
レ
ス
リ

ン
グ
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
個

人
４
位
と
な
る
輝
か
し
い
経
歴
を
持

つ
。
そ
の
後
渡
米
し
、
ロ
ッ
キ
ー
青
木

の
ベ
ニ
ハ
ナ
で
修
業
し
て
独
立
、
１
９

６
８
年
に
妻
の
一
枝
さ
ん
と
２
人
で
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
リ
ッ
ジ
フ
ィ
ー

ル
ド
に
「
ミ
ス
タ
ー
・
フ
ジ
ヤ
マ
ズ
」

と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
業
し
た
の
が

ビ
ジ
ネ
ス
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
69
年
に

フ
ェ
ア
ビ
ュ
ー
、
71
年
に
ウ
エ
ス
ト
オ

レ
ン
ジ
、
73
年
に
ハ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
イ

ツ
に
次
々
と
出
店
し
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
や
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
な
ど
最
大
９
店

舗
を
構
え
て
手
広
く
ヒ
バ
チ
ス
テ
ー
キ

ハ
ウ
ス
を
経
営
し
た
。
78
年
に
現
在
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ッ
ク
ラ
ン
ド
郡
ヒ

ル
バ
ー
ン
の
山
頂
に
建
つ
山
荘
ホ
テ
ル

「
モ
ー
テ
ル
・
オ
ン
・
ザ
・
マ
ウ
ン
テ

ン
」
跡
を
譲
り
受
け
、
改
築
工
事
を
経

て
85
年
に
開
店
し
て
現
在
に
至
る
。

経
営
が
一
段
落
す
る
と
、
藤
田
氏
の

気
持
ち
は
後
継
者
を
育
て
る
た
め
一
人

娘
の
ナ
ン
シ
ー
さ
ん
の
婿
探
し
が
始
ま

っ
た
。
日
体
大
の
学
生
だ
っ
た
多
田
さ

ん
に
藤
田
氏
の
学
生
時
代
の
先
輩
だ
っ

た
教
授
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
行
き
の
打

診
が
あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
道
へ

進
む
た
め
大
学
院
進

学
の
準
備
を
し
て
い

た
多
田
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
高
校
時
代
か

ら
ア
メ
リ
カ
に
憧
れ

は
あ
っ
た
も
の
の
レ

ス
ト
ラ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

が
自
分
の
将
来
像
と

は
な
か
な
か
結
び
つ

か
ず
に
何
度
も
断
り

続
け
た
が
、
大
学
院

進

学

手

続

き

の

直

前
、
藤
田
氏
が
来
日

し
て
「
１
週
間
だ
け

で
い
い
か
ら
と
に
か

く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

見
に
き
て
ほ
し
い
」

と
懇
願
さ
れ
、
ド
ク

タ
ー
課
程
が
始
ま
る
ま
で
の
休
み
を
利

用
し
て
１
週
間
の
約
束
で
渡
米
し
た
。

そ
の
一
週
間
で
決
断
し
た
。
「
そ
こ

で
決
め
な
け
れ
ば
私
の
人
生
は
ま
っ
た

く
別
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う

ね
」
。
半
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
２

０
０
５
年
11
月
に
本
格
渡
米
し
た
。

初
日
に
事
務
所
に
行
く
と
。
「
携
帯

電
話
持
っ
て
る
か
」
と
聞
か
れ
た
。

「
は
い
」
と
答
え
る
と
「
こ
こ
に
出
し

て
、
叩
き
つ
ぶ
せ
」
と
言
わ
れ
た
。
日

本
と
の
繋
が
り
を
一
切
断
ち
切
っ
て
、

こ
こ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
専
念
す
る
、
藤

田
さ
ん
が
亡
く
な
る
ま
で
の
７
年
間
で

飲
食
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
徹
底
的
に
叩
き
込
ま
れ
た
。
携
帯

電
話
は
壊
さ
れ
ず
に
あ
と
か
ら
返
し
て

も
ら
っ
た
が
、
電
話
で
の
連
絡
は
必
ず

呼
び
出
し
音
２
回
で
出
な
い
と
罵
声
が

飛
ん
だ
。
「
義
父
の
教
え
は
、
常
に
ス

パ
ル
タ
式
で
し
た
が
、
厳
し
い
指
導
の

陰
に
は
深
い
愛
情
が
あ
っ
た
の
だ
と
今

は
感
じ
て
い
ま
す
」
と
振
り
返
る
。

そ
ん
な
貴
将
さ
ん
を
支
え
て
い
た
の

が
ナ
ン
シ
ー
さ
ん
だ
っ
た
。
コ
ー
ネ
ル

大
学
の
ホ
テ
ル
経
営
大
学
院
を
卒
業
し

て
経
営
を
学
ん
で
い
た
ナ
ン
シ
ー
さ
ん

は
、
父
の
他
界
後
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店

の
保
険
掛
け
金
を
最
高
額
に
し
て
い

た
。
そ
れ
が
７
年
前
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

サ
ン
デ
ー
の
時
に
嵐
で
屋
根
が
吹
き
飛

ん
で
し
ま
っ
た
時
、
最
高
額
の
保
険
で

す
べ
て
を
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。

「
本
当
に
先
見
の
明
が
あ
る
と
い
う
か

妻
の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
尊
敬
し
ま
す
」

と
多
田
さ
ん
。
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
が
午

後
11
時
で
、
閉
店
が
午
前
１
時
を
過
ぎ

る
こ
と
も
あ
り
、
深
夜
３
時
く
ら
い
ま

で
は
事
務
処
理
で
残
業
を
す
る
日
々
。

雪
が
降
れ
ば
従
業
員
と
共
に
雪
掻
き
も

す
る
。
年
中
休
み
な
し
の
体
育
会
系
の

日
課
は
今
も
続
く
が
、
年
に
数
回
、
ナ

ン
シ
ー
さ
ん
が
家
族
３
人
で
の
旅
行
を

ブ
ッ
キ
ン
グ
し
て
く
れ
る
。
「
愛
す
る

家
族
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
時
間
で
す
。

そ
れ
が
あ
る
か
ら
頑
張
れ
ま
す
」
と
笑

顔
を
見
せ
た
。

レ
ス
リ
ン
グ
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

藤
田
徳
明
の
挑
戦
と
は

何
だ
っ
た
の
か

http://www.theviewsatmtfuji.com/


イ
ン
ド
料
理
は
い
や
は
や
奥

が
深
い
。
日
本
語
を
学
ぶ
レ
ヌ

カ
さ
ん
が
出
身
地
マ
ハ
ー
ラ
シ

ュ
ー
ト
ラ
州
の
名
物
は
「
も
や

し
の
カ
リ
ー
」
と
日
本
語
で
言

う
。
し
か
も
パ
ン
と
一
緒
に
食

べ
る
と
。
早
速
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ス
ク
エ
ア

に
住
む
彼
女
の
お
宅
に
お
じ
ゃ

ま
し
た
。
「
ミ
サ
ル
パ
ヴ
」
、
ミ

サ
ル
は
「
混
ぜ
る
」
、
パ
ヴ
は

パ
ン
の
こ
と
で
、
「
ボ
ン
ベ
イ

パ
ヴ
」
の
名
で
知
ら
れ
る
卵
を

使
わ
な
い
１
０
０
％
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
の
パ
ン
を
使
う
。

と
こ
ろ
で
「
も
や
し
」
と

は
？

緑
豆
（
ム
ン
グ
）
と
茶

色
い
豆
（
マ
ル
キ
）
の
２
種
類

を
一
晩
水
に
つ
け
て
暗
所
に
お

い
て
発
芽
さ
せ
た
も
の
。
小
さ

な
芽
が
出
て
い
た
。
こ
れ
を
火

に
か
け
る
。

別
鍋
で
「
カ
リ
ー
」
を
用
意
。

芥
子
粒
と
コ
コ
ナ
ツ
粉
が
私
に

は
新
鮮
な
食
材
、
し
か
も
た
っ

ぷ
り
使
っ
て
、
ま
な
板
に
並
べ

た
材
料
と
一
緒
に
油
で
炒
め
、

さ
ま
す
。
さ
め
た
「
カ
リ
ー
」

は
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
、
も
う

一
度
た
っ
ぷ
り
の
油
で
炒
め
最

後
の
香
り
づ
け
に
ス
パ
イ
ス
を

加
え
る
。
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
グ
リ

ー
ン
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ス

パ
イ
ス
ケ
ー
ス
が
か
わ
い
ら
し

い
。「

カ
リ
ー
」
を
さ
ま
し
て
い

る
間
に
、
レ
ヌ
カ
さ
ん
は
も
う

一
品
用
意
。
「
ダ
ヒ
プ
リ
」
と

い
う
軽
食
で
、
パ
ニ
プ
リ
（
油

で
揚
げ
た
空
洞
の
小
さ
な
小
麦

粉
パ
ン
）
の
中
に
ダ
ヒ
（
ヨ
ー

グ
ル
ト
）
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入

れ
て
食
べ
る
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
に

塩
と
砂
糖
を
入
れ
て
丁
寧
に
混

ぜ
て
く
れ
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は

前
日
に
茹
で
て
冷
や
し
て
あ

り
、
タ
マ
リ
ン
ド
と
デ
ー
ツ
の

ソ
ー
ス
も
加
え
て
食
べ
る
。

「
ミ
サ
ル
パ
ヴ
」
は
、
コ
リ

ア
ン
ダ
ー
、
そ
れ
か
ら
私
が

「
イ
ン
ド
あ
ら
れ
」
と
呼
ぶ

「
フ
ァ
ル
サ
ン
」
を
か
け
て
食

べ
る
。
こ
の
日
は
辛
め
少
々
、

で
も
味
は
濃
厚
で
豆
が
た
っ
ぷ

り
、
そ
の
手
間
と
時
間
を
考
え

る
と
主
食
と
言
っ
て
も
よ
さ
そ

う
な
一
品
。
あ
ま
り
に
小
さ
い

発
芽
に
「
煮
込
ん
だ
ら
芽
が
出

て
い
な
く
て
も
同
じ
」
と
内
心

思
っ
た
が
、
後
日
調
べ
た
ら
ア

ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
で
は
緑
豆
も
や

し
は
生
命
力
を
高
め
る
食
材
と

さ
れ
る
と
分
か
っ
た
。

レ
ヌ
カ
さ
ん
の
料
理
は
、
そ

の
食
材
や
ス
パ
イ
ス
類
に
驚
き

の
連
続
だ
っ
た
が
、
深
め
の
丸

い
鍋
や
短
い
お
玉
、
鍋
を
火
か

ら
お
ろ
す
時
の
や
っ
と
こ
な

ど
、
調
理
道
具
も
面
白
か
っ
た
。

近
隣
は
リ
ト
ル
イ
ン
デ
ィ
ア
と

呼
ば
れ
る
地
域
で
、
こ
う
し
た

調
理
道
具
や
ス
パ
イ
ス
ケ
ー
ス

は
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
買
え
揃

え
た
そ
う
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
し

て
も
パ
ン
に
し
て
も
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
産
の
も
の
が
多
く
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
の
イ
ン
ド

系
人
口
の
多
さ
を
痛
感
し
た
。

レ
ヌ
カ
さ
ん
は
、
イ
ン
ド
企

業
で
働
く
夫
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

転
勤
で
新
婚
早
々
米
国
に
来

た
。
主
婦
専
業
は
初
め
て
の
経

験
。
独
身
時
代
は
「
母
親
に
結

婚
し
た
ら
困
る
か
ら
料
理
を
習

い
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
興

味
が
な
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
今

は
料
理
が
大
好
き
に
な
り
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
料
理
を
研
究

し
た
り
故
郷
の
お
母
さ
ん
に
電

話
で
聞
い
た
り
し
て
、
い
ろ
い

ろ
試
し
て
い
る
と
い
う
。

居
間
に
は
小
さ
な
祭
壇
。
毎

朝
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
身
を
清

め
て
か
ら
火
を
つ
け
て
祈
る
。

ソ
フ
ァ
の
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
に

は
食
後
の
口
直
し
用
の
ス
パ
イ

ス
皿
、
「
こ
れ
は
お
ば
あ
さ
ん

の
調
合
で
す
」
と
、
食
後
に
薦

め
て
く
れ
た
。

（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）
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マ
ハ
ー
ラ
シ
ュ
ー
ト
ラ
州
の
お
や
つ
「
ミ
サ
ル
パ
ヴ
」

民
族
衣
装
も
披
露
し
て
く
れ
た
レ
ヌ
カ
さ
ん

＜材料＞
豆（ムングとマルキ）、タマネギ（み
じん切り）、ニンニク、ショウガ、コ
リアンダー、赤唐辛子、青唐辛子、コ
コナツ粉、芥子粒、黒胡椒、丁子、カ
ルダモン、スパイス各種、オニオンガ
ーリックマサラパウダー、ベジタブル
オイル、ボンベイパウ

＜作り方＞
①豆は一晩水につけて暗所に置き発
芽させ、火にかけて茹でる。

②別鍋で「カリー」をつくる。油を
しき、芥子粒とココナツ粉にタマ
ネギ、ニンニク、スパイスを入れ
てゆっくり炒めて、冷ます。

③冷めたらミキサーにかけ、たっぷ
りの油を入れた同じ鍋に戻して火
にかけ、黒胡椒、丁子、カルダモ
ン、好みのスパイスで味付け。

④油が周りに滲みでてきたら、お湯
を加えて別鍋で茹でておいた豆を
入れる。

⑤最後にオニオンガーリックマサラ
パウダーで味を調える。

ス
パ
イ
ス

最
後
に
豆
を
加
え
る

材
料

や
っ
と
こ
で
鍋
を
掴
み
ミ
キ
サ
ー
へ

コ
コ
ナ
ツ
粉
と
芥
子
粒
を
た
っ
ぷ
り

ミ
サ
ル
パ
ヴ

パ
ニ
プ
リ

https://www.korin.com/
https://kikkomanusa.com/


ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
桐
谷
さ
え

り
さ
ん
の
作
品
の
メ
タ
フ
ァ
ー

は
、
常
に
「
内
」
と
「
外
」
の

関
係
だ
。
人
生
の
中
の
「
安
定
」

と
「
混
乱
」
と
い
う
対
照
的
な

出
来
事
を
常
に
考
慮
し
て
い

る
。
表
面
的
に
は
安
定
し
て
い

る
社
会
の
裏
側
に
焦
点
を
当
て

た
り
、
一
般
的
に
は
美
し
い
と

思
わ
れ
な
い
も
の
、
時
に
は
グ

ロ
テ
ス
ク
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
物
、
ま
た
は
つ
ま
ら
な
い
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
物
か
ら
美
を

追
求
す
る
こ
と
が
好
き
な
の
だ

そ
う
だ
。

幼
児
期
に
筋
肉
腫
瘍
の
治
療

の
た
め
、
２
歳
か
ら
４
歳
半
く

ら
い
ま
で
放
射
線
治
療
を
受
け

て
い
た
そ
う
で
、
放
射
線
は
身

体
に
悪
い
た
め
、
な
る
べ
く
的

を
絞
っ
て
当
て
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
放
射
線
治

療
の
直
前
に
は
局
部
を
除
き
、

放
射
線
予
防
の
帯
の
よ
う
な
も

の
で
体
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
に
さ

れ
、
ベ
ッ
ド
に
ベ
ル
ト
で
固
定

さ
れ
、
放
射
時
に
は
息
を
止
め

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
考

え
て
み
る
と
、
こ
の
頃
の
体
験

が
桐
谷
さ
ん
の
ア
ー
ト
に
対
し

て
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
な
っ
て
い

る
の
か
も
知
れ
な
い
と
、
今
に

な
っ
て
思
う
そ
う
だ
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
人

と
の
関
係
を
ビ
デ
オ
を
通
し
て

探
究
す
る
こ
と
は
、
彼
女
の
ア

ー
ト
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
。

地
下
鉄
、
劇
場
な
ど
の
一
般
的

な
場
所
や
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

異
文
化
が
交
わ
る
数
々
の
公
共

の
場
で
一
般
の
人
々
の
興
味
を

引
き
、
そ
の
人
々
に
問
題
を
問

い
か
け
て
い
く
こ
と
が
自
分
の

役
目
だ
と
思
っ
て
い
る
と
い

う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
で

は
、
友
人
た
ち
の
協
力
参
加
を

得
て
、
ビ
ニ
ー
ル
や
紙
、
ア
ル

ミ
フ
ォ
イ
ル
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
に

す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行
っ
た
り
、
１
０
０

ポ
ン
ド
の
お
米
を
固
め
て
作
っ

た
等
身
大
の
自
分
の
裸
体
像
を

彫
刻
と
し
て
展
示
し
た
り
、
白

装
束
で
髪
も
顔
も
真
っ
白
に
し

て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
た
り
、
シ
ャ

ボ
ン
玉
の
よ
う
な
も
の
が
い
っ

ぱ
い
つ
い
た
白
い
空
手
着
を
着

た
桐
谷
さ
ん
自
身
の
ア
バ
タ
ー

（
分
身
）
を
演
じ
て
人
種
差
別

や
性
差
別
、
同
性
愛
者
差
別
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
嫌

い
、
世
の
中
に
存
在
す
る
不
平

等
を
相
手
に
真
っ
向
か
ら
戦
う

ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
た

ビ
デ
オ
作
品
「
シ
ュ
ワ
ッ
チ
・

シ
リ
ー
ズ
」
な
ど
奇
抜
な
発
想

で
見
る
も
の
に
常
に
新
鮮
な
驚

き
を
与
え
続
け
て
い
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
美
術
館
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
２
０
１
３~

14)

で
の
グ
ル
ー
プ
展
、
金
沢
21
世

紀
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
２
０
１
８
年
）
、
在
オ
ー
ス
ト

リ
ア
日
本
大
使
館
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
の
個
展
で
も
好
評

を
博
し
て
い
る
。
　

日
本
ク
ラ
ブ
７
階
の
日
本
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
４
月
16
日
か
ら
22

日
ま
で
、
ビ
デ
オ
・
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
展
覧
会
「
国
境
を

超
え
て
／F

ar
from

H
om
e

）

を
開
催
す
る

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

（17）　［NY生活ウーマン］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和2年）1月25日（土）

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス

の
「
コ
ン
プ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ
」

は
21
日
（
火
）
か
ら
２
月
２
日

（
日
）
ま
で
、
チ
ェ
ル
シ
ー
の

ジ
ョ
イ
ス
シ
ア
タ
ー
（
８
番
街

１
７
５
番
地
）
で
公
演
を
行
う
。

国
内
外
で
精
力
的
に
活
動
す

る
同
団
が
年
に
１
度
行
う
本
拠

地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
舞
台
。

同
団
創
始
者
で
振
付
家
の
ド
ワ

イ
ト
・
ロ
ー
デ
ン
が
グ
ラ
ミ
ー

賞
受
賞
シ
ン
ガ
ー
の
レ
ニ
ー
・

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
曲
を
使
っ
た

パ
ワ
フ
ル
な
新
作
「
ラ
ブ
・
ロ

ッ
ク
ス
」
な
ど
を
披
露
す
る
。

日
に
よ
っ
て
Ａ
・
Ｂ
い
ず
れ
か

の
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
披
露
さ
れ

る
。
所
属
３
年
目
と
な
る
杉
村

英
里
子
＝
写
真
＝
も
出
演
。

入
場
料
は
45
〜
60
ド
ル
。
公

演
日
時
は
日
に
よ
っ
て
異
な

る
。
購
入
は
劇
場
窓
口
ま
た
は

電
話
２
１
２
・
２
４
２
・
０
８

０

０

。

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.joy
ce.org

か
ら
も
購

入
で
き
る
。

アーティスト

桐谷 さえりさん

現
代
ダ
ン
ス
「
コ
ン
プ
レ
ク
ス
シ
ョ
ン
ズ
」
に
杉
村
英
里
子
主
演

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからでも！

生活アンテナＤＸコーナーをご覧下さい！

www.nyseikatsu.com

ア
ー
ト
通
し
内
側
を
見
る
の
が
好
き

https://crsny.org
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.idocenter.com
http://www.salon-oasis.net


イ
ギ
リ
ス
に
住
む
ア
メ
リ
カ

生
ま
れ
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
ビ
ル
・
ブ
ラ
イ
ソ
ン
の
新

刊
。
彼
は
旅
行
記
や
言
語
そ
れ

に
科
学
に
関
す
る
作
品
で
有
名

だ
。
今
回
の
本
は
人
体
に
つ
い

て
。
科
学
的
な
本
だ
が
、
視
点

は
彼
特
有
の
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ

れ
た
も
の
だ
。
例
え
ば
、
人
体

の
61
％
は
酸
素
で
で
き
て
お

り
、
約
３
分
の
２
も
こ
の
無
臭

の
要
素
で
作
ら
れ
て
い
る
の

に
、
風
船
の
よ
う
に
軽
く
飛
ば

な
い
の
は
、
約
10
％
を
占
め
る

水
素
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら

だ
と
い
う
。

60
年
代
に
彼
が
通
っ
た
ア
イ

オ
ワ
州
の
高
校
の
生
物
の
教
師

は
、
人
体
を
作
る
の
に
２
ド
ル

97
セ
ン
ト
だ
が
13
ド
ル
50
セ
ン

ト
だ
が
ブ
ラ
イ
ソ
ン
は
も
う
覚

え
て
い
な
い
が
、
僅
か
な
金
額

で
で
き
る
と
言
っ
た
。
ブ
ラ
イ

ソ
ン
は
ず
っ
と
そ
の
こ
と
が
気

に
か
か
っ
て
い
て
、
今
回
の
本

で
も
最
初
に
「
人
は
い
く
ら
で

作
れ
る
か
」
を
説
明
し
て
い
る
。

期
待
を
裏
切
ら
な
い
内
容
の
本

と
な
っ
て
い
る
。

（
秦
隆
司
／
ア
メ
リ
カ
ン
・
ブ

ッ
ク
・
ジ
ャ
ム
編
集
長
）

小
説
家
の
葉
室
鱗
（
は
む

ろ
・
り
ん
＝
１
９
５
１
〜
２

０
１
７
）
氏
の
訃
報
が
突
然

届
き
、
驚
い
た
の
は
も
う
２

年
以
上
前
、
17
年
の
12
月
だ

っ
た
。
直
木
賞
を
受
賞
し
、

役
所
広
司
と
岡
田
准
一
の
出

演
で
映
画
化
さ
れ
た
代
表
作

『
蜩
（
ひ
ぐ
ら
し
）
ノ
記
』
な

ど
の
歴
史
・
時
代
小
説
の
名

手
と
し
て
知
ら
れ
る
人
気
作

家
で
、
ま
だ
66
歳
だ
っ
た
。

葉
室
さ
ん
は
福
岡
県
北
九

州
市
出
身
。
西
南
学
院
大
学

文
学
部
を
卒
業
後
、
福
岡
市

に
本
社
の
あ
っ
た
地
方
紙
記

者
な
ど
を
経
て
、
50
歳
を
過

ぎ
て
か
ら
本
格
的
な
創
作
活

動
を
始
め
、
05
年
に
歴
史
文

学
賞
を
受
賞
し
た
『
乾
山
晩

愁
』
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

そ
の
後
、
07
年
『
銀
漢
の
賦

』

で
松
本
清
張
賞
、
12
年
『
蜩

ノ
記
』
の
直
木
賞
、
16
年
に

は
『
鬼
神
の
如
く
　
黒
田
叛

臣
伝
』
で
司
馬
遼
太
郎
賞
と

さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
、
単

行
本
は
50
冊
を
超
え
る
ほ
ど

多
作
で
、
新
聞
や
雑
誌
へ
の

連
載
な
ど
も
こ
な
す
、
多
忙

な
作
家
生
活
を
生
き
た
。

本
書
『
星
と
龍
』
は
葉
室

さ
ん
が
亡
く
な
る
17
年
４
月

か
ら
11
月
ま
で
「
週
刊
朝
日
」

に
連
載
。
最
後
ま
で
病
名
は

明
か
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
同

作
品
の
連
載
中
か
ら
小
康
状

態
を
保
ち
つ
つ
、
病
と
闘
い

な
が
ら
書
き
続
け
た
。
そ
し

て
11
月
24
日
号
ま
で
書
き
あ

げ
た
が
、
そ
の
１
か
月
後
に

力
尽
き
た
。

河
内
の
悪
党
と
呼
ば
れ
る

一
族
に
生
ま
れ
た
楠
木
正
成
。

し
か
し
彼
の
信
条
は
正
義
で

あ
っ
た
。
近
隣
の
諸
将
を
討

伐
し
た
正
成
は
後
醍
醐
天
皇

の
信
頼
を
得
て
い
く
が
、
自

ら
理
想
と
す
る
世
の
中
と
現

実
と
の
隔
た
り
に
困
惑
す
る
。

本
書
で
は
、
楠
木
が
北
条
得

宗
家
か
ら
近
隣
の
渡
辺
・
保

田
・
越
知
ら
を
討
伐
す
る
と

こ
ろ
か
ら
、
足
利
尊
氏
が
弟

の
直
義
を
助
け
、
東
国
に
腰

を
据
え
る
ま
で
が
描
か
れ
て

い
る
。
こ
こ
ま
で
で
著
者
が

絶
筆
と
な
り
、
話
が
ぷ
っ
つ

り
と
途
切
れ
て
終
わ
っ
た
形

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
充
分
読
み
ご
た
え
の

あ
る
作
品
だ
と
思
う
。

葉
室
氏
が
旅
立
っ
た
翌
年

夏
に
都
内
で
開
催
さ
れ
た

「
お
別
れ
の
会
」
で
直
木
賞
作

家
の
安
部
龍
太
郎
氏
は
、
「
優

し
く
、
思
い
や
り
が
深
く
、

自
分
よ
り
も
人
の
こ
と
を
考

え
る
。
人
の
痛
み
が
分
か
る

苦
労
人
で
あ
っ
た
」
と
語
り
、

故
人
を
偲
ん
だ
。
ま
た
、
本

書
巻
末
に
９
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
解
説
「
夢
と
希
望
と
作
家

の
祈
り
と
」
を
寄
せ
、
「
葉
室

さ
ん
が
病
を
押
し
て
こ
の
作

品
に
取
り
組
ん
だ
最
大
の
理

由
は
、
司
馬
遼
太
郎
へ
の
オ

マ
ー
ジ
ュ
だ
っ
た
と
思
う
」

と
述
べ
て
い
る
。
葉
室
氏
は

司
馬
氏
の
代
表
作
『
竜
馬
が

ゆ
く
』
に
肩
を
並
べ
る
作
品

を
書
き
た
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
庶
民
の
側
に
立
っ
た

国
民
的
英
雄
で
、
坂
本
竜
馬

に
匹
敵
す
る
人
物
と
言
え
ば

楠
木
正
成
し
か
な
い
。
し
か

も
共
に
幕
府
を
倒
す
立
て
役

者
と
な
り
な
が
ら
、
若
く
し

て
非
業
の
死
を
遂
げ
て
い
る
。

だ
か
ら
正
成
を
竜
馬
の
よ
う

に
書
い
て
み
よ
う
、
そ
う
考

え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

文
体
や
著
述
ス
タ
イ
ル
が

『
竜
馬
が
ゆ
く
』
に
よ
く
似
て

い
る
の
も
安
部
氏
が
そ
う
考

え
る
理
由
の
ひ
と
つ
だ
。

葉
室
氏
が
そ
の
人
生
で
書

い
た
最
後
の
文
章
は
、
臨
済

宗
の
禅
僧
・
夢
窓
疎
石
が
清

雅
な
佇
ま
い
で
茶
を
点
て
な

が
ら
訊
い
た
「
さ
て
、
楠
木

殿
は
帝
と
足
利
が
争
え
ば
い

ず
れ
に
つ
か
れ
る
」
と
い
う

問
い
だ
っ
た
。
本
書
は
命
あ

る
限
り
書
き
続
け
た
小
説
家

に
よ
る
、
楠
木
正
成
の
生
涯

に
迫
る
未
完
の
傑
作
で
あ
る
。
　
　
　

（
高
田
由
起
子
）

■ツナグ　想い人の心得（辻村深月、新潮社）2011年、
第32回吉川英治文学新人賞を受賞し映画化もされた連作短
編小説「ツナグ」、待望の続編。死者との再会を叶える使者
「ツナグ」。前作から7年後の社会人になった主人公と、彼の
元を訪れる亡き人との面会を望む依頼者達が描かれる。後
悔を抱えて生きる人々の心を繋ぐ使者の物語。■大人のカ
タチを語ろう。（伊集院静、集英社）さまざまな人生の岐路
に立った時、何を考え何をなすべきか。ときに厳しくとき
に優しく、読む者の心に響く言葉で語るように綴られたエ
ッセイ集。週刊プレイボーイで好評だった連載を大幅に加
筆修正・再構成した生きていくために必要な「カタチ」。■
ことばの教育を問いなおす（鳥飼玖美子・苅谷夏子ほか、
ちくま新書）学習指導要領の改訂や大学入学共通テストへ
の記述問題・民間試験導入で大きく揺れ動く国語・英語教
育。本書では「ことばの教育」にはそもそもどんな意味が
あるのか、どうやって「ことばの力」を鍛えるのかを各分
野の専門家３人が解説。■夕焼けポスト（ドリアン助川、
ポプラ社）主人公はあらゆる人間の願いや苦しみを受け止
める不思議なポストの管理人。夕焼けの時間だけ現れるそ
のポストに届いた手紙に返事を書き続けるのだが、実はそ
の管理人も出口のない悩みを抱え苦しんでいた。さまざま
な境遇にいる人々の手紙によって織りなされる６編を収録。
■近代建築そもそも講義（藤森照信・大和ハウス工業総合
技術研究所、新潮新書）明治以降、井上馨の銀座煉瓦街計
画、国産大理石競争、乱立する奇妙な洋館群、コンドル教
授が育てた４人の建築家などをテーマに、「和」の建築が
「洋」をどのように受け入れてきたのかを建築探偵・藤森教授が全68話を縦
横無尽に語る。■生命式（村田沙耶香、河出書房新社）2016年「コンビニ
人間」で芥川賞を受賞し、世界30か国で翻訳され注目を集める村田沙耶香。
本書は、死んだ人間を食べる新たな葬式を描く表題作「生命式」のほか、
著者が選んだ12篇を収録。発売前に全国の書店員が試し読みし、当初予定
の初版部数を上回る注文が殺到、初版増数した衝撃的な短編集。（西口あや）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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BOOKS

「
ツ
ナ
グ
」
待
望
の
続
編
。
生
き
る
た
め
の
道
標
と
な
る
エ
ッ
セ
イ
集
。
国
語
と
英

語
、
こ
と
ば
の
教
育
に
つ
い
て
専
門
家
が
語
る
。
優
し
さ
に
溢
れ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

明
治
以
降
の
日
本
建
築
を
解
説
。
芥
川
賞
受
賞
作
家
の
衝
撃
的
な
短
編
集
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

葉室鱗、最後の小説

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

朝日新聞出版・刊

葉室 鱗・著

人
体
を
ユ
ー
モ
ア
で
解
剖
す
る

『The Body』

Bill Bryson

AMERICAN BOOK JAM

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.jwsny.org
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STUDENT LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
・
ク
リ

フ
ス
　
岡
本
徹
学
園
長
）
、
育

英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
３
校

（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
、
ポ
ー
ト
ワ
シ

ン
ト
ン
校
）
及
び
サ
ン
デ
ー
ス

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例

の
書
き
初
め
大
会
が
盛
大
に
実

施
さ
れ
た
。
全
日
制
部
門
で
は
、

８
日
（
水
）
と
９
日
（
木
）
の

２
日
間
に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
、

毛
筆
硬
筆
と
も
に
、
学
年
別
の

課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
初
め
て

の
毛
筆
の
体
験
と
な
る
１
年
生

は
「
た
け
」
、
５
年
生
以
上
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
思
い
を
字

に
込
め
て
表
現
す
る
自
由
課
題

と
な
っ
て
い
た
。
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校

で
は
４
日
（
土
）
、
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

校
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
で
は
11

日
（
土
）
、
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
、
幼
児
部
と
小
学
生
が

12
日
（
日
）
に
行
っ
た
。

全
日
制
部
門
、
サ
タ
デ
ー
部

門
と
も
、
小
学
部
１
年
生
に
と

っ
て
は
書
き
初
め
は
初
め
て
の

経
験
と
な
っ
た
。
や
や
緊
張
し

た
面
も
ち
で
先
生
の
手
本
を
し

っ
か
り
と
見
な
が
ら
、
一
字
一

字
丁
寧
に
書
き
、
最
後
に
は
そ

れ
ぞ
れ
立
派
な
作
品
を
書
き
上

げ
て
い
た
。
全
日
制
の
６
年
生

は
、
条
幅
（
作
品
用
の
大
き
な

紙
）
に
自
分
が
選
択
し
た
言
葉

を
、
行
書
や
楷
書
な
ど
の
字
体

で
書
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
味
の
あ

る
作
品
に
仕
上
げ
て
い
た
。
全

日
制
や
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
で

の
指
導
に
あ
た
っ
た
神
谷
房
子

教
諭
や
担
当
の
教
員
達
が
軸
装

に
仕
上
げ
、
子
ど
も
達
は
出
来

上
が
り
に
満
足
そ
う
で
あ
っ

た
。な

お
、
全
日
制
部
門
小
学
生

の
入
選
作
品
（
毛
筆
部
門
と
硬

筆
部
門
）
の
作
品
は
、
紀
伊
国

お
手
本
を
し
っ
か
り

育
英
学
園
全
校
で

屋
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
店
で
16

日
（
木
）
か
ら
31
日
ま
で
展
示

さ
れ
て
い
る
。

同
学
園
へ
の
見
学
・
編
入
の

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０
１
・

９
４
７
・
４
８
３
２
、
学
園
事

務
局
ま
で
。

楽
し
ん
で
想
像

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

（
借
用
校
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
Ｐ
Ｓ

２
６
１
、
児
童
生
徒
数
１
４
２

人
）
は
４
日
と
11
日
、
新
年
恒

例
の
書
き
初
め
を
実
施
し
た
。

プ
リ
Ｋ
・
低
学
年
は
「
木
」

「
子
」
「
絆
」
の
学
年
ご
と
の
課

題
に
取
り
組
ん
だ
。
使
い
慣
れ

な
い
筆
の
感
触
や
墨
の
匂
い
を

楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の
意
味
や

成
り
立
ち
か
ら
想
像
を
膨
ら
ま

せ
、
納
得
の
い
く
一
文
字
を
思

い
を
込
め
て
書
き
上
げ
た
。
４

〜
５
年
生
は
書
画
家
の
田
中
太

山
氏
を
特
別
講
師
に
迎
え
て
、

四
文
字
熟
語
に
挑
戦
。
「
長
楽

万
年
」
を
逆
さ
ま
か
ら
書
い
た

り
、
手
を
墨
汁
に
浸
し
て
大
胆

に
指
で
書
い
た
り
と
、
奇
想
天

外
な
書
法
で
完
成
さ
せ
た
。
墨

で
真
っ
黒
に
な
っ
た
手
で
「
ま

た
や
り
た
い
！
」
と
話
し
、
新

た
な
書
道
の
醍
醐
味
を
発
見
し

た
よ
う
だ
っ
た
。
中
・
高
等
部

は
個
々
の
新
年
の
抱
負
。
自
ら

墨
を
す
り
、
個
々
に
思
う
新
年

の
力
強
い
思
い
を
込
め
て
完
成

さ
せ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
は
、
今
年
で
14
回

目
と
な
る
２
０
２
０
年
度
Ｊ
Ａ

Ａ
本
庄
奨
学
生
を
２
月
10
日

（
月
）
ま
で
募
集
し
て
い
る
。

こ
の
奨
学
金
は
今
後
の
日
米

関
係
に
貢
献
す
る
若
者
の
育
成

を
目
的
に
し
た
も
の
で
、
本
庄

国
際
財
団
と
Ｊ
Ａ
Ａ
が
２
０
０

７
年
か
ら
行
っ
て
い
る
。
対
象

者
は
今
秋
か
ら
大
学
院
に
進

学
、
ま
た
は
在
籍
す
る
学
生

（
医
学
、
音
楽
、
ア
ー
ト
以
外
）
。

日
本
人
、
日
系
人
会
会
員
以
外

で
も
応
募
で
き
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１

２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

in
fo@
jaan

y
.org

ま
で
。
詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.jaany

.org/honjo_s
cholarship.htm

l

を
参
照
。

本
庄
奨
学
生
募
集

締
め
切
り
２
月
10
日
に
迫
る

今
秋
大
学
院
進
学
と
在
籍
者
対
象

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
工
藤
英
治
校
長
）

の
継
承
日
本
語
コ
ー
ス
で
１
月

11
日
、
、
新
春
恒
例
の
「
書
き

初
め
大
会
」
が
行
わ
れ
た
。

「
背
筋
を
伸
ば
し
て
、
筆
は

ま
っ
す
ぐ
、
肘
を
上
げ
て
、
体

を

使

っ

て

書

き

ま

し

ょ

う
」
・
・
・
鉛
筆
や
ペ
ン
の
筆

記
法
と
は
全
く
異
な
る
体
験
に

と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
子
ど
も

た
ち
の
目
は
真
剣
そ
の
も
の
。

書
き
直
し
の
な
い
緊
張
感
か
ら

生
ま
れ
た
自
分
な
ら
で
は
の
作

品
を
掲
げ
、
満
足
げ
に
微
笑
む

笑
顔
が
光
っ
た
。

気
持
ち
を
込
め
て
自
分
を
表

現
す
る
と
い
う
書
道
の
世
界

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
方

で
日
本
文
化
の
奥
深
さ
を
感
じ

取
り
、
普
段
の
学
習
と
は
違
っ

た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
日
本
語
の

言
葉
や
文
字
に
親
し
む
機
会
と

も
な
っ
た
。
生
徒
の
力
作
の

数
々
は
、
書
き
初
め
大
会
の
翌

週
に
校
内
展
示
さ
れ
、
保
護
者

ら
が
集
う
コ
ー
ヒ
ー
ル
ー
ム
に

新
年
の
華
や
ぎ
を
添
え
た
。

書き初めで
新春祝う

フィラデルフィア日本語補習授業校

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
に

ア
ー
ト
と
し
て
の
書

を
楽
し
む
児
童
た
ち

https://www.lyceumkennedy.org/
http://starchildny.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
http://www.gwjs.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
小
島
昇
校
長
）
は
８
日

（
水
）
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
新
年
の
行
事
「
百
人
一
首
大

会
」
を
６
〜
９
年
生
合
同
で
開

催
し
た
。

児
童
生
徒
た
ち
は
、
各
学
年

で
練
習
を
通
し
て
、
上
の
句
・

下
の
句
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
覚
え
て
大
会
に
臨
ん
だ
。
ま

た
「
決
ま
り
字
を
覚
え
て
速
く

札
を
取
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
」

「
こ
の
歌
は
好
き
だ
か
ら
絶
対

に
と
る
。
」
な
ど
、
各
自
で
目

標
を
も
っ
て

取
り
組
ん
だ
。

大
会
本
番

は
各
学
年
の

予
選
結
果
を

基
に
「
横
綱
」

「
大
関
」
「
関

脇
１
」
「
関
脇

２
」「
小
結
１
」

「

小

結

２

」

「
小
結
３
」
の

学
年
混
合
７

グ
ル
ー
プ
と

９
年
生
グ
ル

ー
プ
に
分
か

れ
練
習
の
成

果
を
競
い
合

っ
た
。
上
の
句
の
一
文
字
目
が

読
ま
れ
る
や
否
や
決
着
が
つ
く

よ
う
な
場
面
も
多
く
あ
り
、
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
。
ま
た
、

英
語
科
の
教
員
も
読
み
手
と
し

て
参
加
し
、
日
本
の
伝
統
文
化

の
良
さ
、
日
本
語
の
響
き
の
美

し
さ
を
児
童
・
生
徒
と
と
も
に

共
有
し
た
。

同
じ
競
技
に
真
剣
勝
負
で
臨

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
を
称
え

あ
う
こ
と
で
、
初
・
中
等
部
の

垣
根
を
越
え
た
素
晴
ら
し
い
交

流
の
機
会
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

６
〜
９
年
合
同
百
人
一
首
大
会

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
久
我
正
次
郎
校
長
）
の

４
・
５
・
６
年
生
は
、
４
日

（
土
）
の
昼
休
み
に
子
供
た
ち

手
作
り
の
「
か
る
た
大
会
」
を

催
し
た
。
こ
の
行
事
は
児
童
会

役
員
を
中
心
に
子
供
た
ち
が
事

前
の
準
備
や
運
営
を
行
っ
た
。

今
回
は
、
来
年
度
に
児
童
会
に

入
る
４
年
生
を
招
待
し
て
、
４

〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

個
人
戦
形
式
で
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
「
練
習
を
積
み
重

ね
た
ら
百
点
だ
」
「
る
ん
る
ん

と
図
書
館
へ
行
こ
う
よ
友
達

と
」
な
ど
、
子
供
ら
し
い
ア
イ

デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
創
作
カ
ー
ド

が
並
べ
ら
れ
た
。

そ
し
て
「
ラ
ン
ド
セ
ル
色
は

さ
ま
ざ
ま
誰
の
か
な
」
と
読
み

手
の
声
に
、「
ハ
イ
」
と
素
早
く

手
を
出
す
子
供
た
ち
。
中
に
は

お
手
つ
き
を
す
る
場
面
も
あ
り
、

歓
声
と
笑
顔
に
溢
れ
る
か
る
た

大
会
と
な
っ
た
。

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
日
本

文
化
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
異

学
年
と
の
交
流
を
深
め
た
り
、

初
等
部
高
学
年
の
仲
間
と
し
て

の
一
体
感
を
感
じ
た
り
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

NJ補習授業校

お昼休みに

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

餅
つ
き
に
挑
戦

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
州
、
工
藤
英
治
校
長
）
は
４

日
、
恒
例
の
餅
つ
き
大
会
を
行

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
工
藤
校

長
ら
に
よ
る
「
餅
講
話
」
を
聞

い
た
後
、
ひ
と
り
ず
つ
杵
を
振

り
下
ろ
し
て
餅
つ
き
に
挑
戦

し
、
つ
き
た
て
の
餅
を
試
食
し

た
。
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
、
ア

ダ
ル
ト
コ
ー
ス
、
継
承
日
本
語

コ
ー
ス
も
含
め
た
お
よ
そ
３
０

０
人
の
生
徒
と
全
教
員
が
参
加

す
る
こ
の
行
事
は
、
新
年
最
初

の
授
業
日
に
日
本
文
化
に
触
れ

る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
「
も
っ
と
お

餅
が
食
べ
た
い
」
「
上
手
に
突

け
な
か
っ
た
の
で
、
ま
た
来
年

は
頑
張
り
た
い
」
な
ど
と
話
し
、

楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

Ｑ
　
現
在
、
家
族
帯
同
で
ア
メ

リ
カ
に
お
り
、
小
学
５
年
生
か

ら
子
供
が
現
地
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
中
学
受
験

準
備
を
す
る
場
合
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
　
我
が
家
の
小
５
と
小
３
の

子
供
が
ア
メ
リ
カ
で
中
学
受
験

の
準
備
を
し
た
際
の
経
験
を
お

話
し
し
ま
す
。
日
々
の
勉
強
方

法
は
日
系
塾
に
通
塾
、
オ
ン
ラ

イ
ン
塾
、
通
信
教
育
、
個
人
指

導
な
ど
居
住
地
な
ど
で
可
能
な

も
の
、
取
り
組
み
や
す
い
も
の

を
選
ん
だ
ら
よ
い
か
と
思
い
ま

す
。
小
５
で
渡
米
し
た
長
女
は

現
地
校
に
慣
れ
る
こ
と
と
英
語

の
勉
強
を
優
先
し
て
数
か
月
を

過
ご
し
た
後
、
通
信
教
育
を
始

め
受
験
用
の
テ
キ
ス
ト
を
独
学

し
ま
し
た
。
渡
米
前
の
１
年
間

は
日
本
で
通
塾
し
て
お
り
、
勉

強
習
慣
は
身
に
つ
い
て
い
ま
し

た
。
一
方
、
次
女
は
通
塾
経
験

が
な
く
、
小
４
か
ら
受
験
テ
キ

ス
ト
を
使
い
私
が
教
え
て
い
ま

し
た
が
、
な
ん
の
勉
強
な
の
か

よ
く
わ
か
ら
ず
、
両
者
の
勉
強

に
対
し
て
の
姿
勢
に
か
な
り
の

違
い
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

一
人
で
黙
々
と
作
業
が
で
き
る

長
女
と
周
り
に
人
が
い
て
奮
起

す
る
次
女
で
は
、
通
信
教
育
か

集
団
授
業
に
向
い
て
い
る
か
の

選
択
が
変
わ
り
ま
し
た
。
長
女

が
小
６
に
な
る
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
個
別
指
導
を
加
え
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
直
接
質
問
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
日
本
在

住
の
先
生
で
し
た
の
で
、
ア
メ

リ
カ
時
間
の
朝
に
受
講
し
ま
し

た
。
現
地
在
住
の
方
で
し
た
ら

時
間
が
選
べ
る
と
思
い
ま
す
。

学
校
選
び
は
帰
国
生
向
け
受

験
校
ガ
イ
ド
を
見
な
が
ら
学
校

を
絞
り
、
一
時
帰
国
時
に
子
供

と
説
明
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
先
着
順
受
付
を

す
る
学
校
が
増
え
、
受
付
期
間

終
了
前
に
満
席
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
説
明
会

で
な
い
時
も
事
情
を
話
す
と
案

内
し
て
く
だ
さ
る
学
校
も
あ
り

ま
す
。
帰
国
生
向
け
の
学
校
フ

ェ
ア
で
一
度
に
い
く
つ
か
の
学

校
担
当
者
の
方
と
お
話
し
で
き

る
機
会
も
利
用
し
ま
し
た
。
そ

の
時
に
出
願
条
件
（
通
学
し
て

い
る
学
校
の
種
類
や
滞
在
期

間
、
事
前
の
面
談
の
有
無
）
、

提
出
書
類
に
つ
い
て
直
接
学
校

に
確
認
し
て
お
く
と
安
心
で

す
。
過
去
問
は
一
般
に
は
出
回

ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ

の
場
で
必
ず
入
手
し
ま
し
た
。

出
願
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
し
込

み
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

で
、
在
留
証
明
と
成
績
書
の
コ

ピ
ー
は
試
験
当
日
持
参
で
よ
い

と
い
う
学
校
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
で
な
い
学
校
も
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
の
準
備
は
海
外
に

い
る
分
、
慎
重
に
行
い
ま
し
た
。

入
学
試
験
の
日
程
と
と
も
に
、

一
時
帰
国
日
を
決
め
ま
し
た
。

現
地
校
の
出
欠
管
理
が
厳
し
か

っ
た
た
め
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

事
情
を
説
明
し
、
欠
席
届
提
出
、

学
校
か
ら
の
連
絡
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
対
応
し
ま
し
た
。
日
本
に

戻
る
と
す
ぐ
冬
期
講
習
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
緊
張
、
寒
さ
、

慣
れ
な
い
交
通
手
段
で
の
移
動

で
体
調
を
く
ず
し
ま
し
た
。
受

験
前
に
時
差
や
気
温
差
に
体
を

慣
ら
す
た
め
の
日
程
的
余
裕
は

必
要
と
思
い
ま
す
。

次
女
は
ア
メ
リ
カ
で
留
守
番

と
い
う
こ
と
で
、
デ
イ
ケ
ア
を

予
約
し
、
友
人
に
預
か
っ
て
い

た
だ
き
、
主
人
は
勤
務
時
間
を

調
整
し
な
が
ら
約
１
か
月
を
乗

り
切
り
ま
し
た
。
家
族
が
一
緒

に
い
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
で
し

か
で
き
な
い
体
験
を
す
る
こ

と
、
英
語
力
を
伸
ば
す
こ
と
を

大
事
に
考
え
、
現
地
で
受
験
準

備
を
し
ま
し
た
。
い
ざ
始
め
て

い
く
と
、
受
験
勉
強
に
際
し
て
、

ま
わ
り
に
同
じ
志
を
も
つ
日
本

人
が
お
ら
ず
、
子
供
は
遊
び
た

い
の
を
が
ま
ん
し
、
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
る
な
か
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
保
つ
の
が
と
て
も
大
変

で
し
た
。
家
族
で
外
出
、
友
人

と
遊
ぶ
こ
と
で
息
抜
き
を
し
た

り
、
志
望
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
眺
め
て
話

を
し
た
り
、
個
別
指
導
の
先
生

か
ら
日
本
の
様
子
を
伺
い
な
が

ら
励
ま
し
続
け
ま
し
た
。
中
学

受
験
は
家
族
結
束
し
て
取
り
組

む
一
大
行
事
で
す
か
ら
、
ご
相

談
者
様
に
は
家
族
で
よ
く
話
し

合
っ
て
受
験
に
臨
ま
れ
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

「
フ
レ
ン
ズ
帰
国
生
母
の
会
」

で
は
帰
国
後
の
学
校
選
択
の
参

考
に
し
て
頂
き
た
い
と
、
毎
年

「
母
親
が
歩
い
て
見
た
帰
国
生

の
た
め
の
学
校
案
内
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
中
学
高
校
の
編
入
情
報
、

各
種
教
育
情
報
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
面
談
、
メ
ー
ル
、
電
話

に
て
相
談
も
承
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

本欄への相談は

●フレンズ帰国生母の会

Tel: 03-3212-8497（東京）

www.ne.jp/asahi/friends/kikoku

1983年10月設立。海外在住経験のある母

親たちのボランティア団体。海外赴任の

アドバイス、帰国子女入試・編入など、

海外生活教育相談を中心に活動している。

フレンズ帰国生母の会        若井碧相談員
滞在国：米国テキサス州３年　

滞在時の子ども達の年齢：長女１０〜１３歳、次女８〜１１歳

帰国生中学受験の現地での準備

か
る
た
で
も

百
人
一
首
む
ず
か
し
い

手
作
り

か
る
た
大
会

と
っ
た
！

http://shidogakuin.com
http://villagewellusa.com
https://japaneseschool.org
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わ
た
し
は
日
本
に
大
親
友
が

い
ま
す
。
そ
の
友
だ
ち
は
同
じ

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
た
お

さ
な
な
じ
み
で
す
。 

　
わ
た
し
は
そ
の
友
だ
ち
の
や

さ
し
い
所
が
大
す
き
で
す
。
困

っ
て
い
る
人
が
い
る
と
助
け
て

あ
げ
ま
す
。
通
学
路
で
こ
ろ
ん

で
い
る
子
が
い
た
時
は
、
お
母

さ
ん
を
す
ぐ
よ
び
に
行
っ
た

り
、
ば
ん
そ
う
こ
う
を
あ
げ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
行

動
で
き
る
所
も
わ
た
し
は
す
ご

い
な
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
の
友
だ
ち
は
と
て

も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
事
や
こ
ま
っ
た
時
な

ど
お
店
の
人
や
大
人
の
人
に
す

ば
や
く
き
け
ま
す
。
わ
た
し
は

少
し
は
ず
か
し
く
て
き
け
な
い

の
で
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま

す
。 

　
わ
た
し
が
日
本
を
た
つ
前
、

引
っ
こ
し
が
終
わ
っ
て
家
が
か

ら
っ
ぽ
に
な
っ
た
の
で
、
家
の

近
く
の
ホ
テ
ル
に
と
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
友
だ
ち
も
い
っ
し
ょ

に
と
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
い

っ
し
ょ
に
ご
は
ん
を
食
べ
た

り
、
お
話
を
し
た
り
し
ま
し

た
。
話
を
し
て
い
る
時
に
、
わ

た
し
は
明
日
な
ん
か
来
な
け
れ

ば
い
い
の
に
と
思
い
ま
し
た
。

次
の
日
、
友
だ
ち
が
な
き
な
が

ら
見
送
っ
て
く
れ
た
時
は
さ
み

し
く
て
つ
ら
か
っ
た
で
す
。 

　
は
な
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
け

れ
ど
、
手
紙
を
交
か
ん
し
た

り
、
テ
レ
ビ
電
話
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
と
日

本
、
遠
く
は
な
れ
て
い
て
も
大

切
な
お
友
だ
ち
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
滞
米
６
か
月
） 

      

　
　
　
⬜�
　
　
⬜
　
　
⬜

　
日
本
だ
っ
た
ら
、
も
う
少
し

会
場
の
係
り
の
人
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
り
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
か
か
っ
た
り
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
ら

し
い
と
も
思
っ
た
。 

　
私
は
秋
休
み
の
間
に
、
ア
ト

ラ
ン
タ
に
あ
る
ア
ク
ア
リ
ウ
ム

を
訪
れ
た
。
館
内
は
予
想
以
上

に
広
く
、
な
か
で
も
、
一
番
大

き
な
水
槽
に
は
見
惚
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
に
は
三
頭
も
の
ジ

ン
ベ
イ
ザ
メ
が
い
た
の
だ
。
私

が
前
に
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
見
た

の
は
、
八
年
前
だ
。
そ
の
時
私

は
、
幼
稚
園
の
年
長
だ
っ
た
。

初
め
て
見
る
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ

が
、
と
て
も
大
き
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。
し
か
し
、
今

回
は
三
頭
い
他
こ
と
も
あ
り
、

さ
ら
に
壮
大
に
感
じ
た
。
そ
し

て
と
て
も
美
し
く
見
え
た
。 

　
他
に
、
ア
メ
リ
カ
ら
し
い
と

思
っ
た
こ
と
は
、
イ
ル
カ
の
シ

ョ
ー
だ
。
朝
一
番
の
シ
ョ
ー
だ

っ
た
の
で
ど
れ
程
水
し
ぶ
き
を

浴
び
る
シ
ョ
ー
な
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
。
少
し
濡
れ
た
い
気

持
ち
と
、
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と

い
う
、
ワ
ク
ワ
ク
感
が
広
が
っ

た
。
で
も
、
私
の
家
族
は
少
し

だ
け
上
の
方
の
段
に
座
っ
た
の

で
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
。 

　
シ
ョ
ー
が
始
ま
っ
て
い
く

と
、
次
々
に
イ
ル
カ
が
現
れ

て
、
イ
ル
カ
の
飼
育
員
と
と
て

も
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
ジ
ャ

ン
プ
技
が
一
番
盛
り
上
が
り
、

こ
ん
な
に
イ
ル
カ
は
跳
ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
感
心
し
た
。

私
は
、
て
っ
き
り
ジ
ャ
ン
プ
技

の
時
に
水
が
飛
ん
で
く
る
の
か

と
思
っ
て
い
た
が
、
全
然
水
が

飛
ん
で
く
る
気
配
が
な
か
っ
た

の
で
、
油
断
し
て
い
た
。
そ
の

時
い
き
な
り
、
イ
ル
カ
が
水
槽

の
壁
ま
で
来
て
、
明
ら
か
に
観

客
に
向
け
て
水
を
掛
け
始
め

た
。
私
た
ち
は
、
ま
ん
ま
と
水

し
ぶ
き
の
餌
食
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
予
想
以
上
に
水
し
ぶ
き

の
量
が
多
く
、
悲
鳴
に
近
い
声

を
上
げ
た
。
周
り
の
人
も
皆
び

し
ょ
濡
れ
で
、
泣
き
出
し
て
し

ま
う
小
さ
な
子
供
も
い
た
。
シ

ョ
ー
の
前
の
説
明
で
は
、
こ
ん

な
に
大
量
の
水
が
掛
か
る
と

は
、
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
。

日
本
だ
っ
た
ら
、
水
が
掛
か
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
な

ど
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
る
の
だ

ろ
う
が
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
無
い

こ
と
で
、
ワ
ク
ワ
ク
感
が
増
す

の
か
も
と
思
っ
た
。 

　
ま
た
一
つ
ア
メ
リ
カ
ら
し
さ

を
体
験
で
き
た
秋
休
み
と
な
っ

た
。 

　
　
　
（
滞
米
１
年
４
か
月
）
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想
像
し
て
み
よ
う
。
検
査
の

た
め
に
と
ら
れ
た
あ
な
た
の
細

胞
が
、
無
断
で
医
者
や
研
究
者

に
よ
っ
て
培
養
さ
れ
る
の
を
。

そ
し
て
、
そ
の
細
胞
が
ポ
リ
オ

の
ワ
ク
チ
ン
や
、
ガ
ン
の
最
先

端
の
研
究
を
生
み
出
す
の
を
。

現
在
の
医
学
は
、
一
人
の
黒
人

女
性
の
細
胞
を
使
っ
た
研
究
で

劇
的
に
進
歩
し
た
。
そ
の
人
の

名
前
は
、
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
・
ラ

ッ
ク
ス
で
あ
る
。 

　
１
９
５
１
年
。
子
宮
頸
が
ん

の
専
門
家
リ
チ
ャ
ー
ド
・
テ
リ

ン
ド
は
、
非
浸
潤
タ
イ
プ
の
子

宮
頸
が
ん
は
放
っ
て
お
く
と
、

浸
潤
、
つ
ま
り
広
が
る
タ
イ
プ

の
ガ
ン
に
な
っ
て
死
に
至
る
、

と
い
う
理
論
を
検
証
し
よ
う
と

し
て
い
た
。
当
時
、
ジ
ョ
ン
・

ホ
プ
キ
ン
ス
病
院
と
い
う
事
前

病
院
に
は
、
た
く
さ
ん
の
貧
し

い
黒
人
女
性
が
無
料
で
医
療
を

受
け
て
お
り
、
テ
リ
ン
ド
は
そ

の
研
究
を
進
め
る
た
め
に
、
患

者
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
・
ラ
ッ
ク
ス

の
ガ
ン
細
胞
を
採
取
す
る
よ
う

依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
人
間
の
細
胞
は
培
養
し
よ
う

と
し
て
も
数
時
間
で
死
ん
で
し

ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ヘ
ン

リ
エ
ッ
タ
・
ラ
ッ
ク
ス
の
ガ
ン

細
胞
は
、
み
ご
と
に
培
養
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
。 

　H
ela

と
名
付
け
ら
れ
た
そ

の
細
胞
は
、
そ
の
後
多
く
の
科

学
者
に
贈
ら
れ
、
色
々
な
実
験

に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

原
爆
の
実
験
に
使
わ
れ
、
宇
宙

に
も
送
ら
れ
、H

ela

を
培
養

す
る
工
場
も
建
て
ら
れ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
実
は
、H

ela

は
ラ
ッ
ク
ス
の
同
意
を
得
ず

に
、
培
養
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ

た
。
ラ
ッ
ク
ス
の
家
族
が
、
彼

女
の
細
胞
が
医
学
の
研
究
に
使

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
の

は
、
彼
女
の
死
後
、
何
年
も
た

っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。
も
う
そ

の
時
に
は
す
で
にH

ela

細
胞

は
何
億
個
も
培
養
さ
れ
、
世
界

中
で
使
わ
れ
て
い
た
。
ラ
ッ
ク

ス
の
家
族
は
貧
し
か
っ
た
。
ラ

ッ
ク
ス
は
自
分
の
細
胞
が
と
ら

れ
た
こ
と
自
体
を
知
ら
な
か
っ

た
の
だ
か
ら
、
家
族
に
は
な
ん

の
報
酬
も
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
。 

　
こ
の
黒
人
女
性
の
お
か
げ

で
、
僕
た
ち
は
、
現
在
ガ
ン
や

ポ
リ
オ
の
適
切
な
治
療
を
受
け

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
ど
う
か
覚
え
て
お
い
て
ほ
し

い
。
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
ラ
ッ
ク
ス
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」 

　
　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
浜
　
開 

「わたしの大親友」 
　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小３　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　かつら　な生 

（記載学年は応募時のものです）

■児童生徒作文のページ■

　
冬
休
み
初
め
の
朝
、
ぐ
っ

す
り
と
寝
て
い
る
私
を
だ
れ

か
が
パ
タ
パ
タ
と
た
た
い

た
。
「
早
く
、
早
く
。
起
き

て

外

へ

遊

び

に

行

こ

う

よ
。
」
と
て
も
は
し
ゃ
い
だ

声
で
、
私
を
起
こ
し
て
き
ま

し
た
。
だ
れ
か
と
思
い
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
と
目
を
開
け

て
み
る
と
、
私
が
飼
っ
て
い

る
二
ひ
き
の
犬
タ
ン
タ
ン
と

ル
ー
ク
で
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
す
ぐ
後
ろ
に
、
な
ん
と

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
も
い
る
の

で
す
。
「
キ
ャ
ー
、
助
け
て

ー
。
」
と
、
私
は
さ
け
び
ま

し
た
。
す
る
と
タ
ン
タ
ン

が
、
「
大
丈
夫
だ
よ
。
彼

は
、
ぼ
く
た
ち
の
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
な
ん
だ
よ
。
初
雪
だ
か

ら
北
極
点
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
る
ん
だ
よ
。
」
と
、
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
私
が
ま
だ
ベ
ッ
ド
の
中
で

ぼ
う
っ
と
し
て
い
る
と
、
ル

ー
ク
が
そ
わ
そ
わ
し
て
、

「
ど
う
し
て
、
ま
だ
ベ
ッ
ド

に
入
っ
て
い
る
の
。
も
う
時

間
が
な
い
か
ら
、
こ
の
ベ
ッ

ド

を

飛

行

機

に

変

え

る

よ
。
」
と
言
う
と
、
私
の
ベ

ッ
ド
は
た
ち
ま
ち
飛
行
機
に

変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
秒

後
、
私
た
ち
は
北
極
点
に
着

き
ま
し
た
。 

　
飛
行
機
を
降
り
る
と
、
空

か
ら
雪
で
は
な
い
何
か
白
い

ボ
ー
ル
が
降
っ
て
い
ま
し

た
。
何
か
と
思
っ
て
見
て
い

る
と
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
ホ

ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
が
そ
の
お
か

し
な
白
い
ボ
ー
ル
を
食
べ
て

い
ま
し
た
。
「
こ
れ
、
美
味

し
い
で
す
よ
。
」
と
、
言
う

の
で
私
も
食
べ
て
み
た
ら
、

と
て
も
も
ち
も
ち
し
て
い
い

ま
し
た
。
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

に
こ
れ
は
何
か
と
聞
い
て
み

た
ら
、
「
こ
れ
は
、
も
ち
も

ち
虫
で
す
よ
。
と
て
も
体
に

い
い
で
す
よ
。
」
と
、
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
虫
と
聞
い

て
、
驚
い
た
け
ど
、
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
の
で
、
み
ん

な
で
夢
中
で
食
べ
ま
し
た
。 

　
ま
た
来
年
も
初
雪
の
日

は
、
も
ち
も
ち
虫
を
食
べ
に

来
よ
う
と
み
ん
な
で
、
決
め

ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
滞
米
４
年
） 

       

　
　
⬜�
　
　
⬜
　
　
⬜

「
秋
休
み
の
体
験
」 

　
　
　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
澤
　
美
輝 

「初雪の日は…」 
　　　　　ミシガン州デトロイトりんご会補習授業校小5　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　坂本　琴芭 
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VOICES From

Japan
recently cele-
b r a t e d
“ Coming of
Age Day,”
where young
adults all over
Japan who
have reached
the age of 20
in the past year will be celebrating
their adulthood. Women are dressed in
colorful kimonos with beautiful obi
sashes and intricate hair ornaments.
Men were dressed in traditional
Japanese clothing or in Western-style
suits. They are ready to be celebrated
as adults at their seijin-shiki (Coming
of Age ceremony).

When I first went to work in
Japan, I had to give a speech at age 22
to a group of 20-year-old Japanese
about “becoming an adult.” What on
earth did I know as a young American
about becoming an adult? I had just
graduated from college! It made me
think about the benefits and expecta-
tions of “coming of age” in each coun-
try. At a certain age, we get the right to
drive, vote and consume alcohol,
amongst other things. Our responsibili-
ties increase. Are we ready for more
responsibilities at a certain age, such as
paying bills, feeding ourselves and
making sure we are going to school or
work on time? Do we have good
enough decision-making abilities or
life experience, for example, to vote
for the leaders of our country?

We now have coined the phrase
“adulting” when we feel like we are
doing something which is “grown up.”
Who defines what it means to be an
adult versus not an adult? Does putting
on a suit or a kimono suddenly make
us adults? What was your defining
moment when you felt you had
become an adult? 
(Kia Cheleen is an intercultural con-
sultant and a Japanese/English writer,
translator and interpreter. Visit her at
www.gillespieglobal.net or e-mail
kcheleen@gmail.com)

“Adulting” in

Kimonos and Suits

by Kia Cheleen

A Turbulent Relationship
Between Japan and the United States

The second year of the Reiwa
era, 2020, is an important year for us
[Japanese]. We have the Tokyo
Olympic/Paralympic Games, and the
United States has the Presidential
Election. These happenings might
greatly affect the Japanese economy.
Looking back at history, it’s been 60
years since New York City and
Tokyo became sister cities, 60 years
since the Japan-United States
Security Treaty was established and
75 years since the war ended. It has
also been 115 years since The Nippon
Club has been established and 500
years since Magellan found the strait
and globalism began.

Finally, it’s been 160 years
since a group of samurai diplomats
arrived in the United States to
exchange instruments of ratification

of the Treaty of Amity and Commerce.
They left Yokohama on February 13,
stayed in Washington, D.C. for three
weeks and arrived in New York on
June 16, 1860. This was the beginning
of our relationship with the United
States. 

There are lots of things that we
need to discuss in the world: North
Korea, the Taiwan election, the Middle
East and so many other things that are
going on. To have a good relationship
with the United States is the core to
building peace and prosperity. I’m
hoping people who are in New York
City will play a big role to make this
relationship stronger.
(Ambassador Kanji Yamanouchi,
Consul General of Japan in New York) 

Alternating Between Hope and Fear

Looking back at the year 2019, there
was only a 3% growth in the economy
compared to last year, the lowest since the
bankruptcy of Lehman Brothers. With a
global business recession causing trade
conflicts, a decrease in investment activi-
ties, sensitive situations in developing
countries, high pressure from the economic
situations in Argentina and South America,
the situation in the Middle East, a price
hike on daily use products, inequality in
economics and citizens protesting corrup-
tion, there are so many things going on in
the world. I even had to cancel a business
trip to Chile due for security reasons. On
the other hand, we can see hope in the
manufacturing industry. The economy in
China is getting better, so specialists see a
bright future in the global economy. If that
is the case, then surely the global economy
will be better. This year will be an exciting
year for us as we have Tokyo Olympic and
Paralympic Games. We want to continue
to exchange ideas and create a bright
future for Japanese society in this city.
(Katsurao Yoshimori, President of the

Japanese Chamber of Commerce and
Industry)

The Year of New Prosperity  

There are a lot of big news stories
around the world this New Year’s season,
so I feel this year will be the “Year of
Change.” Last year was the beginning of
the Reiwa era, a new epoch for Japan
whose name represents beautiful souls
sharing their hearts with each other and
fostering cultural exchange. In the Rugby
World Cup, the Japanese team fought very
well, and people of the world understood
that Japan is a peaceful country with a
principle of hospitality called omotenashi.
This is the second year of Reiwa, and we
will have the Tokyo Olympic and
Paralympic Games, so Japan will receive
focus from media all over the world.

The Nippon Club was established in
1905. This year we are celebrating our
115 year anniversary. Members are
enjoying our programs and fostering
friendship between Japan and the United
States. Since this year the world will
have its eyes on Japan, we would like to
introduce Japanese traditional culture
through our cultural programs, art gal-
leries and sport events. As you know,
there are a lot of facilities in this build-
ing, including a Japanese restaurant. So
please enjoy the delicious taste of
Japanese cuisine like shabu shabu and
such. 2020 is the year of the rat in the
Japanese traditional calendar; it repre-
sents prosperity and the beginning and
growth of new things. I would like to
make the club more enjoyable and con-
tribute to the members. (Masaki
Nakajima, President of the Nippon Club)

Year of the Census

In the Japanese American
Association, which we call JAA, 80% of
the members are Japanese from Japan,
and 20% are Japanese American. We
have been contributing through our many
activities. This year is the year of the
census which occurs every 10 years. It is
very important for struggling ethnic
groups to get social welfare from the
government. As you know, most
Japanese in the United States keep their
Japanese nationality because Japan does
not permit dual citizenship like the
United States. Because of that, Japanese
nationals do not have voting rights, and it
means politicians do not care about peo-
ple who cannot participate in elections of
any kind. However, even if you do not
have American citizenship, you can fill
out the census documents as a Japanese
in the United States so that you are
counted as part of the “Japanese related
population. ”So please do not throw
away the application form, and please fill
it out. January 31 is Fred Korematsu
Day, which is a memorial day of protest
to the President’s Order 9066 in World
War II. That order forced Japanese
Americans to be sent to concentration
camps. I want to highlight Japanese
American history this year and promote
to more young generation members such
as Japanese weekend school graduates.
(Susan Onuma, President of the Japanese
American Association of New York)
York)

The Consul General of Japan in New York hosted a New Year’s Party at
the Nippon Club on January 10 alongside the Japanese Chamber of
Commerce and Industry of New York, Inc., The Nippon Club and the
Japanese American Association of New York. 216 people attended the event.
Following the national anthem, the CEO of each organization made a New
Year’s speech and then made a toast to the New Year. Traditional Japanese
New Year’s food was served and guests enjoyed themselves.

(Ryoichi Miura/Translated by Chikako Iwasaki and  shunji Imai)

Celebrating the New Year Japanese Style in New York
New Year’s Business Card Exchange Party

From left: Mr. Nakajima, Ms. Onuma, Ambassador Yamanouchi and Mr. Yoshimori
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EVENT
■ジャパン・ソサエティー／日本のお
正月を祝う＝26日13:30、14:30 Japan
Society（333 E. 47th St）Tel:212-715-
1258 入場料: $18　2歳以下は無料　日
本のお正月を祝う家族参加型プログラ
ム。和太鼓の演奏や獅子舞踊りをはじ
め、凧作り、書き初め、福笑い、かる
たなど日本の正月のさまざまな遊びを
通して伝統文化を紹介する。
詳細はwww.japansociety.org
■ニューヨークタイムズ・トラベル・
ショー＝26日まで　Jacob K. Javits
Convention Center（655 W. 34th St）
Tel:212-216-2000　入場料：$20　国内
外から3万以上の関係業者が集い、今年
の人気トレンドや傾向などを紹介する。
詳細はwww.javitscenter.com/
■ホリデー・トレイン・ショー＝26日
まで The New York Botanical Garden

（Bronx Pkwy & East Fordham Rd,
Bronx）Tel:718-817-8700　25日は休館
入場料: ＄23（平日・大人）、＄20（平
日・シニア・学生）、＄10（子供）、会
員・2歳未満無料　ミニチュアになった
ニューヨークのランドマーク的建造物

や橋を走り抜けるモデルトレインのシ
ョー。ヤンキースタジアムや人工滝を
含む140の作品を展示している。
詳細はwww.nybg.org
■2020年冬のアンティークショー＝2
月2日まで　Park Avenue Armory (643
Park Ave) Tel:212-616-3930　入場料：
＄30　今年で63回目を数える全米で有
数のアンティークショー。美術品や家
具、クラフトやジュエリーの関係者が
一堂に介して展示販売する。
詳細はwww.winterantiquesshow.com
■ニューヨーク・ブロードウエー・ウ
ィーク＝2月9日まで　各劇場、または
ウェブサイトにて購入する　ブロード
ウエーミュージカルのチケットが1枚の
値段で2枚購入できる恒例のプロモーシ
ョンイベント。シカゴやオペラ座の怪
人、ウィキッドなど21の人気ミュージ
カルを半額で見られる貴重な機会。
詳細は.nycgo.com
■冬のレストラン・ウィーク2020＝2
月9日まで（市内の参加レストラン約
250店)　有名レストランの食事がラン
チ＄26、ディナー$42（いずれもプリフ
ィックス3コース、飲み物、税&サービ
ス料は別途）で楽しめる恒例イベント。
詳細はwww.nycvisit.com
■ニューヨーク・マスト・シー・ウィ
ーク＝2月10日まで　市内各所にあるさ
まざまなアトラクション、美術館や博
物館、ツアー、パフォーミングアート
の参加費や入場料が１枚の値段で２枚
購入できる。ビッグアップルサーカス、
ブロンクス動物園、カーネギーホール
ツアー、ＮＹシティバレエやＮＹフィ
ルなど、全69施設が参加する。　
詳細はnycgo.com
■アイススケート・リンク＝冬季期間

中開催 住所、連絡先、料金は施設によ
って異なる　☆World’s Fair Ice Skating
Rink（Flushing Meadows Corona Park,
Queens）Tel: 718-271-1996 ☆Rink at
Rockefeller Center（50th St. off 5th
Ave) Tel: 212-664-3700 www.rocke-
fel lercenter.com ☆ Wol lman Rink

（Central Park on 63rd St）Tel: 212-439-
6900　☆Lasker Rink, Central Park

（107th St）Tel : 212-534-7639　☆
Staten Island War Memorial Ice Skating
Rink（Victory Blvd.,Staten Island）Tel:
718-720-1010 ☆Kat Wollman Rink（East
Dr, Prospect Park, Brooklyn) Tel: 718-
282-7789 　
4リンク共通www.nycgovparks.org

MUSIC
■ブルーノート＝30日まで　20:00、
22:30　料金はアーティストによって異
な る 　 Blue Note（ 131 W. 3rd St）
Tel:212-475-8592　出演：〜26日ディジ
ー・ギレスビー・オールスターズ／28
日〜30日アントニオ・サンチェス・ア
ンド・マイグレーションズ
詳細はwww.bluenote.net/
■2019年〜2020年カーネギーホール・
コンサート＝31日まで　時間、料金は
ア ー テ ィ ス ト に よ っ て 異 な る
Carnegie Hall (881 7th Ave) Tel:212-
247-7800　クラシック音楽、オペラ、
リサイタルからポピュラーな軽音楽や
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❶目抜き通りに
巨大シーソー31日まで
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し
て
シ
ン
グ
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カ
ッ
ト
し

て
出
し
す
と
オ
リ
コ
ン
週
間

チ
ャ
ー
ト
最
高
26
位
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も
、
約
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売
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上
げ
、

モ
ッ
プ
ス
最
大
の
ヒ
ッ
ト
に

な
っ
た
。

ジャズまで多彩な音楽を紹介する。出演:
26日USA・ジャパン・グッドウィル・コ
ンサート／27日カーチャ・グリネーワ／
28日ニューヨーク・ストリング・オーケ
ストラ／30日アンヌ・ゾフィー・ムッタ
ーほか／31日アメリカン・シンフォニ
ー・オーケストラ
詳細はwww.carnegiehall.org/
■アメリカン・ソングブック・シリーズ
2020＝2月29日まで　時間と入場料、会
場 は ア ー テ ィ ス ト に よ っ て 異 な る
Frederic P.　Rose Hall（Broadway & 60th
St）Tel: 212-721-6500　ブルーグラス、
コンテンポラリーカントリー、ロック、
クラシックジャズ、ブロードウェー、キ
ャバレーなど20世紀から今日までアメリ
カで誕生した多様なジャンルの音楽を紹
介する。　　詳細はwww.lincolncenter.org
■メトロポリタン・オペラ2019-2020シ
ーズン＝5月9日まで　公演は日曜を除く
毎日、時間は曜日や公演によって異なる
Metropolitan Opera House (Lincoln Center)
Tel:212-362-6000 料金：＄30〜＄480
新演出作品は「ポーギーとベス」「アク
ナーテン」、「ボッツェック」、「アグリッ
ピーナ」、「さまよえるオランダ人」の5
作品。レパートリーは「マクベス」、「椿
姫」、「トスカ」、「ラ・ボエーム」など。
オペラ初心者からオペラ通まで楽しめる
ラインナップ。　　詳細はwww.met-
opera.org

DANCE&THEATER
■ビッグアップル・サーカス公演＝2月
21日まで　時間は曜日によって異なる
Damrosch Park (62nd St bet Columbus &
Amsterdam Ave) Tel:212-257-2330　入
場料：＄45〜＄195　ビッグアップルサ
ーカスが今年もやってくる。若いリング
マスターのもと、エキゾチックな動物や
獣は登場しないが、仔馬や犬などが愛嬌
ある演技を披露する。アクロバットやピ
エロも登場。スリルと笑いが詰まったエ
ンターテインメント。
詳細はwww.bigapplecircus.com
■ニューヨークシティ・バレエ2019年〜
2020年冬季シーズン＝3月1日まで　時
間は曜日によって異なる David Koch
Theater（20 Lincoln Center）Tel: 212-
870-5570 入場料: $35〜$200　７つのテ
ーマ「オール・バランシン」「バランシ
ン＋ペック」「ストラビンスキーとバラ
ンシン」「ニュー・コンビネーションズ」

「クラシックNYBI」「クラシックNYBⅡ」
とフルレングスの「白鳥の湖」に分かれ
て上演される。
詳細はwww.nycballet.com/

ART
■メイド・イン・トーキョー:建築と暮ら
し1964/2020＝26日まで　Japan Society
Gallery (333 E 47th St) Tel:212-715-
1258 入場料：$12　$10（学生・シニア）
会員・16歳未満無料　東京の五輪開催年
である1964年と2020年のあいだの東京
の社会的変遷を建築を通して紹介する。
アトリエ・ワン（塚本由晴＋貝島桃代）
がキュレーター兼展覧会デザイナーを務
め6つの建築カテゴリー、18の建築物で
構成。　　詳細はwww.japansociety.org/

モ
ッ
プ
ス
の
12
枚

目
の
シ
ン
グ
ル
。
１

９
７
２
年
７
月
５
日

発
売
。
元
々
は
吉
田

拓
郎
が
ア
マ
チ
ュ
ア

時
代
に
所
属
し
て
い

た
Ｇ
Ｓ
バ
ン
ド
「
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
ズ
」
の

曲
。
モ
ッ
プ
ス
に
提

イ
ノ
シ
シ
の
「
ア
ー
バ
ン
化
」

は
、
全
国
的
に
進
ん
で
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。北

海
道
・
札
幌
市
で
は
昨
年

の
夏
、
ヒ
グ
マ
が
出
没
し
、
大

騒
ぎ
に
な
っ
た
。
「
ア
ー
バ

ン
・
ヒ
グ
マ
」
だ
。
札
幌
市
南

区
の
住
宅
街
に
ヒ
グ
マ
が
現
れ

た
の
は
８
月
上
旬
。

北
海
道
の
ク
マ
は
、

本
州
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

と
は
違
う
、
ヒ
グ
マ
は
猛
獣
。

北
海
道
に
は
巨
大
な
ヒ
グ
マ
に

襲
わ
れ
た
日
本
史
上
最
大
最
悪

の
害
獣
事
件
の
記
録
が
残
る
。

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
、

北
海
道
の
開
拓
地
三
毛
別
。
わ

ず
か
15
家
族
の
小
さ
な
集
落
を

巨
大
な
ヒ
グ
マ
（
体
長
２
・
７

メ
ー
ト
ル
、

体
重
３
４
０

キ
ロ
）
が
襲

い
、
７
人
の

死
者
と
３
人

の
重
傷
者
を

出

し

た

事

件
。北

海
道
を

旅
し
て
い
た

時
、
山
道
に

「
ヒ
グ
マ
出

没
注
意
」
の
標
識
が
立
っ
て
い

た
。
ヒ
グ
マ
が
立
ち
上
が
り
真

っ
赤
な
口
を
開
け
て
い
る
絵
。

ゾ
ッ
と
し
た
。

ア
ー
バ
ン
・
イ
ノ
シ
シ
、
ア

ー
バ
ン
・
ヒ
グ
マ
の
出
没
も
元

は
と
い
え
ば
人
間
。
地
球
温
暖

化
に
行
き
つ
く
。
　
（
お
わ
り
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

309：アーバン・ヒグマ

イ
ギ
リ
ス
人
振
付
家
、
マ

シ
ュ
ー
・
ボ
ー
ン
の
伝
説
の

バ
レ
エ
舞
台
「
白
鳥
の
湖
」

新
演
出
版
が
29
日
（
水
）
か

ら
２
月
２
日
（
日
）
ま
で
、

シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
西
55
丁

目
１
３
１
番
地
）
で
上
演
さ

れ
る
。

ボ
ー
ン
は
権
威
あ
る
ロ
ー

レ
ン
ス
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
賞
を

５
回
受
賞
、
ト
ニ
ー
賞
の
優

秀
振
付
賞
と
最
優
秀
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
演
出
賞
の
両
方
を
受

賞
し
た
唯
一
の
イ
ギ
リ
ス
人

で
、
彼
の
「
白
鳥
の
湖
」
は

現
代
バ
レ
エ
作
品
で
最
も
有

名
だ
と
言
え
る
。
悪
魔
に
よ

り
白
鳥
の
姿
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
た
オ
デ
ッ
ト
姫
と
王
子

の
悲
恋
を
描
く
古
典
バ
レ
エ

作
品
を
、
１
９
９
５
年
に
ボ

ー
ン
が
力
強
い
男
性
ダ
ン
サ

ー
と
斬
新
な
現
代
の
セ
ッ
ト

に
置
き
換
え
、
男
性
の
悲
恋

ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
ワ
イ
ル

た
ど
り
つ
い
た
ら
い
つ
も

雨
ふ
り

モ
ッ
プ
ス

ド
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
表
現

し
、
バ
レ
エ
界
の
常
識
を
塗
り

替
え
た
。
新
演
出
版
で
も
男
性

ダ
ン
サ
ー
達
の
圧
倒
的
な
群
舞

な
ど
見
ど
こ
ろ
は
一
杯
の
作
品

だ
。入

場
料
は
35
ド
ル
か
ら
１
５

０
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
や
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.ny
ci-

ty
center.org/

を
参
照
。

courtesy@citycenter.org

伝説のマシュー・ボーン

白鳥の湖再現
男性ダンサーの群舞圧巻

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

w
w

w
.n

y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

週刊ＮＹ生活

＊＊ 編編 集集 部部 イイ ンン タタ ーー ンン 　　 急急 募募 ！！ ！！

業務内容：　オフィスで新聞作りの基本部分の手伝い、

取材に出て記事の執筆も可能性あり。

・長期にできる方希望。出社スケジュールは相談可。

お問い合わせは：NY Seikatsu Press, Inc.　

Phone: 212-213-6069   Fax: 212-213-6451 

E-mail: info@nyseikatsu.com 担当：三浦まで

http://shirt.co.jp/sakasamegane/
http://op-ed.jp
https://www.youtube.com/watch?v=-A4Snwsd_Q8
https://youtu.be/IiYDH4km_zc


（25）　［総　合］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和2年）1月25日（土）

い
ま
ど
き
、
プ
ラ
モ
デ

ル
に
興
じ
る
小
学
生
な
ど

皆
無
か
も
し
れ
な
い
が
、

時
間
が
止
ま
っ
た
か
の
よ

う
な
模
型
店
が
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
５
番
街
と
６
番
街

に
挟
ま
れ
た
45
丁
目
の
ビ

ル
地
下
に
あ
る
。
創
業
１

９
３
８
年
と
い
う
か
ら
戦

前
か
ら
で
、
い
ま
は
５
代

目
の
オ
ー
ナ
ー
。
「
日
本
製

の
プ
ラ
モ
デ
ル
は
世
界
最

高
の
品
質
で
と
て
も
人
気

が
あ
る
よ
」
と
主
人
の
ア

ラ
ン
・
ス
ピ
ッ
ツ
さ
ん
＝

写
真
＝
。
お
昼
時
に
は
背

広
姿
の
中
高
年
も
フ
ラ
リ

息
抜
き
に
現
れ
る
そ
う
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
少
年
時
代
に
戻
る
。

The Red Caboose
23 W45th St.

(bet 5th & 6th Aves)
New York, NY 10036
Tel: 212-575-0155

月ー金：11:15-19:00
土曜：11:00-17:00

www.theredcaboose.com

プ
ラ
モ
デ
ル
は

中
高
年
に
人
気

日本製プラモデルが積まれている店内。ここだけ「昭和」の空間だ 休日は草レースならぬ草フライト

実
機
の
資
料
な
ど
も
取
り
寄
せ
、
研
究
し
て
か
ら
作
れ
ば
、
よ
り
リ
ア
ル
な
世
界
で
心
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る

エ
ン
ジ
ン
模
型
飛
行
機

懐
か
し
の
Ｕ
コ
ン

エ
ン
ジ
ン
模
型
飛
行
機
は
、
半
世
紀

前
く
ら
い
ま
で
は
大
人
の
趣
味
と
し
て

世
界
中
で
愛
好
家
が
い
た
。
そ
の
な
か

で
も
原
点
と
な
る
の
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ラ
イ
ン
、
い
わ
ゆ
る
Ｕ
コ
ン
機
だ
。
ワ

イ
ヤ
ー
に
つ
な
が
れ
て
エ
ン
ジ
ン
の
推

進
力
と
遠
心
力
で
宙
返
り
や
背
面
飛
行

も
自
由
自
在
。
も
っ
と
も
す
べ
て
は
ワ

イ
ヤ
ー
の
届
く
範
囲
の
中
だ
け
で
の
話

だ
が
、
糸
の
切
れ
た
凧
を
操
る
よ
う
な

ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
よ
り
は
、
は
る
か
に

操
縦
感
覚
が
直
に
腕
に
響
く
。
バ
リ
バ

リ
と
白
煙
を
出
し
て
騒
音
を
ま
き
散
ら

す
Ｕ
コ
ン
は
、
決
し
て
環
境
に
は
優
し

く
な
い
が
、
大
の
大
人
が
手
に
汗
握
る

非
日
常
の
緊
張
感
を
味
わ
え
る
。
（
三
）

第
一
次
大
戦
の
ド
イ
ツ

軍
の
フ
ォ
ッ
カ
ー
・
ア

イ
ン
デ
ッ
カ
ー
Ｅ
Ⅲ
の

模
型
設
計
図
（
上
）
。
組

み
立
て
後
の
完
成
（
左
）

Oh! my
Hobby!!
NEW YORK SEIKATSU PRESS

紙面をまるごとウェブで読める！

「週刊ＮＹ生活デジタル版」
過去の紙面も10年分以上閲覧でき、必要なページはPDFで保存。とても便利です！！

www.nyseikatsu.com

http://www.easeny.com/
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://drahnent.com/
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司
法
に
お
け
る
偏
見
、
差
別

の
ゆ
が
み
。
死
刑
と
い
う
極
刑

で
さ
え
も
、
事
件
の
真
相
を
追

求
す
る
こ
と
な
く
、
い
と
も
簡

単
に
下
さ
れ
る
。
貧
困
や
人
種

差
別
に
あ
え
ぐ
人
々
が
直
面
す

る
不
条
理
な
現
実
を
、
実
際
に

あ
っ
た
事
柄
に
基
づ
い
て
語
る

パ
ワ
フ
ル
な
作
品
だ
。

え
ん
罪
の
可
能
性
が
あ
る
受

刑
者
の
再
審
を
支
援
す
る
イ
コ

ー
ル
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
・
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
の
責
任
者
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
大
学
ス
ク
ー
ル
・
オ

ブ
・
ロ
ー
教
授
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
が
実
際
に

扱
っ
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
マ
ク
ミ

リ
ア
ン
の
ケ
ー
ス
に
焦
点
を
当

て
る
。
原
作
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

ソ
ン
弁
護
士
の
回
顧
録
に
基
づ

い
て
い
る
。

公
正
な
裁
判
を
受
け
ら
れ
な

い
人
々
を
救
う
た
め
に
全
力
を

尽
く
す
若
き
弁
護
士
ブ
ラ
イ
ア

ン
に
マ
イ
ケ
ル
・
Ｂ
・
ジ
ョ
ー

ダ
ン
。
「Fruitvale

Station

」

（
フ
ル
ー
ト
ベ
ー
ル
駅
、
２
０

１

３

年

）

で

注

目

さ

れ

、
「C

reed

」
（
ク
リ
ー
ド
　
チ
ャ

ン
プ
を
継
ぐ
男
、
15
年
）
で
全

米
映
画
批
評
家
協
会
賞
で
主
演

男
優
賞
を
受
賞
し
た
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
若
手
黒
人
俳
優
だ
。

無
実
の
罪
で
死
刑
宣
告
を
受

け
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
に
「
コ
ラ
テ

ラ
ル
」
や
「R

ay/

レ
イ
」
な
ど

演
技
力
が
評
価
さ
れ
る
ジ
ェ
イ

ー
ミ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
。
ブ
ラ

イ
ア
ン
を
支
え
る
人
権
擁
護
活

動
家
エ
バ
に
「
ル
ー
ム
」
「
キ

ャ
プ
テ
ン
・
マ
ー
ベ
ル
」
の
ブ

リ
ー
・
ラ
ー
ソ
ン
。
脚
本
・
監

督
は
「T

he
G

lass
C

astle

」

(

ガ
ラ
ス
の
城
の
約
束
）
の
デ
ス

テ
ィ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
・
ク
レ
ッ

ト
ン
。

ブ
ラ
イ
ア
ン
は
両
親
の
影
響

や
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク

ー
ル
時
代
の
体
験
か
ら
す
で
に

自
分
の
進
む
方
向
を
決
め
て
い

た
。
誰
も
が
公
平
な
裁
き
を
受

け
る
権
利
を
持
つ
た
め
の
活
動

だ
。
南
部
を
中
心
と
す
る
人
権

擁
護
組
織
に
所
属
し
ア
ラ
バ
マ

支
部
を
開
設
後
、
彼
が
取
り
組

ん
だ
ケ
ー
ス
が
１
９
８
７
年
の

ブ
ラ
イ
ア
ン
の
ケ
ー
ス
だ
。
18

歳
の
白
人
女
性
を
殺
し
た
罪
で

死
刑
宣
告
を
受
け
て
い
た
が
ブ

ラ
イ
ア
ン
が
裁
判
記
録
を
読
む

限
り
、
有
罪
を
確
定
す
る
証
拠

は
な
に
も
な
い
。
　

し
か
し
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
目
に

映
る
事
実
が
司
法
上
の
事
実
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
可
能
性

は
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
か
っ

た
。
無
力
感
、
絶
望
感
が
怒
り

と
な
っ
て
胸
に
込
み
あ
げ
て
く

る
。
２
時
間
16
分
。
Ｐ
Ｇ
13
。

（
明
）

動
画
予
告
編

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

Regal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St.

AMC Empire 25

234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

Just Mercy

再審請求の法廷に臨むブライアン（ジョーダン、左）とウォルター（フォックス、右） 

Photo : Jake G
iles Netter/W

arner Bros. Entertainm
ent Inc. 

歪
め
ら
れ
る
真
実

男
子
テ
ニ
ス
で
世
界
ラ
ン
ク

13
位
の
錦
織
圭
が
２
月
９
日

（
日
）
か
ら
16
日
（
日
）
ま
で
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ユ
ニ
オ

ン
デ
ー
ル
に
あ
る
ナ
ッ
ソ
ー
・

ベ
テ
ラ
ン
ズ
・
メ
モ
リ
ア
ル
・

コ

ロ

シ

ア

ム

（

1
2

5
5

H
em

p
stead

T
u

rn
p
ik

e,
U

n
ion

dale, N
Y

1
1
5
5
3

）

で
開
催
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
オ
ー
プ
ン
に
出
場
す
る
。

同
大
会
に
は
錦
織
の
ほ
か
、

世
界
ラ
ン
ク
19
位
の
ジ
ョ
ン
・

イ
ス
ナ
ー
（
ア
メ
リ
カ
）
、
30

位
の
ニ
ッ
ク
・
キ
リ
オ
ス
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
、
昨
年
の
覇

者
で
同
36
位
の
ラ
イ
リ
ー
・
オ

ペ
ル
カ
（
ア
メ
リ
カ
）
、
日
本

人
で
は
同
73
位
の
西
岡
良
仁
と

同
81
位
の
内
山
靖
崇
な
ど
、
10

か
国
か
ら
20
人
が
出
場
す
る
。

会
場
と
な
る
コ
ロ
シ
ア
ム
は
２

０
１
８
年
か
ら
新
た
に
ブ
ラ
ッ

ク
コ
ー
ト
が
採
用
さ
れ
て
話
題

と
な
っ
た
。

錦
織
は
昨
年
９
月
の
全
米
オ

ー
プ
ン
以
降
、
右
ひ
じ
の
負
傷

で
全
大
会
を
欠
場
、
10
月
に
は

手
術
を
受
け
て
お
り
、
今
回
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
オ
ー
プ
ン
が

復
帰
戦
と
な
る
。

入
場
料
な
ど
の
詳
細
は
ウ
ェ

ブ

サ

イ

ト

https://new
y
orkopen.co

m
/

を
参
照
。

２
月
Ｎ
Ｙ
オ
ー
プ
ン

西
岡
、
内
山
も
参
加

錦織待望の復帰戦

https://www.warnerbros.com/movies/just-mercy
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現
在
世
界
各
国
に
約
40
の
レ

ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
米
国
屈

指
の
料
理
人
、
ジ
ャ
ン
・
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
ヴ
ォ
ン
グ
リ
ク
テ
ン

ヴ
氏
の
子
息
セ
ド
リ
ッ
ク
・
ヴ

ォ
ン
グ
リ
ク
テ
ン
氏
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
ウ
ェ
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
に
あ
る
、
２
０
０
５
年
開
店

の
現
代
米
国
料
理
店
「
ペ
リ

ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
」
の
料
理
長

と
し
て
定
評
高
い
シ
ェ
フ
で
あ

る
。
そ
の
氏
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
の
妻
と
２
０
１
９
年
２
月
、

ノ
リ
ー
タ
に
開
い
た
「
ワ
イ
ヤ

ン
」
が
話
題
だ
。

テ
ー
マ
は
、
フ
ラ
ン
ス
料
理

に
ス
パ
イ
ス
や
ソ
ー
ス
な
ど
、

豊
か
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
風
味

を
取
り
入
れ
た
料
理
。
例
え
ば

伝
統
的
な
鶏
の
串
焼
き
「
サ
テ

ー
」
（
14
ド
ル
）
に
は
旨
味
の

強
い
脚
肉
の
み
を
使
い
、
薄
切

り
に
し
て
均
等
な
火
入
れ
に
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

流
ピ
ー
ナ
ツ
ソ
ー
ス
を
添
え
、

素
朴
な
料
理
の
味
わ
い
を
繊
細

に
伝
え
る
。
ま
た
野
菜
、
茹
で

た
鶏
卵
、
濃
厚
な
ピ
ー
ナ
ツ
ソ

ー
ス
か
ら
な
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
代
表
す
る
サ
ラ
ダ
「
カ
ド
カ

ド
」
（
16
ド
ル
）
は
、
親
し
み

や
す
く
ピ
ー
ナ
ツ
ソ
ー
ス
を
軽

め
に
仕
上
げ
、
代
わ
り
に
米
国

で
人
気
の
ア
ボ
カ
ド
で
ク
リ
ー

ミ
ー
さ
を
表
現
。
一
方
ス
ズ
キ

は
伝
統
流
に
バ
ナ
ナ
の
葉
で
包

ん
で
蒸
し
、
客
席
で
開
い
て
豊

か
な
香
り
を
伝
え
る
。
東
南
ア

ジ
ア
原
産
柑
橘
カ
ラ
マ
ン
シ
ー

風
味
の
ヴ
ィ
ネ
グ
レ
ッ
ト
で
爽

や
か
な
味
わ
い
に
仕
上
げ
た
一

品
だ
。

メ
ニ
ュ
ー
に
は
串
焼
き
３

品
、
小
皿
９
品
、
メ
イ
ン
９
品
、

付
け
合
わ
せ
６
品
を
用
意
。
例

え
ば
２
名
な
ら
、

各
項
か
ら
１-

２

品
を
分
け
合
っ

て
多
彩
な
品
々

を
楽
し
む
お
客

が
多
い
と
い
う
。

店
内
は
バ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
も

備
え
た
活
気
あ

る
フ
ロ
ン
ト
ル

ー
ム
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
に

面
し
た
６
席
の
シ
ェ
フ
ス
カ
ウ

ン
タ
ー
、
そ
の
奥
に
あ
る
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
ダ
イ
ニ
ン
グ

か
ら
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
軽
い
食

事
と
ド
リ
ン
ク
、
美
食
体
験
、

ハ
レ
の
機
会
と
言
っ
た
異
な
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
く
れ
る
の

も
う
れ
し
い
。
常
連
客
は
30
％

に
上
る
人
気
ぶ
り
だ
。

「
独
自
の
魅
力
溢
れ
な
が
ら

十
分
知
ら
れ
て
い
な
い
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
料
理
の
魅
力
を
、
大
切

に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
ヴ
ォ

ン
グ
リ
ク
テ
ン
氏
は
話
す
。

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
　
片
山
　
晶
子
）

新
感
覚
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理

Wayan
20 Spring Street, 

New York, NY, 10012

TEL (917) 261- 4388

営業時間

月　11:30 - 15:30, 17.30 - 22.30

火-木　11:30 - 15:30, 17.30 - 23.00

金11:30 - 15:30, 17.30- 0.00

土11:00 -15.30, 17.30 -0.00

日 11:00 - 15.30, 17.30 - 22.00

www.wayan-nyc.com/

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
醤
油

ラ
ー
メ
ン
と
和
風
中
華
の
店
、

新
潟
の
サ
ン
ポ
ウ
テ
イ
（
金
子

博
信
社
長
）
が
23
日
オ
ー
プ
ン

し
た
。
１
９
６
７
年
に
新
潟
市

内
で
創
業
以
来
ラ
ー
メ
ン
で
業

績
を
伸
ば
し
て
現
在
日
本
国
内

に
中
華
な
ど
を
含
め
47
店
舗
を

展
開
し
て
い
る
。
米
国
１
号
店

と
な
る
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
店

は
50
席
。
煮
干
し
を
ベ
ー
ス
と

し
た
う
ま
味
出
汁
が
効
い
た
同

店
看
板
商
品
の
醤
油
ラ
ー
メ
ン

（
16
ド
ル
）
を
柱
に
、
麻
婆
ラ

ー
メ
ン
（
17
ド
ル
＝
ラ
ン
チ
の

み
）
、
サ
ン
ポ
ウ
イ
テ
イ
餃
子

（
６
個
、
10
ド
ル
）
、
チ
ャ
ー
シ

ュ
ー
煮
干
し
つ
け
麺
（
17
ド
ル
）

な
ど
を
出
す
。
　

ラ
ー
メ
ン
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
が
、
多
く

は
と
ん
こ
つ
味
が
主
流
で
、
醤

油
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
さ
せ
て
く

れ
る
店
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は

数
え
る
く
ら
い
し
か
な
い
。
い

わ
ば
少
数
派
の
醤
油
だ
が
、
出

し
て
い
る
店
は
ど
こ
も
こ
だ
わ

り
の
味
を
提
供
し
て
い
る
。
サ

ン
ポ
ウ
テ
イ
は
、
そ
ん
な
ラ
イ

バ
ル
店
た
ち
と
も
互
角
以
上
に

わ
た
り
あ
え
る
本
格
的
な
煮
干

し
醤
油
味
だ
。
米
処
・
酒
処
の

新
潟
か
ら
取
り
寄
せ
る
選
り
す

ぐ
り
の
日
本
酒
と
カ
ク
テ
ル
の

ペ
ア
リ
ン
グ
も
い
い
。

（
三
）

SANPOUTEI
EASTVILLAGE
92 2nd Avenue

New York, NY 10003
Tel: 646-964-4357

sanpoutei.com

営業時間　日〜木　17:00-22:30
金〜日　17:00-00:00

新
潟
か
ら
煮
干
し
醤
油
味

ラ
ー
メ
ン
の
サ
ン
ポ
ウ
テ
イ

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
23
日
開
店

金子社長

https://newyorkopen.com/
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マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
50
周

年
を
祝
う
式
典
は
19
日
正
午
か
ら
絶
景
の
眺

め
を
堪
能
で
き
る
同
レ
ス
ト
ラ
ン
結
婚
披
露

宴
会
場
に
３
５
０
人
の
招
待
客
を
集
め
て
盛

大
に
行
わ
れ
た
。
中
垣
顕
實
法
師
に
よ
る
開

会
の
祈
り
で
創
業
者
の
藤
田
徳
明
、
一
枝
夫

妻
の
遺
影
に
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
あ
と
、

地
元
ヒ
ル
バ
ー
ン
市
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ト
ル
シ

市
長
と
バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
・
タ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ノ

副
市
長
の
祝
辞
、
ロ
ッ
ク
ラ
ン
ド
郡
役
員
の

エ
ド
・
デ
イ
氏
、
徳
明
氏
と
の
米
国
で
の
長

年
の
友
人
を
代
表
し
て
古
本
不
動
産
社
長
の

古
本
武
司
さ
ん
が
次
々
と
挨
拶
、
レ
ス
ト
ラ

ン
事
務
所
を
統
括
す
る
ジ
ム
・
ヤ
ノ
氏
、
事

務
所
長
の
ア
ン
ド
レ
ア
・
ス
ミ
ス
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
た
。

オ
ー
ナ
ー
の
多
田
貴
将
（
た
だ
・
よ
し
ま

さ
）
さ
ん
が
ホ
ス
ト
と
し
て
の
挨
拶
で
登
壇
。

「
私
達
に
は
、
先
代
が
築
か
れ
た
古
き
良

き
遺
産(legacy

)

を
守
り
、
次
の
世
代
へ
と
繋

げ
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
創
業
50
周
年

は
、
１
つ
の
区
切
り
で
あ
り
、
ま
た
次
の
50

年
へ
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。
マ
ウ
ン

ト
・
フ
ジ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
人
に
恵
ま
れ

た
会
社
で
す
。
素
晴
ら
し
い
お
客
様
、
従
業

員
、
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人

と
の
『
ご
縁
』
を
大
切
に
し
て
、
次
の
創
業

１
０
０
周
年
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
、

新
た
な
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
創
業
者
の

長
女
の
ナ
ン
シ
ー
夫
人
が
挨
拶
に
立
ち
「
一

生
懸
命
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
父
と
母
か
ら

学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
夫
の
ヨ
シ
さ
ん

と
一
緒
に
両
親
が
築
い
て
残
し
て
く
れ
た
大

き
な
信
頼
と
レ
ガ
シ
ー
を
受
け
つ
い
で
ま
い

り
ま
す
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
た
。

創
業
者
の
友
人
、
大
坪
不
動
産
社
長
の
大

坪
賢
次
氏
、
酒
蔵
な
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内

で
手
広
く
飲
食
業
を
手
掛
け
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ
ル

ー
プ
社
長
の
八
木
秀
峰
氏
ら
が
法
被
を
着
て

鏡
開
き
を
し
た
あ
と
、
あ
す
な
ろ
国
際
学
園

Ｉ
Ａ
Ａ
Ｓ
山
本
薫
園
長
の
音
頭
で
乾
杯
、
友

人
代
表
の
キ
ョ
ウ
コ
・
ア
イ
シ
ュ
マ
ン
さ
ん

が
思
い
出
を
語
っ
た
。
飴
細
工
師
の
キ
ャ
ン

デ
ィ
５
さ
ん
や
氷
彫
刻
家
の
岡
本
慎
太
郎
さ

ん
、
鼓
舞
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、
三
本
絞
め

で
手
締
め
を
し
て
50
周
年
を
祝
福
し
た
。

マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
50
年

地元ヒルバーン市のトルシ市長（左）とタランティーノ副市長

から表彰される多田夫妻

創
業
者
の
藤
田
徳
明
さ
ん
（
右
）

と
一
枝
さ
ん
夫
妻

招待客350人で埋まった祝賀パーテイー会場。笑顔で乾杯（Photo: Jo Yanez）

祝う

食
を
通
し
て
日
本
文
化
発
信

「
古
き
良
き
遺
産
守
る
」
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